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お客様へ 


このたびはメルセデス*ベンツをお買 
い上げいたださ、ありびとラござい 
ます。 

この取扱説日月書は、車の取り扱い方法 
をはじめ、機能を十分に発揮させるた 
めの情報や、危険な状況を回避するた 
めの情報、万一のとさの処置などを記 
載しています。 

車をお使いになる前に、本書を必ずお 
読みください。 


-取扱説明書は、いつでも読めるよう 
に必ず車内に保管してください。 

-この取扱説日月書には、曰本仕様とは 
異なる記述やイラスト、操作方法な 
どび含まれている場合びあります。 

• 装備や仕様の違いなどにより、一 
部の記述やイラストび、お買い上 
げいただいた車とは異なることび 
あります。 


スイッチなどの形状や装備、操作 
方法などは予告なく変更されるこ 
とびあります。 


-オーデイオに関しては、別冊の「マ 
ルチフアンクシヨンコント□一 
ラー」の取扱説明書をお読みくだ 
さし、 


-車を次のオーナーにお譲りになる 
場合は、車と一緒にすベての取扱説 
明書と整備手帳をお渡しください。 

-オプションや仕様により異なる装備 
には*マークびついています。 

-関連する内容び他のページにちあ 
る場合は、該当ぺージを (3-50) 
のよラなかたちで示しています。 

-操作手順などは、文頭に►を記して 
います。 

-ご不明な点は、お買い上げの販売店 
または指定サービスエ場におたず 
ね<ださい。 


ダイムラー • クライスラー日本株式会社 




1表記と記載内容について 


警告 

A 


重大事故や命にかかわるけがを未然 
に防ぐために必ず守ってし^たださた 
いことです。 


I 注意！ 

けびや事故、車の損傷を未然に防 
ぐため、必ず守っていたださたい 
ことです。 

知識 

知っていると便利なことや、知っ 
ておいていたださたいことです。 
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環境保護のためのアドバイスや 
守っていたださたいことを記載し 
ています。 


環境保護について 


ダイムラー*クライスラー社では、大 

気巧染の抑制、資源の有効利用をはじ 

めとする環境保護対策に取り組んでい 

ます。環境保護のため、お車をご使用 

になるとさは仪下の点にご協力くだ 

さい。 

• タイヤの空気圧び適正であること 
を確認してください。 

. 停車したままの暖機運転は必要あ 
りません。 

-急発進や急加速は避けてください。 

-エンジン回転数びその車の許容限 
度の2/3 (許容限度び6,0日日回転 
のとさは約4,0日日回転）を超えな 
いよラに運転してください。 

-不必要な荷物を載せたままにしな 
いで <ださい。 

• スキーラックやルーフラックび必 
要でないとさは、車から取り外し 
てください。 


-長時間の停車時は、エンジンを停 
止してください。 

• 指定サービスエ場で適切な時期に 
点検整備を受けてください。 


警告 A 


車両には警告ラベルび貼付され てい 
ます。これらの警告ラベルには危険 
な状況を回避するための情報をはじ 
め、車を安全に使用するための情報 
び記されています。 

警告ラベルは絶対にはびさないでく 
ださい。 
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ダイムラー*クライスラー社は、 
資源を有効活用するため、 U ヴイク 
ル部品を積極的に導入しています。 
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ち全のために 


ずる前に 


走巧ずる前に 


点検と整備 

曰常点検や定期点検は、使用者自身の 
責任において実施することび法律で養 
務付けられています。これらの点検項 
目については、別冊の「整備手帳」を 
お読みください。 

夏季の取り扱い 

• 夏を迎える前にエアコンディシヨ 
ナーの冷媒に不足びないか、指定 
ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さい。 

•才ーバーヒートの予防策として、 
いつわより頻繁に冷却水量を点検 
してください。 


日ごろの状態と異なるとき 

エンジンを始動したとき、いつもと異 
なる音やにおいを感じたり、駐車して 
いた場所に水やオイルの跡び残ってい 
るとさは、すみやかに指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 

ドアを開<と 

ドアを開くと、一部の装置び自動的に 
動さ始め、作動音などび聞こえること 
がありますび、異常ではありません。 

タイヤの点検 

タイヤの空気圧や溝の深さび十分あ 
り、タイヤに損傷や異常な摩耗びない 
ことを点検してください。タイヤの空 
気圧び低かったり、損傷したタイヤで 
走行すると、タイヤび破裂したり、火 
災び発生するなど、事故を起こすおそ 
れびあります。 



シートのち全確認 

-走行を開始する前に、セカンド 
シートとヴードシートが正しく固 
定されていることを確認してくだ 
さい。正しく固定されていないと、 
急ブレーキや急八ンドルなどのと 
さにセカンドシートやヴードシー 
卜び動いたり、外れたりして、乗 
員び重大なけびをするおそれびあ 
ります。 

-セカンドシートを前方に折りたた 
んだとさは、サードシートに人を 
乗せて走行しなし"!でくださし" i。 走 
行中に、前方に折りたたんだセカ 
ンドシートび動さ、乗員びけびを 
するおそれがあります。 
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ち全のために 


シートベルトは必ず着用 

走行を開始する前に、すべての乗員び 
シートベルトを着用してください。 

運転席足元に注意 

• 運転席の足元には、物を置かないで 
ください。 ブレーキ ペダルやアクセ 
ルペダルの下に異物び入ると、ぺダ 
ルを操作でさな<なるおそれびあ 
ります。 


車庫内では 

車庫などの換気の悪い場所ではエンジ 
ンを停止してください。排気ガスに含 
まれる一酸化炭素を吸い込むと、一酸 
化炭素中毒を起こしたり、死 t するお 
それびあります。 

一酸化炭素は、無色無臭のため気び付 
かないラちに吸い込んでいるおそれ 
びあります。 


• フ□アマットは純正品のみを正し 
く使用してください。車に合った 
わのを使用しないと、ペダル操作び 
でさな<なるおそれびあります。 


走た r する刖'(し 

ウオーミングアップ（暖機運転） 1 

エンジンび冷えているとさでも、停車 
したままでの暖機運転は必要ありませ 
ん。エンジンの始動後は、急加速を避 
けて車をウオーミングアップしてくだ 
さし、。 
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ち全のために 


走た!する刖に 
燃料の給油 

-燃料は無鉛プレミアムガソリンを 
使用してください。有鉛ガソリン 
や粗悪なガソリン、指定(外の燃 
料（高濃度アルコール含有燃料な 
ど）を使用したり、添加剤などを 
湿入すると、エンジンなどを損傷 
するおそれびあります。 

• 目的地まで余裕を持って走れる 
よラに、十分な量を補給してく 
ださい。 

-燃料給油口には、純正品外の 
キヤップを使用しないでください。 

• セルフ式のガソリンスタンドなど 
で給油するとさは必ず(下の点を 
守り、安全に十分注意して作業を 
行なって<ださい。身体に静電気 
を帯びていると、放電による火花 
で燃料に引乂したり、火傷をする 
おそれびあります。 

〇エンジンを停止して、ドアやド 
アウインドウなどを閉じる 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


〇燃料給油口を開くことからはじ 
まる一連の給油作業は、必ずひ 
とりで行なラ 

〇給油作業をする人は、作業の前 
に金属部分に触れるなどして身 
体の静電気を除去する 

◊作業中は車内に戻らない（帯電 
するおそれびあります） 

◊キャップの開閉 （3-98) は確 
実に行ない、乂気を近づけない 
よラにする 

〇ガソリンを垂らさないようにま 
意する（塗装面を損傷するおそ 
れびあります） 

0気化した燃料を吸い込まないよ 
ラに注意する 

〇給油作業をする人(外は燃料給 
油口に近づかない 

〇ガソリンスタンド内に掲示され 
ている注意事項を守る 


荷物を積むとき 

-荷物はでさるだけラゲッジルーム 
に積み込んでください。 

• 車内に荷物を積むとさは、動かな 
いよラに確実に固定してくださし、 
急ブレーキ時などに荷物び放り出 
され、乗員びけびをするおそれび 
あります。 

• ラゲッジルームカバー * の上に荷物 
を置かないで<ださい。急ブレー 
キ時などに荷物び放り出され、乗員 
びけびをするおそれびあります。 

-鋭い角のある物は、角の部分に必 
ずカバーをしてください。 

• 荷物をシートのバックレストより 
高 < 積み上げないで < ださい。 

燃える物は積まない 

燃料を入れた容器や可燃性のスプレー 

吿などを積まないでください。万一の 

とさに弓 I 火や爆発のおそれびあります。 
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ち全のために 


子供を柔せるとき 


子供にちずシートベルトを着用 

• 子供であっても、シートベルトを 
正しく着用し、シートやヘッドレ 
ストび正しい位置になっているこ 
とを大人び確認してください。正 
しくシートベルトび着用でさない 
ルさな子供は、チャイルドセーフ 
ティシー トを使用してください。 

-乳児や子供を抱いたり、ひざの上 
に乗せて走行しないでください。 
急ブレーキ持や事故のとさ、大人 
と車の間に挟まれて重大なけがを 
するおそれびあります。 

ルさな子供にはチャイルドセーフティ 

シート 

6歳未満の子供にはチャイルドセーフ 

テイシート （2-1 己）を使用すること 

び法律で義務付けられています。 


子供はセカンドシートまたはヴードシー 

卜に 

-子供はできるだけセカンドシート 
またはサードシート（左側席を除 
く）に乗せてください。助手席で 
は、子供の動さび気になったり、 
子供び運転装置をさわるなど、運 
転の妨げになることびあります。 

-チャイルドセーフティシートは、 
でさるだけセカンドシートまたは 
ヴードシート（左側席を除く）に 
装着して<ださい。やむを得ず助 
手席に装着するとさは、車の進行方 
向に向けてチャイルドセーフティ 
シートを装着して、助手席シートを 
最後部に移動してください。 

-子供を助手席に座らせるときは、 
シートを最後部にし、正しく座ら 
せてください。エアバッグの作動 
時に大さな衝撃を受けるおそれび 
あります。 


子供を乗せるとき ■ 

子供には操作させない 1 

. ドアやドアウインドウは大人び開— 
開してください。子供び操作する 
と、身体を挟んだり、けびをする 
おそれびあります。 

• スライディングドアとテールゲート 
のチャイルドプルーフ□ック （3- 
56.59) や U アスライディング 
J レーフ*とベンチレーシヨンウイン 
ドウのセーフテイスイッチ （3-82) 

を活用して < ださい。 


ドアウインドウやスライデイン グルー 
フ*から身体を出さない 

子供びウインドウやルーフの開口部か 
ら身体を出さないよラに注意してくだ 
さい。けびをするおそれびあります。 


車か S 離れるとさ 

子供だけを車内に残して車から離れな 
いでください。運転装置に触れてけび 
をしたり、事故の原因になることがあ 
ります。 

また、炎天下では車内び高温になり、 
熱中症を起こすおそれびあります。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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ち全のために 




慣 S し運転 


新車の場合、エンジンなどの機械部分 
び馴染むまで「慣らし運転」すること 
をお勧めします。 

新車時に十分な慣らし運転を行なラこ 
とにより、将来にわたって安定した性 
能を維持することびでさます。 

知識 

新車時の高速走行後など、エンジ 
ン ルームから わずかに白煙び出た 
り、独特の臭いびすることびあり 
ます。これは防鐘保護ワックスび 
加熱されて発生するわので、故障 
や異常ではありません。走行距離 
び増すと臭いはなくなります。 


最初の1，己日日 km まではじ(下の注意事 

項を守ってください。 

-エンジン回転数び許容限度の2/3 
(許容限度び6,0日日回転のとさは 
約4,0日日回転）を超えないよラに 
運転してください。 

-エンジンに大さな負担のかかる運 
転は避けてください。 

-いつも一定のエンジン回転数で走 
行するのではな<、負担のかから 
ない範囲で回転数と速度を変えて 
ください。 

. キックダウンや過度のエンジンブ 
レーキは避けてください。 

• ティップシフト位置！61、 d 、MM 
は山道などを低速で走行するとさ 
だけ使用してください。 

走行距離び1，已日日 km を超えたら、ェ 

ンジン回転数を徐々に高回転まで上げ 

てください。 


知識 

-エンジンや駆動系部品の分解や 
交換をした後わ、慣らし運転を 
行なってくださし、。 

• キックダウン： 走行中にアクセ 

ルペダルをいっぱいに踏み込む 
と、自動的に低速ギアに切り替 
わり、エンジンの回転数び上 
びって素早く加速します。これ 
をキックダウンといいます。 

• エンジンブレーキ： 走行中にア 

クセルペダルを戻したとさに発 
生するエンジンの内部抵抗を利 
用した減速をエンジンブレーキ 
といいます。低速ギアのとさほ 
ど効さび強くなります。 


1-6 






走行ずるとさ 


アクセルペダルはおだやかに操作 

-発進や加速するとさは、タイヤを空 
転させないよラにおだやかにアクセ 
ルペダルを操作してください。タイ 
ヤを空転させると、タイヤだけでな 
くトランスミッション、駆動系部品 
を損、傷するおそれびあります。 

-車間距離を十分に確保し、不要な急 
発進や急加速、急ブレーキを避け 
てください。 


ち全のために 


111 I ■ 


横風が強いとさ 

横風び強く、車び横方向に流されそラ 
なとさは、ステア U ングをしっかりと 
握り、いつもより速度を下げて進路を 
保ってください。 

トンネルの通過 

トンネルに進入するときは、へッドラ 
ンプを点灯してください。内部照明び 
暗いトンネルでは、進入直後に視界び 
悪くなることびありますので、十分注 
意してください。 


エンジンブレーキの活用 

下り坂び続くとさは、エンジンブレー 
キを活用してください。ブレーキぺダ 
ルを長時間踏み続けると、ブレーキ 
ディスクび過熱してブレーキの効さび 
悪くなるおそれびあります。 

知識 

エンジンブレーキ：走行中にアク 

セルペダルを戻したとさに発生す 
るエンジンの内部抵抗を利用した 
減速をエンジンブレーキといいま 
す。低速ギアのとさほど効さび強 
くなります。 





ち全のために 


走行ずるとき 

自動車電話、携帯電話 

運転者は、走行中に自動車電話や携帯 
電話を使用しないで<ださい。道路交 
通法違反になります。 

なお、八ンズフ U —機能は使用できま 
すび、注意力び散漫になり事故の原因 
になるおそれびあります。安全な場所 
に停車してから使用してください。 


滑りやずい路面 

滑りやすい路面では、シフトダウン操 
作による急激なエンジンブレーキは効 
かせないで < ださい。 


水たまりの通過後 

水たまりの通過後や洗車直後は、ブ 
レーキの効さび遅れたり、悪くなるこ 
とびあります。このときは、後続車に 
注意しなびら低速で走行し、ブレーキ 
の効さび回復するまでブレーキペダル 
を数回軽く踏んでください。 


スタック（立ち往生）したとき 

-めかるみなどでタイヤび空転した 
り脱輪した状態から脱出するとさ 
は、タイヤを高速で空転させない 
でください。脱出直後に車び急発 
進し、事故を起こすおそれびあり 
ます。 


また、タイヤを高速で空転させる 
と異常な過熱び起こり、タイヤの 
破裂や火災などの事故び起さたり、 
トランスミッションを損傷するお 
それびあります。 

-スタックした状態から脱出すると 
さは、タイヤ前後の±や雪などを 
取り除いたり、タイヤの下に板や 
石などをあてびラと効果的です。 


道路冠水や車び水没したとき 

-豪雨などで道路び冠水し、マフラー 
に水び入ったとさはミ夫してエンジ 
ンを始動しないでください。その 
ままエンジンを始動すると、エン 
ジンに重大な損傷を与えるおそれ 
びあります。 

. 車び水没した場合は、水び引いた 
あとでもエンジンを始動せずに、 
指定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さい。 
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ち全のために 


走巧中に異常を感じたら 


警告なび点 I 灯したとき 

ただちに安全な場所に停車してエンジ 
ンを停止し、本書に従い対処してくだ 
さい。 

それでも警告灯び消灯しないときは、 
指定ヴービスエ場に連絡してください。 
警告灯び点灯したまま走行を続けると、 
事故を起こしたり、車に重大な損傷を 
与えるおそれびあります。 


ボディ下部に強い衝撃を受けたとさ 

ただちに安全な場所に停車してボディ 
の下部を点検し、ブレーキ液や燃料な 
どび漏れていないか確認してください。 

漏れやボディ下部に損傷を見つけたと 
さは、運転を中止して指定サービスエ 
場に連絡してください。損傷を放置し 
たまま走行を続けると、事故を起こす 
おそれがあります。 


走行中に異常を感じた5 ■ 

走巧中にタイヤがパンクしたり、破裂 1 
したとさ — 

あわてずにしっかりステアリングを支 
えなびら、徐々に減速して安全な場所 
に停車してください。急 ブレーキや 急 
八ンドル操作をすると、事故を起こす 
おそれびあります。 
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ち全のために 


■ || I I 


駐停車ずるとさ 


駐車ずるとさの注意事項 

• マフラーは非常に高温になります。 
周囲に枯れ草や紙くず、油など燃 
えやすい物びある場所には駐停車 
しないで < ださい。 

-同乗者びドアを開くときは、周囲 
に危険びないことを運転者び確認 
してください。 

• 見通しの悪い場所や暗い場所では 
駐車しないでください。 

• 炎天下での駐車時には、車内各部の 
温度び非常に高くなります。ステア 
リングやセレクターレバー、シート 
などに触れると、火傷をするおそれ 
びあります。 

-炎天下に駐車するときは、フ□ント 
ウインドウにカバーをしたり、ステ 
アリングやセレクターレバー、シー 
卜などにカノく一やタオルをかけて、 
温度の上昇を抑えてください。 


-炎天下に駐車した後は、乗車する 
前に換気をするなどして、車内各 
部の温度を下げてください。 


雪び降つているとさは 

車の周囲び雪で覆われているときは、 
雪を取り除いてからエンジンを始動し 
てください。積雪により マフラーび ふ 
さびれ、排気ガスび車内に侵入するお 
それびあります。 


急な坂道では 

急な坂道で駐車するとさは、セレク 
ターレバーを la に入れ、パーキング 
ブレーキを確実に効かせてください。 
さらに輪止めをしてください。 


假眠ずるとき 

やむを得ず車内で仮眠するとさは、安 
全な場所に駐車して必ずエンジンを停 
止してください。無意識のラちにセレ 
クターレバーを動かしたり、アクセル 
ペダルを踏み込むと、車び動さだし、 
事故を起こすおそれびあります。 

また、アクセルペダルを踏み続けると、 
エンジンやマフラーび異常過熱して火 
災の原因になるおそれびあります。 


後退ずるとさ 

後方視界び十分に確保でさないとさ 
は、車から降りて後方の安全を確認し 
てください。 





ち全のために 


雨降りや濃霧時の運転 


雨降りや濃霧時の注意事項 

雨が降っていたり、濃霧び発生して 
いるとさは、路面び濡れて滑りやす 
く視界わ悪くなります。(下の点に 
ま意して、いつちより慎重に運転し 
てください。 

• 路面び滑りやすいので、タイヤの 
接地力び大さく低下し、通常より 
制動距離ち長くなります。 

また、見通しび悪いので歩行者や 
障害物の発見び遅れびちになりま 
す。いつわより速度を下げ、車間 
距離を十分にとってください。 

-濡れた路面では、急激なエンジンブ 
レーキを効かせないでください。滑 
りやすい路面で急激なエンジンブ 
レーキを効かせると、ス U ップし 
て車のコント□ールを失い、事故 
を起こすおそれびあります。 


• 水たまりの通過後や激しい雨の中 
で長時間ブレーキを使用しないで 
走行したときは、ブレーキの効きび 
悪くなることびあります。このと 
さは、後続車に注意しなびら低速 
で走行し、ブレーキの効さび回復 
するまでブレーキペダルを数回軽 
く踏んでください。 

-安全な視界を確保するため、必要 
に応じてデフ□スターやリアデ 
フオッ ガーを作動させてください。 
またはエアコンディショナーを作 
動させて車内を除湿してください。 


雨降りや濃霧時の運転 ■ 

-雨降りや濃霧時は、自分の車の存 1 
在を周囲に知らせるため、ヘッド — 
ランプやフォグランプを点巧して 
くださし、ただし、ヘッドランプを 
上向さにすると、雨や濃霧に反射し 
て視界を損なったり、対向車を眩 
惑するので、下向さで点灯してく 
ださい。 

-濃霧のとさはフォグランプを点灯 
し、速度を落として走行してくだ 
さい。危険を感じるときは、霧び 
晴れるまで安全な場所に停車して 
ください。 
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ち全のために 


オートマチック車の取り扱い 


オートマチック車の取り扱い 


運転する前に、オートマチック車の特 
性や操作上の注意を理解し、正しく操 
作してください。「オートマチック車 
の運転」ちあわせてお読み<ださい 

(4-9)。 

オートマチック車の特性 
クリープ現象：エンジンがかかってい 
ると き、 セレクターレバーび 13、191 
じ(外に入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくても車びゆっくり動き出しま 
す。これをクリープ現象といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低速ギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早<加速します。 
これをキックダウンといいます。 


エンジンの始動前 


発進 


-ブレーキペダルは必ずち足で操作 
して<ださい。不慣れな左足で操 
作すると、事故を起こすおそれび 
あります。 

• ブレーキ ペダルを踏み込み、踏み 
しろや踏み込んだとさにペダルび 
一定のところで停止することを確 
認してください。 

エンジンの始動 

セレクターレバーび la に入っている 
ことを確認し、ブレーキペダルを確実 
に踏んでエンジンを始動します。アク 
セ J レペタレを踏む必要はありません。 


-エンジンび適正なアイドリング回 
転数になっていることを確認して 
ください。 

• セレクターレバーを1〇、13に入 
れるとさは、必ず ブレーキ ペダルを 
十分に踏み込んでください。 

-アクセルペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを動かさないでく 
ださい。車び急発進するおそれび 
あります。 

-急な上り坂で発進するとさは、 
パーキングブレーキを効かせたま 
まアクセルペダルを静かに踏み込 
み、車びわずかに動さ出すのを確 
認してからパーキングブレーキを 
解除して発進してください。 
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ち全のために 


走行中 

• 走行中はセレクターレバーを Iffl 
に入れないでください。エンジンブ 
レーキびまったく効かないため事故 
につなびったり、トランスミッシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 

-滑りやすい路面で急激なエンジン 
ブレーキを効かせると、スリップ 
して車のコント□ールを失い、事 
故を起こすおそれびあります。 


停車 

• 停車中はエンジンの空ぶかしをし 
ないでください。万一、セレクター 
レバーび走行位置に入ると、車び 
急発進して事故を起こすおそれび 
あります。 


-急な上り坂での停車時、後退しよ 
ラとする車を、アクセルペダルの 
踏み具合により停止状態を保たな 
いでください。トランス S ツシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 

. 車び停車する前に、セレクターレ 
ノ く一を la に入れないでください。 
トランスミツシヨンを損傷するお 
それびあります。 


オートマチック車の取り扱い 

駐車 1 

-駐車時や車から離れるとさは、必 
ずセレクターレノ く一を la に入れ、 

ノ くーキングブレーキを確実に効かせ 
て、エンジンを停止してください。 

-後退した後は、すぐにセレクター 
レバ~を la かに戻すように/こ\ 

びけてください。 ra に入つてい 
ることを忘れてアクセルペダルを 
踏み込むと、車び後退して事故を 
起こすおそれがあります。 
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ち全のために 


こんなことにもま意 


んなことにち注意 


運転ずるとさの注意事項 

-服用後の運転び禁止されている薬 
や、酒類を飲んだあとは絶対に運 
転しないでください。 

• ライターを車内に放置しないでく 
ださい。炎天下の車内は非常に高 
温になるため、ライターび発火し 
たり爆発するおそれびあります。 

-ペダル操作の妨げになるよラな靴 
(厚底靴など）やヴンダル履さで運 
転しないでください。 

-ウインドウなどに吸盤を貼り付け 
ないでください。吸盤びレンズの 
働さをし、乂災び発生するおそれ 
びあります。 


違法改造はしない 

-違法改造はしないでください。違 
法改造や純正でない部品の使用は、 
保証の適用外になるだけでな<、 
事故の原因になります。 

定期交換部品などは純正品だけを 
使用し、燃料や油脂類などは指定 
品を使用してください。 

-燃料やオイルの添加剤などは一切 
使用しないでください。故障の原 
因になることびあります。 

-無線機やオーディオなどの電装品 
を取り付けたり取り外すときは、 
指定ヴービスエ場におたずねくだ 
さい。 


ナビゲーシヨンシステムは走行中に操 
作しない 

ナビゲーシヨンシステムの操作は、で 
さるだけ走行中を避け、安全な場所に 
停車してから操作してください。走行 
中に画面を見るとさは、必要最ル限 
(約]秒じ(内）にとどめてください。 


さびしい条件下での運転 

発進、停止を繰り返す市街地走行、山 
間部や路面の悪い道路などさびしい条 
件下での走行び多いとさは、タイヤや 
エアクリーナー、オイル、フィルター 
類の点検整備や交換を、定期的な交換 
時期よりわ早く行なラことが必要にな 
ります。 
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正しい運転姿勢 
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安全装備 


■ || M I I ■ 



正しい運転姿勢になるよラに上記の 
点に注意してシートを調整してくだ 
さい。 


A 


-運転席の乗員は、必ず運転前に 
自分の運転姿勢に合った正しい 
シート位置に調整してくださし、 
運転中に調整して操作を誤ると、 
車のコント□ールを失い、事故 
を起こすおそれびあります。 

-バックレストと背中の間に物を挟 
まないでください。事故のとさ、 
けびをするおそれがあります。 

• シートのバックレストを大きく 
傾けた状態で走行しないでくだ 
さい。急ブレーキ時や衝突時な 
どに身体びシートベルトの下を 
抜けてベルトの力び腹部や首に 
かかり、致命的なけびをするお 
それびあります。 


ま意！ 

-シートを調整しているときは、 
シートの下や横に身体を入れた 
り、作動部に触れないでくださ 
し、挟まれてけびをするおそれ 
びあります。 

-シートの一部び身体や物に当 
たったとさは、それ上操作し 
ないで <ださい。 

-子供を乗せているとさは十分ま 
意して<ださい。誤ってドアの 
シート調整スイッチ*に触れる 
とシートび動さ、乗員びけがを 
するおそれびあります。 

-セカンドシートとサードシート 
び確実に固定されていることを 
確認してください。 


※シートの形状などは車種や仕様により異なりまず。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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シートベルト 


シートベルトは、万一の衝突時などに 
乗員び受けるけびの被害を軽減させる 
乗員保護装置であり、急ブレーキや衝 
撃などを感知するとシートベルトを 
□ックして乗員びシートから放り出さ 
れないよラに拘束します。 

シートベルトの効果を十分に発揮させ 
るためには、走行前に正しく着用し、 
正しく取り扱ラことび必要です。 


首に当たったり、 
肩から外れないよラに 
高さを調節する 


肩の中央にかかっている 


腰骨のでさるだけ1まい位置 
を通っている 


※シートの形状などは車種や仕様により異なりまず。 


安全装備 


シート^^^ 



ねじれびない 


ベルトを急に引さ出して 
□ツクすな 


パックルに正しく 
差し込まれている 
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安全装備 


/—卜べルト 


「シートベルトの着用 



① プレート 

② バックル 

③ 解除ボタン 


シートベルトを着用ずる 

► プレート①を持ってシートベルトを 
ゆっくり引き出します。シートべル 
卜び□ックして引さ出せないとさ 
は、シートベルトを少し戻してから、 
再びゆっくり引き出します。 

► シートベルトにねじれびないこと 
を確認し、プレート①の先端をパ' 
ックル③に差し込みます。 

► 腰を通るベルトは腰骨のでさるだ 
け低い位置にかかるよラにして、 
ベルトにたるみびないよラに身体 
に密着させます。 

► 肩を通るベルトび肩の中央を通る 
ことを確認します。 


シートベルトを外ず 

► 手でプレート①を持ち、バックル③ 
の解除ボタン③を押し、シートべル 
卜をゆっくりと巻き取らせます。 
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安全装備 


シートべルト 


フ□ントシートベルトの高さ調整 I 



シートベルトび首にかかったり、肩か 
ら外れたりしないよラに高さを調整し 
ます。 

高さは4段階に調整できます。 


フ□ントシートベルトの高さを調整 
ずる 

► 上げるときは、アンカー③を持ち 
そのまま押し上げます。 

► 下げるときは□ック解除ボタン① 
を押しなびら下げます。 

調整後は確実に□ックしているこ 
とを確認してください。 


① □ック解除ボタン 

② アンカー 
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安全装備 


ゾ—トヘルト 

警告 A 


• 全員がシートベルトを着用して 
ください。シートベルトを着用 
していないと、急ブレーキ時や 
衝突時などに身体を車内に激し 
くぶつけたり、車外に放り出さ 
れて致命的なけびをするおそれ 
びあります。 

. シートベルトの乗員保護機能び 
発揮でさるよラに、じ(下の点に注 
意して正しく着用してくださし、 

◊バックレストを大きく傾けな 
いで <ださい。 

〇コートなどの厚手の衣類は着 
用しないで < ださい。 

〇シートに深く腰かけてくだ 
さい。 

〇肩を通るベルトを脇の下に通 
さないでください。上体を固 
定でさず、衝突したとさなど 
に頭や首、肋骨や腹部に衝撃 
を受けます。 


〇腰を通るベルトは腰骨のでき 
るだけ低い位置にかけてくだ 
さい。腹部にかけると衝突し 
たとさなどに腹部び強く圧迫 
されます。 

〇シートベルトびねじれた状態 
で着用しないでください。衝 
撃を分散でさなくなります。 

01本のシートベルトを2人じ ( 
上で共用したり、シートベルト 
と身体の間にバッグなどを挟 
み込まないでください。 

0シートベルトク U ップなどを 
使ってシートベルトにたるみ 
をつけないで <ださい。 

◊子供び着用するときは、着用 
状態を運転者び確認して < だ 
さし、また、正しく着用でさ 
ない体格の子供は適切なチャ 
イルド セーフ ティ シー トを使 
用してください。 

〇着用前に、シートベルトに損 
傷びないか確認してください。 


ま意！ 

-シートベルトを正しく機能さ 
せ、損傷を防ぐために下の点 
にま意してください。 

〇ドアに挟んだり、鋭利な部 
分に当てない 

0たばこの火や熱いわのを近 
づけない 

〇バックル部分に異物を入れ 
ない 

0着用時は胸ポケットにペン 
や眼鏡などを入れない 

〇分解や改造などをしない 

-衝突後やシートベルトび大さな 
衝撃を受けたとさは、指定ヴー 
ビスエ場で新品と交換し、関連 
部品の点検を受けてください。 

-純正部品(外のシートベルトは 
使用しないでください。 
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• 妊娠中の方やけびの治療中の方 
は、医師に相談の上、シートべ 
ルトを着用してください。 

. シートベルトの強度び低下し、 
乗員保護機能び損なわれるの 
で、清掃するとさはじ(下の点に 
を意して < ださい。 

〇強い酸性やアルカ U 性洗剤、 
有機溶剤などを使用しない 

〇乾燥時にドライヤーや直射 
曰光を当てない 

〇シートベルトを漂白したり、 
染色しない 


「ソ——卜へ/レトァソソ3ナー_ ] 

フ□ントシートベルトにはシートベル 
トテンシヨナーび装備されています。 

シートベルトテンシヨナーは、車の前 
後方向から大さな衝撃を受けたとさに 
シートベルトを引さ込み、シートべル 
卜の効果を高める装置です。 


[ベルトフオースリミツター 


フ □ン トシートベルトにはべルトフ オー 
スリミッターび装備されています。 
ベルトフ オース リミッターは、シート 
ベルトに一定(上の荷重びかかったと 
さに作動し、乗員の胸にかかる力を軽 
減します。 


ジ—トベルト 

ま意！ 

• シートベルトテンシヨナーび作 
動すると、シートベルトに強く 
締め付けられることびあります。^ 

. シートベルトに強く締め付けら 
れている状態でシートベルトを 
外すとさは、シートベルトのプ 
レートを確実につかみなびら 
バックルの解除ボタンを押して 
ください。シートベルトの張力 
により、解除したプレートが跳 
ね返り、けびをするおそれびあ 
ります。 

-バックル部分に作動の妨げにな 
るよラなちのびないことを確認 
してください。 

• 作動したシートベルトテンシヨ 
ナーは、必ず指定サービスエ場で 
新品と交換してください。 
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/—卜べルト 


知識 

• シートベルトテンシヨナーの作 
動時にわずかなびら白煙び発生 
することびありますび、火災の 
/こ、配はありません。 

また、ぜんそ<などの呼吸疾患 
のある方は一時的に呼吸障害を 
起こすおそれびありますので、 
安全を確認のラえ車外へ出る 
か、ドアウインドウやドアを開 
いて換気を行なつてください。 

• シートベルトテンシヨナーの作 
動時に爆発音び聞こえますび、 
通常では聴力への影響はありま 
せん。 


• 助手席シートに重い荷物などを 
積んでいると、衝突時などに助 
手席シートベルトテンシ ヨナー 
び作動す る ことがあります。 

• 未作動のシートベルトテンシヨ 
ナーを廃棄するとさは、廃棄専 
用の処置が必要です。指定ヴー 
ビスエ場、または専門業者に依 
頼してください。 


• シートベルトテンシヨナーび作 
動すると、エアバッグシステム 
警告灯び点なします。 


シートベルト警告な 

エンジンを始動すると点灯し、数秒後 
に消なします。点灯しないとさは警告 
灯の異常ですので、すみやかに指定 
ヴービスエ場で点検を受けてください。 

シートベルト警告音 

運転者がシートベルトを着用せずにエ 
ンジンを始動すると、マルチファンク 
シヨンディスプレイに"ウンテンセキシ-卜/ V 'ル 
トシ-卜へ''ルト3シテクタ''サイ!"と表示されると 
とわに、警告音び数秒間鳴り、シート 
ベルトの着用を促します。 
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SRS エアバッグ 


エアバッグは、シートベルトの効果を 
補助する装置です。 

エアバッグの効果を発揮させるために 
は、シートベルトの正しい着用び条件 
になります。 

衝突時のよラに車び強い衝撃を受ける 
と、収納されているエアバッグび瞬時 
にふくらんで乗員の前面や周囲にエア 
クッションを作り、乗員への衝撃を分 
散-軽減します。 

衝撃を受ける状況によって、作動する 
エアバッグび異なります。 


I 知識 

SRS は Supplemental Restraint 
System (乗員保護補助装置）の 
略です。 


SRS エアバッグ 


運転席/助手席エアバッグ 



①運転席エアバッグ 
ステア U ングパッド部 


②助手席エアバッグ 

助手席ダッシュボードノ くネル部 

前方からの強い衝撃を受けると作動 
し、乗員の頭部や胸部への衝撃を分 
散-軽減します。 
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I I I 


ソラックスサイドバッグ 



③ソラックスサイドバッグ（前席） 

運転席シートと助手席シートのバッ 
クレスト側面 


横方向からの強い衝撃を受けると、 
衝撃を受けた側のソラックスサイド 
バッグび作動し、上体への衝撃を軽 
減します。 


SRS 


エアバッグシステム警告'灯 


エンジンスイッチを1の位置にすると 
数秒間点灯します。また、2の位置に 
すると点灯し（点灯しないとさは警告 
灯び故障しています）数秒後に消灯し 


ます。 


点灯しないとさや点灯後に消なしない 
とき、走行中に点灯したときは、エア 
バッグシステムやシートベルトテン 
シヨナー、チャイルドセーフティシー 
卜検知システムの故障です。ただちに 
指定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 


知識 

エンジンスイッチび1の位置のとさ 
に、警告灯び一瞬消灯することびあ 
りますび、故障ではありません。 
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A 


• エンジン始動後わエアバッグシ 
ステム警告灯び点灯するときは、 
事故などの衝撃があってわエア 
バッグやシートベルトテンシヨ 
ナーび作動しないことびありま 
す。また、不意に作動すること 
ちあります。すみやかに指定 
サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 

• 運転席シートは正しい位置に調 
整し、助手席シートはでさるだけ 
後方に動かし、エアバッグとの間 
隔を確保してください。間隔び 
狭すざると、エアバッグび作動 
する衝撃でけびをするおそれび 
あります。 

• 運転中はステアリングのパッド 
部を持ったり、身体をステアリ 
ングやダッシュボードにのせな 
いで <ださい。 


• ステアリングのパット部やエア 
バッグ収納部に、バッジ、ス 
テッカー、リモコンなどを貼り 
付けたり、市販のカップホル 
ダーやアクセサリーなどを取り 
付けないでください。 

• フ□ントシートにカバーをする 
ときは、必ず専用のシートカ 
バーを使用して<ださい。市販 
のシートカバーを使用すると、 
ソラックスサイドバックの作動 
び妨げられるおそれびあります。 

• エアバッグ収納部やその近<に 
物を置かないでください。また、 
動物などびいないことを確認し 
てください。 

-膝の上に物を抱えるなど、エア 
バッグと乗員との間に物を置か 
ないで < ださい。 


• ルーム S ラーに市販のワイド S 
ラーなどを取り付けないでくだ 
さい。 


SRS ェァバッグ 

-ドアなどの内張りに寄りかから 
ないで <ださい。 

-巧服のポケットなどに重い物や 2 

鋭利な物を入れないでください。 "" 


注意！ 

-エアバッグは高温のガスにより 
ふくらむため、すり傷や火傷、 
打撲などをすることびあります。 

• エアバッグの作動後はエアバッ 
グや関連部品に身体を触れない 
でください。部品び熱くなって 
おり、乂傷をするおそれびあり 
ます。 

-エアバッグび作動した後は、必 
ず指定サービスエ場で新品と交 
換してください。 

-エアバッグを取り外したり、関連 
部品や配線などを改造しないで 
ください。誤作動でけびをした 
り、正しく作動しなくなります。 
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SRS ェァバッグ 
知識 

• 前席の乗員びシートベルトを 
着用していないとさは、運転 
席/助手席エアバッグは作動 
しないことびあります。 

-車の前方からの衝撃び弱いとさ 
は シー トベルトテンシヨナーだ 
けび作動し、運転席/助手席エ 
アバッグは作動しないことがあ 
ります。 

• 助手席シートに重い荷物などを 
積んでいると、衝突時などに助 
手席エアバッグび作動すること 
びあります。 

• エアバッグび作動すると、エア 
バッグシステム警告灯び点灯し 
ます。 


-エアバッグび作動すると、非常 
点滅灯び自動的に点滅します。 
自動的に点滅した非常点滅灯を 
解除するとさは、非常点滅灯ス 
イッチを押します。 

-エアバッグの作動時にわずかな 
びら白煙び発生することびあり 
ますび、乂災の/0配はありません。 

また、ぜんそ<などの呼吸疾患 
のある方は一時的に呼吸障害を 
起こすおそれびありますので、 
安全を確認のラえ車外へ出る 
か、ドアウインドウやドアを開 
いて換気を行なつてください。 

-エアバッグの作動時に爆発音び 
聞こえますび、通常では聴力へ 
の影響はありません。 


-ボディの部位によって受けた衝 
撃を吸収する度合いび異なるの 
で、損傷の大ささとエアバッグ 
の作動は必ずしも一致しません。 

• 未作動のエアバッグを廃棄する 
とさは、廃棄専用の処置が必要で 
す。指定サービスエ場、または 
専門業者に依頼してください。 
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I I I 


運お席/助手席エアバッグび作動ず 
るとさ 


ソラックスサイドバッグび作動ずる 
とを 


運転席/助手席エアバッグが作動しな 
いとさ 


正面衝突など車の前ち左ち 
約30度内の方向から強 
い衝撃を受けたとさ 
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I I I 


運転席/助手席エアバッグが作動しない 
場合びあるとき 


ソラックスサイドバッグび作動しない 
場合があるとき 


いずれかのエアバッグび作動ずる場合 
びあるとさ 
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チヤイルドセーフテイシート 


シートベルトは身長1己 0 cm じ(上の人 
び着用することを前提にしています。 
シートベルトび正しく着用でさない体 
格の子供などは、適切なチャイルド 
セーフティシートを使用してください。 

チャイルドセーフティシートの取り扱 
いや取り付け方法については、製品に 
添付されている「取扱説日月書」をお読 
み < ださい。 

警告 A 


- 6歳未満のテ供を乗せるときは、 
チヤイルドセーフティシートを 
使用することび法律で義務付け 
られています。 

• 6歳 iiLb の子供でわ、シートベル 
卜び正し<着用でさない体格の 
子供は、チヤイルドセーフテイ 
シートを使用してください。 


-身長]己日 cm 未満の子供はチャ 
イルドセーフティシートを使用 
して確実に身体を固定してくだ 
さし、。 

• チャイルドセーフティシートを 
使用しないと、急ブレーキ時や 
衝突時などに身体を車外に激し 
くぶつけたり、車外に放り出さ 
れて致命的なけびをするおそれ 
びあります。 

子供の体格に適合したチャイル 
ドセーフティシートを使用し、 
子供を正しい姿勢で座らせ、身 
体をシートベルトで確実に固定 
してください。 

. シートベルトび正しく着用でさ 
ない体格の子供び、そのままシー 
トベルトを着用すると、首を締 
め付けたり、腹部を強<圧迫し 
たりして致命的なけがをするお 
それがあります。 


チャイルド セーフ ティシート ■ 

-チャイルドセーフティシートは、 

セカンドシートまたはサード 
シート（左側席を除く）に装着 2 
してたとし、0 

• サードシートの左側席には、 

チャイルドセーフティシートを 
装着しないでください。 

-セカンドシートまたはサード 
シートにチャイルドセーフティ 
シートを装着するときは、バッ 
クレストを起こして確実に□ッ 
クしてください。 

-やむを得ず助手席に装着すると 
さは、前向さに装着し、助手席 
をもっとも後ろの位置にしてく 
ださい。 
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チヤイルドセーフテイシート 


• 助手席には、後向さに装着する 
タイプのチヤイルドセーフティ 
シートを装着しないでくださ 
し、。また、タイプにかかわらず 
チヤイルドセーフティシートを 
後向さに装着しないでくださ 
し、。エアバッグび作動する衝撃 
で致命的なけびをするおそれが 
あります。 

チヤイルドセーフティシートに 
関する注意事項を記載したステ 
ツカーが、助手席側のサンバイ 
ヴーに貼付されています。 



チャイルドセーフティシートび 
損傷しているとさは新品と交換 
してください。大さな衝撃を受 
けたり、損傷したちのは子供を 
保護でさません。 

チャイルドセーフティシートを 
使用しないときは、車から取り 
外すか、確実にシートに装着し 
て<ださい。急ブレーキ時など 
に、チャイルドセーフティシー 
卜び放り出されて乗員びけびを 
するおそれびあります。 

チャイルドセーフティシートは 
直射日光に当てないでください。 
炎天下では車内に置いたチャイ 
ルドセーフティシートび高温に 
なり、子供び火傷をするおそれ 
びあります。 

子供だけを車内に残して車から 
離れないで<ださい。運転装置 
に触れてけびをしたり、事故の 
原因になることびあります。ま 
た、炎天下では車内び高温にな 
り、熱中症を起こすおそれびあ 
ります。 


「純正ナャィんドセー<7ァィソート I 

ダイムラー*クライスラー社の純正 
チャイルドセーフティシートには、助 
手席に装着すると、助手席エアバッグ 
の作動を解除する、センサー付さシー 
卜（ベビーセーフ、デュオ、キッド） 
びあります。 

純正チャイルドセーフティシートには、 
じ(下のタイプびあります。詳しくは指 
定サービスエ場におたずねください。 

選択の目ち 


シート名 

体重 

年離 

べビー セー フ 

] 日 kgL ：! 下 

生後9力月位まで 

デュオ 

9〜1 8 kg 

生後8力月〜4歳位 

キッド 

I 己〜 36 k 呂 

4歳〜12歳位 


※チヤイルドセーフティシートの種類や名称 
は予告なく変更されることびあります。詳 
しくは販売店におたずねください。 
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チヤイルドセーフティシート 
検知システム _ 

助手席シートの座面に検知システムび 
装備されており、センサー付さ純正 
チヤイルドセーフティシートとの間で 
自動的に信号の発信/受信を行ない、 
チヤイルドセーフティシートの有無を 
判断し、助手席エアバッグの機能を解 
除するシステムです。 

助手席エアバッグの機能び解除される 
と、助手席エアバッグオフ表示灯び点 
灯します。 


A 


後向きに装着するタイプのチヤイ 
ルドセーフティシートを助手席に 
装着するとさは、必ずセンサー付 
き純正チヤイルドセーフティシー 
卜のみを使用してください。 

センサーが付いていないタイプの 
チヤイルド セーフ ティ シー トを使 
用すると、エアバッグび作動する 
衝撃で致命的なけびをするおそれ 
びあります。 


ま意！ 

助手席のシート座面とセンサー付 
き純正チヤイルドセーフティシー 
卜の間に物を入れないでください。 
チヤイルドセーフティシートを検 
知でさな < なるおそれびあります。 


チャイルド セーフ ティシート 

知識 

-センサー付さ純正チャイルド 
セーフティシートを装着して、 

助手席エアバッグオフ表示灯が ^ 
点灯しても、ソラックスヴイド 
バッグとシートベルトテンシヨ 
ナーの機能は解除されません。 

• 純正チャイルドセーフティシー 
卜には、チャイルドセーフティ 
シート検知システムに対応して 
いないタイプびあります。詳し 
くは販売店におたずねください。 
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チヤイルド セーフ テイシート 
I 助手席エアバッグオフ表示な 



①助手席エアバッグオフ表示な 

センサー付さ純正チャイルドセーフ 
ティシートを助手席に装着していると 
さにエンジンスイッチを1か2の位置 
にすると、助手席エアバッグオフ表示 
灯①び点灯し、助手席エアバッグの機 
能び解除されます。 

点灯しないときは、チャイルドセーフ 
ティシート検知システムび故障してい 
ます。助手席でチャイルドセーフティ 
シートを使用せずに、すみやかに指定 
ヴービスエ場で点検を受けてください。 


A 


-センサー付さ純正チャイルド 
セーフティシートを助手席に装 
着したとさは、必ず助手席エア 
バッグオフ表示灯び点灯するこ 
とを確認してください。 

• 助手席エアバッグオフ表示巧び 
点灯しないとさは、助手席エア 
バッグの機能は解除されていま 
せん。純正チャイルドセーフ 
ティシートはセカンドシートま 
たはサードシート（左側席を除 
く）に装着してください。また、 
すみやかに指定サービスエ場で 
点検を受けてください。 

• 助手席のシート座面に、電源の 
入ったパソコンや携帯電話など 
の電子機器、または磁気カード 
やにカードなどを置かないで< 
ださい。チャイルドセーフティ 
シート検知システムび誤作動し、 
事故のとさに助手席エアバッグ 
び作動しないおそれびあります。 


• チヤイルドセーフてィシート検 
知システムに対応していない夕 
イプの純正チヤイルドセーフ 
ティシートは必ずセカンドシー 
卜またはヴードシート（左側席 
を除く）に装着してください。 
やむを得ずチヤイルドセーフティ 
シートを助手席に装着するとさ 
は、必ず前向さに装着し、助手席 
シートの位置をもっとも後ろの位 
置にしてください。 

ま意！ 

センサー付さ純正チヤイルドセー 
フティシートを助手席に装着して 
いないとさは、エンジンスイッチ 
を1か2の位置にすると、助手席エ 
アバッグオフ表示灯び点灯し、数 
秒後に消灯します。 

点灯しないとさや点灯後に消灯し 
ないとさは、システムの故障です。 
すみやかに指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 
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ISO - FIX 対応チヤイルドセーフテイ 
シート固定装置 



①固定装置 


セカンドシートと、サードシートの中 
央席/ち側席に、 IS 日- FIX 対応チャイ 
ルドセーフティシート用の固定装置① 
を装備しています。 

チャイルドセーフティシートを固定装 
置に装着ずる 

► バックレストをちっとち後方の位置 
まで倒します。 

► 固定装置①にチャイルドセーフテ 
ィシートを装着します。 

► バックレストをもっとも起こした角 
度にします。 


警告 

A 

• この固定装置は、 

体重 22 k 浸じ （ 

下の子供を乗せるとさに使用し 

てください。 



安全装備 


チャイルド セーフ ティシート ■ 

-チャイルドセーフティシートは、 

必ず製品の取扱説明書の指示に 
従い、左ちの固定装置に装着し 2 
てください。装着のしかたを誤 — 
ると、事故のとさ、十分な効果 
び得られなかったり、チャイル 
ド セーフ ティ シー トび外れるお 
それがあります。 

• チャイルドセーフティシートを 
装着するときは、バックレスト 
をもっとも起こした角度で□ッ 
クされていることを確認してく 
ださい。 

• チャイルドセーフティシートと 
シート座面の間に物を入れない 
で < ださい。 

• チャイルドセーフティシートや 
固定装置び事故で損傷したり強 
い負荷を受けた場合は、指定 
ヴービスエ場で新品に交換して 
ください。 
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インストルメントパネル 3-2 

キー 3-5 

メモリー付フ□ントパワーシート 3-14 
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. 運転ずる前に 
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3-78 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 3-106 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル 



※装備、仕様の違いにより、スイッチなどの位置や形状び実際の車両と違ラことびありまず。 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル 



名称 

ぺージ 

⑩ 

シートヒーター 
スイッチ* (運転席） 

3-24 

⑩ 

U アデフォッガー 
スイッチ 

己-13 

⑩ 

ASR オフスイッチ 

4-36 

⑩ 

非常点滅灯スイッチ 

4-22 

⑩ 

ドア□ックスイッチ 

3-60 

⑩ 

コンビネーシヨンス 
イッチ 



• ヘッドランプ 

4-19 


• 方向指 7 J \ 

4-21 


• ワイ パー 

4-23 


名称 

ぺージ 

①ドアウインドウスイツ 
チ（助手席ドア） 

3-78 

③カップホルダー 

己-28 

③グ□ーブボックス 

己-2已 

④グ□ーブボックス八ン 
ドル 

グ□ーブボックスキー 
シリンダー 

己-2己 

⑥フ□ント ルーム ランプ 
リーディングランプ 
スライディン グルー フ* 
操作部 

己-17 

3-84 

⑥ルームミラー 

3-91 

⑦サングラスケース 

己-27 



名称 ページ 

⑧ 

シートヒーター 3-24 

スイッチ* (助手席） 

⑨ 

リアワイノくースイッチ 4-26 
テールゲートウォツ 4-26 
シャー噴射スイッチ 

⑩ 

エアコンディショナー已 -3 〜 
コント□ールパネル 已 -13 

⑩ 

エアコンディショナー已 -3 
ディスプレイ 

⑩ 

U アルームランプ/ラ己-18 
ゲッジルームランプス 
イッチ 

リアルームランプ/ラ己-18 
ゲッジルームランプ自 
動点灯モードスイッチ 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


インストルメントパネル 




名称 

ぺージ 

⑩ 

ステア U ング 

3-94 


メーターパネル 

3-102 

⑩ 

ランプスイッチ 

4-1 已 

感 

ドアミラー格納/展開 
スイッチ 

3-93 


ドアミラー謂陸スイッチ 

3-92 


ドアウインドウ/ベン 

3-78 


チレーションウインド 
ウ開閉スイッチ 

3-80 


セーフ ティスイッチ 

3-82 

0) 

ドア レバー 

3-50 


(運転席ドア） 

3-53 

@ 

シート調整スイッチ 
(運転席）* 

3-1 已 


シートポジションメ 
モリースイッチ（運転 
席）* 

3-19 



名称 ページ 

趣 

ヘッドランプ照射角度 4-18 
調整ダイヤル* 


ノ くーキングブレーキ 4-28 

解除八ンドル 

⑩ 

エンジンスイッチ 4-2 

ステアリング□ック 4-2 

@ 

ステアリング 3-94 

□ック解除レバー 


パーキングブレーキぺ 4-28 
ダル 


セレクターレバー 4-6 

4-7 

⑩ 

マルチファンクシヨン別冊 
コント□— ラー 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


キ— 


U モコン機能付きのキーび2本付属し 
ています。 

エンジンの始動および車の解錠/施 
錠に使用します。 

リモコン機能では、(下の操作をする 
ことがでさます。 

• フ□ントドアとスライディングド 
ア、テールゲートの解錠/施錠 
• スライディングドアとテールゲー 
卜の解錠/施錠 

• ドアウインドウとベンチレーシヨ 
ンウインドウ、スライディング 
ルーフ*の開閉 

また、それぞれのキーにはエマージェ 
ンシーキーを収納しています。 


A 


-子供だけを残して車から離れない 
でください。車が施錠されていて 
わ、誤って車内からドアを開いた 
り運転装置に触れて、事故やけび 
をするおそれびあります。 

• 短時間でわ、車内にキーを残し 
たまま車から離れないでくださ 
し、事故や盗難のおそれびあり 
ます。 


• キーに重い物や必要(上に大さ 
なキーホルダーなどを取り付け 
ないでください。走行中にキー 
ホルダー自体の重みでキーびま 
わったり、キーび抜けてしまい、 
エンジンび停止すると、事故を 
起こすおそれびあります。 


知識 

新たにキーをつくる場合は、指定 
ヴービスエ場におたずねください。 


キー 

ま意！ 

-キーを紛失したとさは、盗難や 
事故を防ぐため、ただちに指定 
サービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

-キーは、強い衝撃や水から避け 
てください。故障の原因になり 
ます。 

• キーを強い電磁波にさらすと、 
リモコンに障害び発生すること 
びあります。 

-キーの先端部を巧したり覆った 
りしないでください。故障や誤 
作動の原因になります。 

-盗難や事故を防ぐため、車から 
離れるとさは必ず車を施錠して 
ください。 

. キーの 電池び消耗すると、 U モ 
コンび使用でさなくなります。 

-電池の消耗に備え、必ず予備の 
電池を車内に保管してくださ 
し、電池は、子供の手び届かな 
いところに保管してください。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります 
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運転ずる前に 


キ- 


「リモコン機能 



① 表示灯 

② 施錠ボタン 

③ 解錠ボタン 

④ スライディングドア/テールゲート 
解錠ボタン 


エンジンスイッチにキーを差し込んで 
いないとさに、フ□ントドア、スライ 
ディングドア、テールゲートを解錠/ 
施錠でさます。 

操作時に表示灯①び短く点灯します。 

解錠ずる 

► 解錠ボタン③を押します。 

フ□ントドア、スライディングド 
ア、テールゲートび解錠され、非 
常点滅灯び]回点滅します。 

施錠ずる 

► 施錠ボタン③を押します。 

フ□ントドア、スライディングド 
ア、テールゲートび施錠され、非 
常点滅灯び3回点滅します。 

スライディングドア/テールゲート 
を解錠ずる 

► スライディングドア/ テールゲー 
卜解錠ボタン④を押します。 


スライディングドアと テールゲー 
卜び解錠され、非常点滅灯び]回 
/点滅します。 


ま意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
ります。 

-リモコン操作で施錠したとさ 
は、非常点滅灯び3回点滅した 
こと、フ□ントドアやスライ 
ディングドア、テールゲートび 
確実に施錠されていることを確 
認してください。 

-リモコン操作で車び解錠/施錠 
でさないとさは U モコンの電池 
び消耗しているか、リモコンシ 
ステムび同期していません。電 
池を交換 （3-12) するか、リモ 
コンシステムを同期させて<だ 
さい。それでわ解錠/施錠でさ 
ないときは、指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 

-貴重品は絶対に車内に置いたま 
まにしないでください。盗難の 
おそれびあります。 


3-6 










運転ずる前に 


キ- 


知識 

-解錠ボタン③を押して解錠した 
ときは、下の操作をしないと、 
約4日秒後に再び自動的に施錠 
されます。 

〇フ□ントドアを開く 
〇スライディングドアを開く 
〇 テール ゲートを開く 
0エンジンスイッチにキーを 
差し込む 

0ドア□ックスイッチを押す 

-解錠/施錠時に非常点滅灯び点 
減しますび、非常点滅灯スイッ 
チは点滅しません。 


「リモコン機能が働かないとき 1 

電池の交換時などに長い時間電池を外 
しておくと、リモコン操作で解錠/ 
施錠びでさなくなることびあります。 
この場合はリモコンシステムの同期び 
必要です。 


リモコンシステムを同期ずる 

► 運転席ドアのドア八ンドルに向け 
て施錠ボタン③か解錠ボタン③を 
続けて2回押します。 

► 3日秒じ(内にエンジンスイッチにキ 
一を差し込み、 2 の位置にします。 

► リモコン操作で解錠/施錠がでさ 
ることを確認します。 





運転ずる前に 


■キ- 

I リモコン機能の設定を切り替える ^I 



① 表示灯 

② 施錠ボタン 

③ 解錠ボタン 

リモコン機能の設定を切り替えること 
により、解錠ボタン③による]回目の 
解錠操作で運転席ドアだけを解錠し、 
2回目の解錠操作で助手席ドアおよび 
スライデイングドアと テールゲー トび 
解錠でさます。 


設定の切り替え方法 

► 解錠ボタン③と施錠ボタン③を同 
時に約6秒間押します。 

表示灯①び2回点滅して、設定び 
切り替わります。 

元の設定 （3-6) に戻すときは、 
再度同じ操作を行ないます。 

I 知識 

設定したモードを確認するときは、 
解錠操作を行ない、作動を確認し 
てください。 


ドアの解錠/施錠 
解錠 

► 解錠ボタン③を押します。 

運転席ドアび解錠し、非常点滅灯 
が]回点滅します。 

► 続けて約40秒(内に解錠ボタン③ 
を押すと、さらに助手席ドアおよ 
びスライディングドアとテールゲ 
ートび解錠し、非常点滅灯び]回 
/点滅します。 

I 知識 

約40秒(内に解錠ボタン③を再度 
押さないと、運転席ドアは施錠さ 
れます。 

施錠 

► 施錠ボタン③を巧します。 

設定に関係なく一度にすベてのド 
アとテールゲートび施錠され、非 
常点滅灯が3回点滅します。 
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運転ずる前に 


キ- 


r □ケイターライティング_ ] 

周囲び暗いとさにリモコン操作で解錠 
すると、車幅巧、フ□ントフォグラン 
プ、テールランプ、ライセンスランプ 
び点灯します。 

点なしたランプは、運転席ドアを開い 
たとさ、または約4日秒後に消灯します。 

この機能の設定と解除については （3- 
12己）をご覧ください。 


「1ゾーソエソンー— 



① エマー ジェン シーキ ー 

② ストツ パー 


エマージェンシーキーはキーに収納さ 
れています。 

グ□ーブボックスを施錠/解錠する 
(5-26) ときや、リモコンび作動しな 
いとさに助手席ドアを解錠/施錠す 
るときに使用します（3-己己）。 3 

エマージIンシーキーを使用ずる 

► ストッパー③を矢印の方向に押し 
なびら、エマージェンシーキー① 

を抜さます。 

収納するとさは元の位置に差し込 
みます。 
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運転ずる前に 


キ- 


リ モコン操作で ドアウインドウとベ 
ンチレーシ ヨン ウインドウ、スライ 
デイングルーフ*を開閉ずる 



_ _ KBArtZW ， 

① 閉じる 

② 開く 

リモコン操作でドアウインドウとベンチ 
レーシヨンウインドウ、スライディング 
ルーフを 開閉でさます。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


開< 

► キーの発信部を運転席ドアのドア 
八ンドルに向けて HI を押し続け 
ます。 

ドアウインドウとベンチレーシヨ 
ンウインドウ、スライディングル 
ーフび開さます。 

la から手を放すと、作動中のド 
アウインドウとベンチレー シヨ ン 
ウインドウ、スライ デイングルー 
フはその位置で停止します。 


閉じる 

► キーの発信部を運転席ドアのドア 
八ンドルに向けて ra を押し続け 
ます。 

ドアウインドウとベンチレー シヨ 
ンウインドウ、スライディングル 
ーフび 閉じます。 

ra から手を放すと、作動中のド 
アウインドウとベンチレー シヨ ン 
ウインドウ、スライディン グルー 
フはその位置で停止します。 
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ま意！ 

-高圧電線や電波発信塔付近など 
の強電界下で U モコン操作を行 
なラと、 U モコンび作動しな 
かったり、誤作動することびあ 
ります。 

• リモコン操作でウインドウやス 
ライディングルーフを閉じてい 
るとさに身体び挟まれそうに 
なったとさは、ただちに H か 
ら手を放し、 m を押し続けて、 
ウインドウとスライディング 
ルーフを開いてください。 

• リモコン操作でフ□ントドアウ 
インドウを開<とさは、フ□ン 
トドアウインドウに身体を寄り 
かけないで<ださい。フ□ント 
ドアウインドウとドア フレーム 
の間に身体び引さ込まれてけび 
をするおそれびあります。 


r ij モコン操作で施錠したとさ 
は、車から離れる前に、すべて 
のウインドウとスライディング 
ルーフび閉じていることを確認 
してください。 


知識 

-リモコン操作時は、キーの発信 
部を運転席ドアのドア八ンドル 
に向けて操作してください。 

• エンジンスイッチにキーを差し 
込んでいるときは、リモコン操 
作はでさません。 






運転ずる前に 




r リモコンの電池交換_ ] 

U モコンの作動可能距離び短くなつ 
たり、スイッチを押しても作動しな 
い場合は、電池の消耗び考えられま 
す。指定ヴービスエ場で点検を受け 
てください。 

電池の交換は指定ヴービスエ場で行な 
ラことをおすすめします。 



► ストッパー③を矢印の方向に押し 
なびら、 エマー ジェン シー キー① 
を矢印の方向に抜さ取ります。 



④電池ケース 
⑥凹部 


► エマージェンシーキー①で凹部⑥ 
を押して□ックを外しなびら、電 
池ケース④を矢印の方向にゆつく 
り引いて取り出します。 


I 


知識 

U モコンのスイツチのいずれかを 
押したとさに表示灯③び一度点滅 
すれば電池は正常です。 


① エマー ジェン シーキ ー 

② ストッパー 

③ 表示な 

電池を交換ずる 
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運転ずる前に 



⑥ 電池 

⑦ 電極板 


► 電池⑥を外し、新しい電池と交換 
します。 

電池は2個とも®を上にして、電極 
板⑦の間に取り付けます。 

► 電池ケース④を本体の溝に合わせ、 
押し込んで□ックします。 

► エマージェンシーキーをキーに収 
納します。 


警告 A 


電池は子供の手の届かないところ 
に保管してください。誤って電池 
を飲み込むおそれびあります。 

わし電池を飲み込んでしまったと 
さは、ただちに医師の診断を受け 
てください。 


キ- ■ 

知識 

- U チウム電池 （ CR 2 日2己）を 
2個使用しています。 

-電池を交換するときは2個同時 
に交換してください。 

-電池の表面に、巧れや脂分など -L 
が付着していないことを確認し 
てください。 


環境 9 


環境保護のため、使用済みの電池 
を廃棄するとさは、使用済み電池 
のお買い求めになった販売店で処 
分をお願いしてください。 
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運転ずる前に 


メモリー付フ□ントパワーシート 


メモリー付フ□ントパワーシート 


正しい運転姿勢びとれるよラに、じ(下 
の点に注意してフ□ントシートの位置 
を調整してください。 

• ステアリングび楽に操作できる 
-ペダル類び十分に踏み込める 

. シートベルトが正しく着用でさる 

に- 3) 

-バックレストはできるだけ垂直に 
起こし、背中びバックレストに密 
着する 

• ヘッドレストの中央び目の高さに 
<る 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


A 


-必ず運転前に自分の運転姿勢に 
合った正しいシート位置に調整 
してください。運転中に調整し 
て操作を誤ると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすお 
それびあります。 

-バックレストと背中の間に物を 
挟まないでください。事故のと 
き、けがをするおそれびあります。 

• シートのバックレストを大きく 
傾けた状態で走行しないでくだ 
さい。事故のとさ、身体びシー 
トベルトの下を抜けてベルトび 
腹部や首にかかり、致命的なけ 
びをするおそれびあります。 


ま意！ 

• シートの位置を調整していると 
さは、シートの下や横に身体を 
入れないで<ださい。挟まれて 
けびをするおそれびあります。 

-セカンドシートを前方に移動し 
たとさや、折りたたんだとさ、 
または後方に向けて取り付けて 
いるとさに、フ□ントシートを 
後方に移動したり、バックレス 
卜を傾けると、フ□ントシート 
とセカンドシートび接触して、 
損傷するおそれびあります。 
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運転ずる前に 


フ□ントシートの調整 



① へツドレストの高さ 

② バツクレストの傾さ 

③ シートの前後位置 

④ シートクツシヨンの角度 

⑤ シートの高さ 


シートの前後位置を調整ずる 

► 矢印③の方向にスイッチを操作し 
ます。 

バックレストの角度を調整ずる 

► 矢印③の方向にスイッチを操作し 
ます。 

シートの高さを調整ずる 

► 矢印⑥の方向にスイッチを操作し 
ます。 


スイツチは左ちのフ□ントドアにあり 
ます。 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さ、または調整する側のフ□ントドア 
び開いているとさに調整でさます。 


メモリー付フ□ントパワーシート 

シートクッシヨンの角度を調整ずる 

► 矢印④の方向にスイッチを操作し 
ます。 

脚び軽く支えられるよラに調整し 
ます。 

へッドレストの高さを調整ずる JL 

► 矢印①の方向にスイッチを操作し 
ます。 

へッドレストの中央び目の高さに 
なるよラに調整します。 


3-15 










運転ずる前に 


メモリー付フ□ントパワーシート 



⑥へッドレストの傾さ 


へッドレストの傾きを調整ずる 

► ヘッドレストの下端を持ち、矢印 
⑥の方向に動かします。 


へッドレストを取り外ず 

► スイッチでヘッドレストをいっぱ 
いに上げてから （3-1 己）、 ヘッド 
レストの支柱を持ち、ヘッドレス 
卜を弓 I さ上げて取り外します。 

へッドレストを取り付ける 

►へッドレストの支柱を取り付け穴 
に差し込み、押し込みます。 


警告 A 


乗車するとさは、必ずへッドレスト 
を取り付けてください。事故のとさ、 
首にけがをするおそれびあります。 
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運転ずる前に 


メモリー付フ□ントパワーシート 


アーム レスト 



アームレストの角度を調整ずる 

► 一度①の位置まで上げた後、③の 
位置まで下げ、上げなびら角度を 
調整します。 

③と③の間の角度で固定すること 
びでさます。 

アームレストを使用しないときは、 
①の位置まで上げてください。 


ま意！ 

アームレストの上に座ったり、重 
い物を置かないでください。 

3 
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運転ずる前に 


メモリー付フ□ントパワーシート 


r づンバ~ヴポートの調整_ ] 

背中を正しく支えるよラにバックレス 
卜の形状を調整することびでさます。 


スイッチは左ちのシートクッシヨンの 
横にあります。 



エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに使用でさます。 


ち側フ□ントシート 

① サポート減 

② サポート増 
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り 


ランバーヴポートの増減を調整ずる 

► スイッチの■■③または〇①を押 
します。 


バックレストの形状び変化し、ヴ 
ポートび増減します。 

知識 

-ランバーヴポートを正しく調整 
することにより、走行中の背中 
への負担び軽減します。 

-ランバーサポートを調整すると 
きは、バックレストに背中を軽 
く当ててください。 








運転ずる前に 


メモリー付フ□ントパワーシート 


メモリー機能 


左側前席のスイッチ 

① メモ U —ボタン 

② ポジションスイッチ 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
き、または記憶させるシート側のフ 
□ントドアび開いているとさに、記 
憶と記憶させた位置の呼び出しびで 
さます。 


シート位置を記憶させる 

► 正しいシート位置に調整します。 

► ポジションスイッチ③を1から3の 
いずれかの位置に合わせます。 

► メモリーボタン①を押します。 

► 3秒じ(内にポジションスイッチ③を 
押します。 

そのポジションスイッチの位置に 
シート位置び記憶されます。 

他のポジシヨンにも同様の方法でシー 
卜位置を記憶させることびできます。 


記憶させたシート位置を呼び出ず 

► ポジションスイッチ③を呼び出し 
たい位置 (1-3) に合わせ、押し 
続けます。 

シートび動さはじめ、記憶させた 
位置になると停止します。 


知識 

-記憶させたシート位置を呼び出 
しているとさにポジシヨンス 
イッチから手を放すと、シート 
の動さび停止します。 

-キーごとに異なるシート位置 q 
を記憶させることびできます。_ 
詳しくは （3-128) をご覧く 
ださい。 


注意！ 

-バックレストを大きく後ろに傾 
けた位置にしているときは、 
バックレストに荷重をかけない 
でください。バックレストび作 
動しないことびあります。 

• 走行中に運転席のメモ U —機能 
を使用しないでください。事故 
を起こすおそれびあります。 
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運転ずる前に 


III I 



正しい運転姿勢びとれるよラに、じ(下 
の点に注意してフ□ントシートの位置 
を調整してください。 

• ステアリングび楽に操作できる 
-ペダル類び十分に踏み込める 

. シートベルトが正しく着用でさる 

に- 3) 

-バックレストはできるだけ垂直に 
起こし、背中びバックレストに密 
着する 

• ヘッドレストの中央び目の高さに 
<る 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


A 


-必ず運転前に自分の運転姿勢に 
合った正しいシート位置に調整 
してください。運転中に調整し 
て操作を誤ると、車のコント 
□ールを失い、事故を起こすお 
それびあります。 

-バックレストと背中の間に物を 
挟まないでください。事故のと 
き、けがをするおそれびあります。 

• シートのバックレストを大きく 
傾けた状態で走行しないでくだ 
さい。事故のとさ、身体びシー 
トベルトの下を抜けてベルトび 
腹部や首にかかり、致命的なけ 
びをするおそれびあります。 


ま意！ 

• シートの位置を調整していると 
さは、シートの下や横に身体を 
入れないで<ださい。挟まれて 
けびをするおそれびあります。 

-セカンドシートを前方に移動し 
たとさや、折りたたんだとさ、 
または後方に向けて取り付けて 
いるとさに、フ□ントシートを 
後方に移動したり、バックレス 
卜を傾けると、フ□ントシート 
とセカンドシートび接触して、 
損傷するおそれびあります。 


3-20 







運転ずる前に 


フ□ントシート 



ち側前席 

① バックレストの角度 

② シートの高さ 

③ シートクッシヨンの傾き 

④ シートの前後位置 


シートの前後位置を調整ずる 

► 八ンドル④を引いたまま、シート 
を前後に動かして調整します。 

► 八ンドル④から手を放すと、その 
位置で□ックされます。 

I ま意！ 

シートの前後位置を調整したとさ 
は、シートび確実に□ックされて 
いることを必ず確認してください。 

バックレストの角度を調整ずる 

► ダイヤル①をまわして調整します。 


シートの高さを調整ずる 

► レバー③を繰り返し引き上げます。 

シートの高さび上びります。 

► レバー③を繰り返し押し下げます。 

シートの高さび下びります。 3 

シートクッシヨンの角度を調整ずる 

► ダイヤル③をまわして調整します。 
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運転ずる前に 


フ□ントシート 


r へッドレストを調整ずる 



⑤ □ック解除ボタン 

⑥ へッドレストの高さ 

⑦ へッドレストの傾さ 


へッドレストを上ばる 

► へッドレストを持って弓 I き上げます。 

へッドレストを下ばる 

► □ック解除ボタン⑥を押しなびら、 
へッドレストを下げます。 

へッドレストの傾きを調整ずる 

► ヘッドレストの前部下端を持って 
⑦の方向に動かします。 


へッドレストを取り外ず 

► ヘッドレストをいっぱいに引き上 
げます。 

► □ック解除ボタン⑥を押しなびら、 
へッドレストを取り外します。 

へッドレストを取り付ける 

► 切り欠さのある支柱び左側にくる 
よラにへッドレストの支柱を取り 
付け穴に差し込み、□ック解除ボ 
タン⑥を押しなびら、ヘッドレス 
卜を取り付けます。 


A 


乗車するとさは、必ずへッドレスト 
を取り付けてください。事故のとさ、 
首にけびをするおそれびあります。 
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運転ずる前に 


フ□ントシート 


アーム レスト 



アームレストの角度を調整ずる 

► 一度①の位置まで上げた後、③の 
位置まで下げ、上げなびら角度を 
調整します。 

③と③の間の角度で固定すること 
びでさます。 

アームレストを使用しないときは、 
①の位置まで上げてください。 


ま意！ 

アームレストの上に座ったり、重 
い物を置かないでください。 

3 
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運転ずる前に 


/—トヒーター 



① シートヒーター弱スイッチ（左側前席） 

② シートヒーター強スイッチ（左側前席） 

③ シートヒーター弱スイッチ（ち側前席） 

④ シートヒーター強スイッチ（ち側前席） 

スイッチはセンターコンソールにあり 
ます。 

エンジンスイッチが1か2の位置のと 
さに使用でさます。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


シートヒーターを弱で使用ずる 

► シートヒータースイッチの上側① 
または③を押します。 

表示灯び1つ点灯します。 

シートヒーターを強で使用ずる 

► シートヒータースイッチの下側③ 
または④を押します。 

表示灯び 2 つ点なします。 

シートヒーターを停止ずる 

► 表示なび]つ点灯しているときは、 
スイッチの上側①または③を押し 
ます。 

► 表示なび 2 つ点灯しているときは、 
スイッチの下側③または④を押し 
ます。 

または、 

スイッチの上側①または③を 2 回 
押します。 


点の■している 

作動内容 

就な (DiS 

2 

シートヒーターび強 
で作動します。 

約曰分後に自動的に 
弱に切り替わります。 



シートヒーターび弱 

1 

で作動します。 

0 

停止しています。 
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ま意！ 


-コートや厚手の衣服などを着用 
している状態や、毛布などの保 
温性の高いものをシートにかけ 
た状態でシートヒーターを使用 
したり、シートヒーターを連続 
して使用しないでください。異 
常過熱により低温火傷（紅斑、 
水ぶくれ）を起こしたり、シー 
トヒーターび故障するおそれび 
あります。 


. (下の事項に該当する方は、熱 
すざたり、低温火傷をするおそ 
れびありますので十分に注意し 
てください。 

◊乳幼児、高齢者、病人、体 
び不自由な方 

〇皮膚び弱い方 
0 疲労の激しい方 
〇眠気をさそラ薬を服用した方 
〇飲酒した方 


運転ずる前に 


5 /— 


シートに凸部のある重量物を置 
かないでください。故障の原因 
になります。 


知識 

多<の電気装備を使用していたり 
バッテ U —の電圧が低くなると、 

シー トヒーターび停止することが 
あります。このとさは表示なび点 
減します。電圧び回復すると、再 3 
び自動的に作動し、表示灯び点灯— 
しをす。 
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運転ずる前に 


III I 


セカンドシート 


セカンドシートには、左ち独立式の 
シートび装備されています。 

左ち独立で調整したり（3-27)、脱着 
(3-34) することびでさます。 

セカンドシートは、取り付け位置や取 
り付け方向を変更することびできます。 
詳しくは （3-48) をご覧ください。 

注意！ 

セカンドシートを調整したり脱着 
するとさは、シートの下や横に身 
体を入れないで<ださい。挟まれ 
てけびをするおそれびあります。 


讀告 A 

-セカンドシートに乗車するとき 
は、(下の内容を必ず守ってく 
ださい。事故のとさ、けびをす 
るおそれびあります。 

〇シートおよびバックレストび 
確実に□ックされていること 
を確認してください。 

◊へッドレストを取り付け、 
へッドレストの中央が目の高 
さにくるよラにしてください。 

〇シートベルトを正しく着用し 
てください。 

-走行中はセカンドシートの折りた 
たみや脱着をしないでください。 
けびをするおそれびあります。 

• バックレストと背中の間に物を 
挟まないでください。事故のと 
き、けびをするおそれびあります。 



警告 A 


フ□ントシートの下に足を入れな 
いでください。フ□ントシートを 
スライドさせると、けがをするお 
それがあります。 
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運転ずる前に 


セカンドシ^^ 



L セカンドシートを調整ずる 


① □ック 解除 レバー 

② ストツパー 


シー 卜の前後位置を調整ずる 

► □ック解除レバー①を引いたまま、 
シートを前後に動かします。 


► 好みの位置になったら、□ック解 
除レバー①を離します。 


"カチッ"といラ音びして、左ちの 
ストッパー③びシートレールの穴 
にしっかり固定されていることを 
確認してください。 

その位置で □ ックされます。 

正しく固定されていないときは、 
シートをその位置で前後に押して 
正しく固定します。 


③ シートレツグ 

④ シー ト標準位置範囲 


3 



注意！ 

セカンドシートの前後位置を調整 
したり脱着するときは、シートの 
下や横に身体を入れないで<ださ 
い。挟まれてけびをするおそれび 
あります。 
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運転ずる前に 


III I 


A 


-セカンドシートに乗車するとき 
は、シートレッグ③びシート標 
準位置範囲④内になっているこ 
とを確認してください。ブレー 
キ時などにシートび動さ、乗員 
びけびをするおそれびあります。 

• 左ちのストッパー③びシート 
レールの穴に、確実に固定され 
ていることを確認してください。 
ブレーキ時などにシートび動さ、 
乗員びけびをするおそれびあり 
ます。 

-シート位置の調整は、停車してい 
るとさに行なってください。 


セカンドシートを前後に移動し、 

ラゲツジスペースを広げる 

セカンドシートを前後に移動すること 
により、ラゲツジスペースを広げるこ 
とびでさます。 

► □ツク解除レバー (3-27) を引い 
たまま、シートを希望の位置まで 
移動します。 

► □ツク解除レバーを離します。 

その位置で □ ックされます。 


A 


シートレッグびシート標準位置範 
囲内になっていないとさは、セカ 
ンドシートに乗車しないでくださ 
い。ブレーキ時などにシートび動 
さ、乗員びけびをするおそれがあ 
ります（3-27)。 

ま意！ 

左ちのストッパー (3-27) びシー 
トレールの穴に確実に固定されて 
いることを確認してください。ブ 
レーキ時などにシートび動さ、荷 
物を損傷するおそれびあります。 
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運転ずる前に 


セカンドシ^^ 



⑥ バックレスト調整レバー（前部) 

⑦ バックレスト調整レバー（後部) 


バックレストの角度を調整ずる 

► バックレスト調整レバー⑥または 
⑦を引きなびら、バックレストの角 
度を調整します。 

バックレストを前方に倒ず 

► バックレスト調整レバー⑥または 
⑦を引きなびら、バックレストを 
前方に倒します。 

いつぱいに倒した位置でノ くックレ 
ストは□ックされます。 

倒したバックレストを立てる 

► バックレスト調整レバー⑥または 
⑦を引きながら、バックレストを 
起こします。 

起こした位置でバックレストは 
□ックされます。 


A 


• バックレストび確実に□ックさ 
れていることを確認してくださ 
し、。荷物び放り出され、乗員び 
けがをするおそれがあります。 3 

-シート位置の調整は、停車してい 
るとさに行なってください。 

• 前方に倒したバックレストの背 
面をテーブルとして使用するの 
は、停車しているときだけにし 
てください。 

走行中にテーブルとして使用す 
ると、載せている物を損傷した 
り、乗員びけびをするおそれび 
あります。 
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運転ずる前に 


セカンドシート 


r へッドレストを調整ずる 



① □ック解除ボタン 

② へッドレストの高さ 

③ へッドレストの傾さ 


へッドレストを上ばる 

► へッドレストを持って弓 I き上げます。 

へッドレストを下ばる 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 
へッドレストを下げます。 

へッドレストの傾きを調整ずる 

► ヘッドレストの前部下端を持って 
③の方向に動かします。 


へッドレストを取り外ず 

► ヘッドレストをいっぱいに引き上 
げます。 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 
へッドレストを取り外します。 

へッドレストを取り付ける 

► 切り欠さのある支柱び左側にくる 
よラにへッドレストの支柱を取り 
付け穴に差し込み、□ック解除ボ 
タン①を押しなびら、ヘッドレス 
卜を取り付けます。 


警告 A 


乗車するときは、必ずへッドレスト 
を取り付けてください。事故のとさ、 
首にけびをするおそれびあります。 
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セカンドシートを巧りたたむ 


A 


ヴードシートに乗車するときは、 
セカンドシートを折りたたまない 
で<ださい。急ブレーキなどで折 
りたたまれていたセカンドシート 
び元に戻り、けびをするおそれびあ 
ります（セカンドシート下部に警 
告ラベル④び貼付されています）。 



① □ック解除 レバー 

② 八ンドル 

③ □ック解除 レバー 

④ 警告ラベル 


運転ずる前に 


セカンドシ^^ 



セカンドシートを巧りたたむ 

► へッドレストを下げます。 

► バックレストを前方に倒します 

(3-29)。 

► □ック解除レバーを①の方向に引 
き上げるか、③の方向に踏み下げ 
て、□ックを解除します。 

► 八ンドル③を持ち、シートを前方 
に引き起こして折りたたみます。 


(踏み下げち向) 


I 知識 

バックレストが前方に倒れていな 
いとさは、セカンドシートを折り 
たたむことびでさません。 
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運転ずる前に 


III I 


A 


セカンドシートを折りたたむとさ 
は決してシートの下に手をかけな 
いでください。手を挟まれて、け 
びをするおそれびあります。 


シートの折りたたみは必ず取扱説 
明書の手順に従い、注意事項を 
守って行なってください。 



A 


-走行中にセカンドシートを折り 
たたまないで<ださい。けがを 
するおそれびあります。 

-セカンドシートを折りたたんで 
荷物を積むとさは、必ず荷物を 
固定してください。荷物び放り 
出され、乗員びけびをするおそ 
れびあります。 


注意！ 

-セカンドシートを折りたたむと 
さは、身体や物を挟まないよラ 
にま意して < ださい。 

-セカンドシートを折りたたむと 
きは、アームレストをバックレ 
ストと平行になる位置に上げて 
ください。 
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運転ずる前に 


セカンドシ^^ 



①八ンドル 


► 八ンドル①を持ち、シートを後 
方に倒して元の位置に戻します。 


A 


セカンドシートび確実に□ックさ 
れていることを確認してください。 
事故のとさ、けびをするおそれが 
あります。 


ま意！ 

-折りたたんだセカンドシートを 
元の位置に戻すとさは、身体や 
物を挟まないよラにま意してく 
ださい。 

-折りたたんだセカンドシートを 3 

元の位置に戻すとさは、シート 
レールの溝に異物び挟まつてい 
ないことを確認してください。 

シー トや シートレールを 損傷す 
るおそれびあります。 
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運転ずる前に 


III I 


r セカンドシートを取り外ず_ ] 

ま意！ 

セカンドシートを取り外すときは 
大人 2 人(上で作業してください。 
セカンドシートは重いため、腰を 
痛めたり、セカンドシートを足の 
上に落としてけびをするおそれび 
あります。 



① □ック解除 レバー 

② 八ンドル 


③ 前部シートレッグ 

④ シートレッグ固定部 


セカンドシートを取り外ず 

► セカンドシートを折りたたみます 

(3-31)。 

► 2 ヶ所の□ック解除レバー①を完 
全に引き上げます。 

► 八ンドル③を持ち、セカンドシー 
卜を前方に傾けて、持ち上げて取 
り外します。 

注意！ 

セカンドシートを取り外すときは、 
シートレッグびシート標準範囲内 
にあることを確認してください 
(3-27)。シートレッグがシート標 
準範囲内にない状態で取り外すと、 
シートを取り付けるときにシート 
と内張りび接触して損傷するおそ 
れびあります。 
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運転ずる前に 


r セカンドシートを取り付ける I 

► 八ンドル③を持ち、左ちの前部シ 
ートレツグ③をそれぞれ、左ちの 
シートレツグ固定部④に差し込み 
ます。 

► シートを少し後方に傾けて、 2 ヶ 
所の□ツク解除レバー①を完全に 
押し下げます。 

取り付けたセカンドシートを元に戻す 
ときは （3-33) をご覧ください。 


ま意！ 

• 取り外したセカンドシートを車 
から出し入れするときは、車や 
シートなどを損傷しないよラに 
ま意してください。 

-取り外した状態でセカンドシー 
卜の調整を行なわないで < ださ 
し、。取り付けびでさなくなる場 
合びあります。 

-取り外したセカンドシートに 
座ったり、重い物を載せないで 
ください。シートを損傷するお 
それびあります。 

-シートレールに 埃やゴミび入ら 
ないよラにしてください。 


-セカンドシートを取り付けると 
さは、身体や物などを挟まない 
よラにま意して < ださい。 


セカンド シート ^ H 
警告 A 


セカンドシートを取り付けたとき 
は、確実に固定されていることを 
確認してください。走行中に外れ 
て、乗員びけびをするおそれびあ 
ります。 
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運転ずる前に 


■ I I I 


卜—シ—卜 


サードシートには、左ち分割式のベン 
チシートび装備されています。 

左ち独立で調整したり （3-39)、 脱着 
する （3-44、4己） ことびでさます。 

ヴードシートは取り付け位置を変更し 
たり、取り外すことがでさます。詳し 
くは （3-48) をご覧ください。 


A 


-サードシートに乗車するときは、 
(下の内容を必ず守ってくださ 
し、。事故のとさ、けびをするお 
それびあります。 

〇シートおよびバックレストび 
確実に□ックされていること 
を確認してください。 

◊へッドレストを取り付け、 
へッドレストの中央が目の高 
さにくるよラにしてください。 

〇シートベルトを正しく着用し 
てください。 

-走行中はサードシートの折りた 
たみや脱着をしないでください。 
けびをするおそれびあります。 

• バックレストと背中の間に物を 
挟まないでください。事故のと 
き、けびをするおそれびあります。 


ま意！ 

ヴードシートの前後位置を調整し 
たり脱着するとさは、シートの下 
や横に身体を入れないで<ださい。 
挟まれてけびをするおそれびあり 
ます。 
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運転ずる前に 


I I I ■ 


ヴードシートを調整ずる 


① □ック 解除 レバー 

② ストツパー 


シー 卜の前後位置を調整ずる 

► □ック解除レバー①を引いたまま、 
シートを前後に動かします。 


► 好みの位置になったら、□ック解 
除レバー①を離します。 


"カチツ"といラ音びして、3ヶ所 
のストツパー③びシートレー;!レの 
穴にしっかり固定されていること 
を確認してください。 

その位置で □ ックされます。 


③ シートレツグ 

④ シート標準位置範囲 


正しく固定されていないときは、 
シートをその位置で前後に押して、 
正しく固定します。 


3 
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運転ずる前に 


ヴードシート 


A 


-サードシートに乗車するときは、 
シートレッグ③びシート標準位 
置範囲④内になっていることを 
確認してください。ブレーキ時 
などにシートび動さ、乗員びけ 
びをするおそれびあります。 

• 3 ヶ所のストッパー③びシート 
レールの穴に、確実に固定され 
ていることを確認してください。 
ブレーキ時などにシートび動さ、 
乗員びけびをするおそれびあり 
ます。 

-シート位置の調整は、停車して 
いるとさに行なってください。 


ヴードシートを前後に移動し、 

ラゲツジスペースを広ばる 

ヴードシートを前後に移動することに 
より、ラゲツジスペースを広げること 
びでさます。 

► □ツク解除レバー (3-37) を引 
いたまま、シートを希望の位置ま 
で移動します。 

► □ツク解除レバーを離します。 

その位置で □ ックされます。 


ま意！ 

3 ヶ所のストッパー （3-37) び 
シートレールの穴にしっかり固定 
されていることを確認してくださ 
い。ブレーキ時などにシートび動 
さ、荷物を損傷するおそれびあり 
ます。 

F 告 A 


シートレツグびシート標準位置範 
囲内になっていないとさは、セカ 
ンドシートに乗員を乗せないでく 
ださし^。ブレーキ時などにシート 
び動さ、乗員びけびをするおそれ 
びあります（3-37)。 


知識 

ヴードシートのバックレストび前 
ちに倒れているときは、レバー① 
を引くと、シートび前ちに起き上 
びります。 
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運転ずる前に 


I I I ■ 



バックレストの角度を調整ずる 

► バックレスト調整レバー⑥または 
⑦を引きなびら、バックレストの角 
度を調整します。 

バックレストを前方に倒ず 

► 調整レバー⑥または⑦を引きなび 
ら、パックレストを前方に倒します。 

いつぱいに倒した位置でノ くックレ 
ストは□ックされます。 



⑦バックレスト調整レバー 


倒したバックレストを立てる 

► 調整レバー⑥または⑦を引きなび 
ら、バックレストを起こします。 

起こした位置でバックレストは 
□ックされます。 


警告 A 


• バックレストび確実に□ックさ 
れていることを確認してくださ 
し、。荷物び放り出され、乗員び 
けがをするおそれびあります。 3 

-シート位置の調整は、停車して 
いるとさに行なってください。 
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運転ずる前に 


■ I I I 


r へッドレストを調整ずる 


① □ック解除ボタン 

② へッドレストの高さ 

③ へッドレストの傾さ 


へッドレストを上ばる 

► へッドレストを持って弓 I き上げます。 

へッドレストを下ばる 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 
へッドレストを下げます。 

へッドレストの傾きを調整ずる 

► ヘッドレストの前部下端を持って 
③の方向に動かします。 


へッドレストを取り外ず 

► ヘッドレストをいっぱいに引き上 
げます。 

► □ック解除ボタン①を押しなびら、 
へッドレストを取り外します。 

へッドレストを取り付ける 

► 切り欠さのある支柱び左側にくる 
よラにへッドレストの支柱を取り 
付け穴に差し込み、□ック解除ボ 
タン①を押しなびら、ヘッドレス 
卜を取り付けます。 


警告 A 


乗車するとさは、必ずヘッドレス 
卜を取り付けてください。事故の 
とさ、首にけびをするおそれがあ 
ります。 



3-40 












運転ずる前に 


ヴードシート 


r ブードシートを巧りたたむ_ I 

左側サードシートのみ、またはヴー 
ドシート全体を折りたたむことびで 
さます。 

知識 

-左側サードシートび折りたたま 
れていないとさは、ち側サード 
シートを折りたたむことはでさ 
ません。 

• バックレストび前方に倒れてい 
ないとさは、サードシートを折 
りたたむことびでさません。 



① 左側 ヴー ドシート□ック解除レバー 

② ち側ヴードシート□ック解除レバー 

③ 八ンドル 


左側ヴードシートを}斤りたたむ 

► へッドレストを下げます。 

► バックレストを前方に倒します 

(3-39)。 

► □ック解除レバー①を引き上げて、 

□ックを解除します。 

► 八ンドル③を持ち、シートを前方 

に引き起こして折りたたみます。 

注意！ 

-サードシートを折りたたむとさ 
は、セカンドシートと接触しな 
し^よラに、シートの前後位置を 
調整してください。 

-左側サードシートだけを前方 
に折りたたんだ状態で、ち側 
ヴードシートを前後に動かさ 
なし" i でくださし" i 。 折りたたん 
だ左側ヴードシートを元の位 
置に戻せなくなります。 
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運転ずる前に 


ヴー ドシート 

ち側ヴードシートを巧りたたむ 

► へッドレストを下げます。 

► バックレストを前方に倒します 

(3-39)。 

► □ック解除レバー③を引き上げて、 
□ックを解除します。 

► 八ンドル③を持ち、シートを前方 
に引き起こして折りたたみます。 


A 


-サードシートを折りたたむとさ 
はミ夫してシートの下に手をかけ 
ないでください。手を挟まれて、 
けびをするおそれびあります。 

シートの折りたたみは必ず取扱 
説明書の手順に従い、注意事項 
を守って行なってください。 

• 走行中にヴードシートを折りた 
たまないで<ださい。けびをす 
るおそれびあります。 

• サードシートを折りたたんで荷 
物を積むとさは、必ず荷物を固 
定してください。荷物び放り出 
され、乗員びけびをするおそれ 
びあります。 


I 注意！ 

ヴードシートを折りたたむとさは、 
身体や物を挟まないよラにま意し 
てください。 


3-42 





運転ずる前に 


I I I ■ 



①八ンドル（左側サードシート） 


②八ンドル（ち側サードシート） 


► 八ンドル③を持ち、ち側サード 
シートを後方に倒して、元の位 
置に戻します。 


► 八ンドル①を持ち、左側サード 
シートを後方に倒して、元の位 
置に戻します。 


A 


ヴードシートび確実に□ックされ 
ていることを確認してください。 
事故のとさ、けびをするおそれび 
あります。 3 


注意！ 

-折りたたんだサードシートを元 
の位置に戻すとさは、身体や物 
を挟まないよラにま意してくだ 
さし、 


-折りたたんだサードシートを元 
の位置に戻すとさは、シート 
レールの溝に異物び挟まつてい 
ないことを確認してください。 
シートやシートレールを損傷す 
るおそれびあります。 
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運転ずる前に 


ヴードシート 


「サードシートを取り外ず_ ] 

左側サードシートのみ、またはヴー 
ドシート全体を取り外すことびでさ 
ます。 

I 知識 

左側ヴードシートび取り外されて 
し"\なし>とさは、ち側ヴードシート 
を取り外すことはできません。 

注意！ 

ヴードシートを取り外すとさは大 
人 2 人上で作業してください。 
サードシートは重いため、腰を痛 
めたり、ヴードシートを足の上に 
落としてけびをするおそれびあり 
ます。 



① 左側 ヴー ドシート□ック解除レバー 

② ち側ヴードシート□ック解除レバー 

③ 八ンドル 


左側ヴードシートを取り外ず 

► 左側サードシートを折りたたみま 

す（3-41)。 

► 2 ヶ所の□ック解除レバー①を完 
全に引さ上げます。 

► 八ンドル③を持ち、左側サードシ 
ートを前方に傾けて、持ち上げて 
取り外します。 

ち側ヴードシートを取り外ず 

► ち側サードシートを折りたたみま 

す（3-42)。 

► 2 ヶ所の□ック解除レバー③を完 
全に引さ上げます。 

► 八ンドル③を持ち、ち側サードシ 
ートを前方に傾けて、持ち上げて 
取り外します。 
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r ヴードシートを取り付け々_ ] 

I 知識 

ち側ヴードシートび取り付けられ 
てし" i なし" i とさは、左側ヴードシー 
卜を取り付けることはできません。 


運転ずる前に 


ヴードシート 



ち側ヴードシート 
①八ンドル 


② 前部シートレッグ 

③ シートレッグ固定部 

④ □ック解除 レバー 


ち側ヴードシートを取り付ける 

► 八ンドル①を持ち、左ちの前部シ 
ートレツグ③をそれぞれ、左ちの 
シートレツグ固定部③に差し込み 
ます。 

► シートを少し後方に傾けて、 2 ケ 3 
所の□ツク解除レバー④を完全に 
押し下げます。 


3-45 

















運転ずる前に 


■ I I I 



左側ヴードシート 
①八ンドル 


② 前部シートレッグ 

③ シートレッグ固定部 

④ □ック解除 レバー 



ち側ヴードシートび折りたたまれている状態 
⑥左側ヴードシート固定部 
⑥ち側ヴードシート固定部 


左側ヴードシートを取り付ける 

► 八ンドル①を持ち、前部シートレ 
ッグ③をシートレッグ固定部③に 
合わせます。 

► シートを後方に傾けなびら3ヶ所 
の左側ヴードシート固定部⑥を、 
それぞれ3ヶ所のち側ヴードシー 
卜固定部⑥に合わせます。 

► 2 ヶ 所の □ック 解除 レバー ④を完 
全に押し下げます。 
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I 知識 

ち側ヴードシートび前方に折りた 
たまれた状態で、左側サードシー 
卜を取り付けてください。 


運転ずる前に 


I I I ■ 


A 


ヴードシートを取り付けたときは、 
確実に固定されていることを確認し 
てくださし、走行中に外れて、乗員 
びけびをするおそれびあります。 


ま意！ 

• 取り外したサードシートを車か 
ら出し入れするときは、車や 
シートなどを損傷しないよラに 
ま意してください。 

-取り外した状態でサードシート 3 

の調整を行なわないで < ださい。 I 

取り付けびでさなくなる場合び 
あります。 

-取り外したサードシートに座つ 
たり重い物を載せないでくださ 
し、シートを損傷するおそれび 
あります。 

-シートレールに 埃やゴミび入ら 
ないよラにしてください。 

-サードシートを取り付けるとさ 
は、身体や物を挟まないよラに 
注意して < ださい。 
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運転ずる前に 


セカンドシート/ヴードシートの配置 


セカンドシート/ヴードシートの 
配置 


セカンドシートとヴードシートは配 
置を変更することびでさます。 

警告 A 


-シートの配置を変更したり、 
シートを取り外したとさでち、 
荷物を積むとさは、荷物を確実 
に固定してください。急ブレー 
キや事故のとさに荷物び放り出 
され、乗員びけびをするおそれ 
びあります。 

• シートに乗車するときは、シー 
トレッグびシート標準位置マー 
クから前後約己 cm じ(上の位置に 
ならないよラにしてくださし、。 
ブレーキ時などにシートび動さ、 
乗員がけびをするおそれびあり 
ます（3-27、37)。 

• シートの取り付け部やシート 
レールなどを改造しないでくだ 
さい。 


注意！ 

-シートを脱着するときは大人 2 
人じ(上で作業してくださし^。 
シートは重し>ため、腰を痛めた 
り、シートを足の上に落として 
けびをするおそれびあります。 

. シートを取り付けているときに 
他のシートや内張りと干渉した 
とさは、取り付け作業を中止し 
てください。無理に取り付ける 
と、シートや内張りを損傷する 
おそれびあります。 


知識 

-サードシートは後ろ向きに配置 
することびでさません。 

• シートの取り付け位置によって 
は、他のシートと接触するため、 
バックレストの調整範囲び限ら 
れる場合びあります。 

• チャイルドセーフティシートを 
装着するとさはチャイルドセー 
フティシートの取扱説明書に 
従ってください。チャイルド 
セーフティシートについては 
に- 15) をご覧ください。 
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運転ずる前に 


セカンドシート/ヴードシートの配置 


セカンド/ヴードシート配置の例 I 



セカンドシート；前向き 
vly ヴードシート： 3列目に取り付け 



セカンドシート：後ろ向き 
ヴードシート： 3列目に取り付け 






© セカンドシート：一つだけ2列目に前向さ 
ヴードシート：ち側シートだけ 




® セカンドシート：一つだけ2列目に前向さ 
サードシート：取りがし 



® セカンドシート：取り外し 
サードシート：取り外し 
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運転ずる前に 





r フ□ントドアを開閉ずる 



運転席ドア 
①ドア八ンドル 

車外から開く 

► ドア八ンドル①を引きます。 

車がから閉じる 

► ドア八ンドル①を持って確実に閉 
じます。 



運転席ドア 

① ドアレバー 

② インナーグリップ 


車内から開< 

► ドアレバー①を矢印の方向に引き 
ます。 


車内から閉じる 

► インナーグリップ③を持って確実 
に閉じます。 


A 


燃料給油中は助手席ドアを開閉し 
ないでください。助手席ドアと給 
油ノズルび接触し、給油ノズルび 
外れると火災び発生するおそれび 
あります。 
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運転ずる前に 


スライディングドアを開閉ずる 



左側スライディングドア 
①ドア八ンドル 

車がか5開く 

► ドア八ンドル①を引き、後方に止 
まるまでスライドします。 

車外か S 閉じる 

► ドア八ンドル①を持って前方にス 
ライドし、確実に閉じます。 



ち側スライディングドア 

① ドア□ック解除ボタン 

② イン ナーグ リップ 


車内から開< 

► ドア□ック解除ボタン①を押し、イ 
ンナーグ U ップ③を持って後方に 


止まるまで乂っイドします。 


車内から閉じる 

► インナーグリップ③を持って前方 
にスライドし、確実に閉じます。 


ドア 


A 


-ドアは確実に閉じてください。 
ドアの閉じかたび不完全（半ド 
ア）な場合、走行中にドアび開 
<おそれびあります。 

-ドアを開くときは、周囲の安全 
を十分確認してください。 

-同乗者びドアを開くとさは、危 
険びないことを運転者び確認し 
てください。 
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運転ずる前に 


ドア 


ま意！ 

-車から離れるときは、エンジン 
を停止して、必ず施錠してくだ 
さし、 

• スライディングドアを閉じる 
とさは、身体や物を挟まない 
よラに注意してください。車 
の周りに子供びいるときは、 
特に注意してください。 

-スライディングドアを開閉する 
とさは、スライディングドアの 
動さに十分ま意してください。 


• スライディングドアは完全に閉 
じていない状態または完全に開 
いていない状態で手を放すと、 
自動的に動さます。身体を挟ま 
れないよラに注意して < ださ 
し、特に坂道では、スライディ 
ングドアのドア八ンドルやイン 
ナーグリップを確実に持って開 
開してください。 

-降雨時や洗車時など、靴やサイ 
ドステップび濡れているとさ 
は、ステップで足を滑らせない 
よラにま意して < ださい。 
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運転ずる前に 


ドア 


フ□ントドアを解錠/施錠ずる 



① ドアレバー 

② □ックノブ 


解錠ずる 

► ドアレバー①を矢印の方向に引き 
ます。 

このとさ、フ□ントドアび開さます。 

施錠ずる 

► □ックノブ③を押し込みます。 

ドア□ックスイッチで解錠/施錠ずる 

センターコンソールにあるドア□ック 
スイッチで解錠/施錠することびで 

きます（3-60)。 


ま意！ 

• 施錠後は、□ックノブ③び完全 
に下びっていることを確認して 
ください。 

• □ックノブ③び完全に下がって 
いないとさは、ドアを確実に開 3 
じてから、再度□ックノブ③を 
押し込んでください。 

知識 

ドアび車速感応ドア□ック （3-62) 

で施錠されているとさに、車内の 
ドアレバー①でフ□ントドアを解 
錠すると、他のドア、テールゲー 
卜も解錠されます。 
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運転ずる前に 





ち側スライディングドア 

① □ック解除ボタン 

② □ックノブ 


解錠ずる 

► □ック解除ボタン①を押します。 

このとさ、スライディングドアび 
開さます。 

施錠ずる 

► □ックノブ③を押し込みます。 

ドア□ックスイッチで施錠/解錠ずる 

センターコンソールにあるドア□ック 
スイッチで解錠/施錠することびで 

きます（3-60)。 


注意！ 

-施錠後は、□ックノブ③び完全 
に下びっていることを確認して 
ください。 

• □ックノブ③び完全に下がって 
いないとさは、ドアを確実に開 
じてから、再度□ックノブ③を 
押し込んでください。 

• 助手席のドアとスライディング 
ドアは、□ックノブび押された 
状態で閉じると施錠されます。 
キーの開じ込みに注意してく 
ださい。 


知識 

ドアび車速感応ドア□ック （3-62) 
で施錠されているとさに、車内の 
□ック解除ボタン①でスライディ 
ングドアを解錠すると、他のドア、 
テールゲートち解錠されます。 
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運転ずる前に 


ru モコン操作で解錠/施錠ずる I 

車の周囲から U モコン操作で車を解錠 
/施錠することびできます（3-6)。 


ドア 



助手席ドア 

① 解錠 

② 施錠 

助手席ドアのドア八ンドルのキーシリ 
ンダーにエマージェンシ ーキー (3-9) 
を差し込み、解錠/施錠します。 

知識 

運転席のドアにはキーシリンダー 
はありません。 


解錠ずる 

► 助手席ドアのドア八ンドルのキーシ 
U ンダーにエマージェンシーキーを 
差し込み、前方①にまわします。 

施錠ずる 

► 助手席ドアのドア八ンドルのキーシ 
U ンダーにエマージェンシーキーを 
差し込み、後ち③にまわします。 

注意！ 

• エマージェンシーキーで助手席 
ドアを解錠/施錠しても、他の 
ドア、テールゲートは解錠/施 
錠されません。 

-盗難防止警報システム装備車は、 
リモコン操作で施錠した後に、 
エマージェンシーキーで助手席 
ドアを解錠して開くと、盗難防 
止警報システムび作動します。 
警報を停止するには、キーをエ 
ンジンスイッチに差し込むか、 
キーの HI か ra を押します。 
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運転ずる前に 




チャイルドプルーフ□ック 
(スライディングドア） 



左側スライディングドア 
①□ックダイヤル 


スライディングドア後部にチャイルド 
プルーフ□ックび装備されています。 

チャイルドプルーフ□ックを設定する 
と、スライディングドアの車内の□ッ 
ク解除ボタンを巧してもスライディン 
グドアび開かな< なります。 

子供を乗せるとさなどに使用してくだ 
さし、。 


チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 

► エマージェンシーキーなどを□ッ 
クダイヤル①の溝に差し込んで、 
溝の方向び " on " の矢印の方向に合 
ラよラにまわします。 

► 車内の□ック解除ボタン （3-54) 
を押して、スライディングドアび 
開かないことを確認します。 

チャイルドプルーフ□ックを解除ずる 

► エマージェンシーキーなどを□ッ 
クダイヤル①の溝に差し込んで、 
溝の方向び " off " の矢印の方向に 
合うようにまわします。 
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運転ずる前に 


1ールゲート 


テールゲートを開閉ずる 



①八ンドル 

車がか S テールゲートを開く 


© 


②テールゲートレバー 

車内からテールゲートを開< 

► テールゲートレバー③を引き、テ 
ールゲートを開さます。 



► 八ンドル①を引き、テールゲート 
を開さます。 


ま意！ 

盗難防止警報システム装備車は、リ 
モコン操作で施錠した後に、テール 
ゲートの□ツクノブで解錠してテー 
ルゲートを開くと、盗難防止警報び 
作動します。警報を停止するには、 
キーをエンジンスイツチに差し込む 
か、キーの HI か ra を押します。 




で 



③ストラップ 


テールゲートを閉じる 

► ストラップ③に手をかけ、テール 
ゲートを下げてから、確実に押し 
て閉じます。 
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運転ずる前に 


つ んブ—卜 

警告 A 


エンジンをかけた状態でテール 
ゲートを開いたままにしないで< 
ださい。排気ガスが車内に入り、 
意識不明になったり、中毒死する 
おそれびあります。 

注意！ 

• テールゲートび確実に閉じてい 
ることを確認してください。 

-テールゲートを開くときは、後 
方や上方に十分な空間びあるこ 
とを確認してください。 

-テールゲートを閉じるときは、 
身体や物を挟まないよラに注意 
してください。車の周りに子供 
びいるとさは、特に注意してく 
ださい。 


r テールゲートを解錠/施錠ずる 



③□ックノブ 


内側からテールゲートを解錠ずる 

► □ックノブ③を上方向にスライド 
させます。 

D び見えなくなります。 

内側からテールゲートを施錠ずる 

► □ックノブ③を下方向にスライド 
させます。 

D び見えるようになります。 


ドア□ックスイッチで解錠/施錠ずる 

センターコンソールにあるドア□ック 
スイッチで解錠/施錠することびで 

きます（3-60)。 

ま意！ 

• テールゲートの□ックノブを施 
錠の位置にしてテールゲートを 
閉じると施錠されます。キーの 
閉じ込みに注意してください。 

-貴重品は絶対に車内に置いたま 
まにしないで < ださい。 
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運転ずる前に 




チャイルドプルーフ□ック 
(テールゲート） 



了 ールゲートにチヤイルドプルーフ 
□ ツクび装備されています。 

チヤイルドプルーフ□ツクを設定する 
と、てールゲートの車内のてールゲー 
トレノ（一を引いてちテールゲートび開 
かな < なります。 

子供を乗せるとさなどに使用してくだ 
さし、 


チャイルドプルーフ□ックを設定ずる 

► □ッ クレバー①をち側にスライド 
させます。 

► 車内のテールゲートレバーを引い 
て、テールゲートび開かないこと 
を確認します。 3 

チャイルドプルーフ□ックを解除ずる 

► □ッ クレバー①を左側にスライド 
させます。 


①□ックレバー 
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運転ずる前に 


ドア□ツクスイッチ 



① ずべてのドアと テールゲー トの施錠/ 
解錠 

② 表示巧 

③ スライディングドアとテールゲート 
の施錠/解錠 

警告 A 


ドアの□ックノブび下びつていて 
わ、車内のドアレバーを引いたり、 
スライディングドアの□ック解除 
ボタンを押すと、ドアは開さます。 
子供を乗せたとさは特に注意して 
ください。走行中に子供び不意に 
ドアを開さ、事故を起こすおそれ 
があります。 


ドア□ツクスイツチではじ(下のことび 
でさます。 

• 車内からのすべてのドアとテール 
ゲートの施錠/解錠 

• 車内からのスライディングドアと 
テールゲー トの施錠/解錠 

知識 

リモコン操作で施錠しているとさ 
や、施錠しよラとしているドアや 
テールゲートび開いているとさは、 
ドア□ックスイッチで施錠/解錠 
することはでさません。 


ずべてのドアと テールゲー トの施錠 
/解錠 _ 

ずべてのドアと テー ルゲートを]5^ずる 

► ドア□ックスイッチの上側①を押 
します。 

表示灯③び点灯して、すべてのド 
アとテールゲートび施錠されます。 

知識 

エンジンスイッチび0の位置のと 
さ、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてあるときは、すべて 
のドアとテールゲートを施錠して 
点灯した表示なは約已秒後に消な 
します。 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
ときは、表示巧は点灯したままに 
なります。 
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運転ずる前に 


ずべてのドアとテールゲートを解錠ずる 

► 表示灯③び点灯しているときに、 
ドア□ックスイッチの上側①を押し 
ます。 

表示な③び消灯して、すべてのド 
アとテールゲートび解錠されます。 

知識 

エンジンスイッチび0の位置のと 
さ、またはエンジンスイッチからキ 
一を抜いてあるときに、すべてのド 
アとテールゲートを解錠するとさ 
は、一度ドア□ックスイッチの上側 
①を押してください。約 5 秒間表示 
灯び点巧して、その間に再度ドア □ 
ックスイッチの上側①を押すと、す 
ベてのドアとテールゲートを解錠/ 
施錠することびでさます。 


スライディングドアとテールゲート 
の施錠/解錠 _ 

スライディングドアと テールゲートを 
施錠ずる 

► ドア□ックスイッチの下側③を押 
します。 

表示灯③び点灯して、スライディ 
ングドアとテールゲートび施錠さ 
れます。 

知識 

エンジンスイッチび0の位置のと 
さ、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてあるとさは、スライ 
ディングドアとテールゲートを施 
錠して点灯した表示灯は約 5 秒後 
に消なします。 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさは、表示灯は点灯したままに 
なります。 


ドア□ックスイッチ ■ 

スライディングドアと テールゲートを 
解錠ずる 

► 表示灯③び点灯しているときに、 

ドア□ックスイッチの下側③を押し 
ます。 

表示灯③び消灯して、スライディ 3| 
ングドアとテールゲートび解錠さ 
れます。 

知識 

エンジンスイッチび0の位置のと 
さ、またはエンジンスイッチから 
キーを抜いてあるとさに、スライ 
ディングドアとテールゲートを解 
錠するときは、一度ドア□ックス 
イッチの下側③を押してください。 

約己秒間表示灯び点なして、その間 
に再度ドア□ックスイッチの下側 
③を押すと、スライディングドア 
とテールゲートを解錠/施錠する 
ことびでさます。 
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車速感応ドア□ック 


① ずべてのドアとテールゲートの設定/ 
解除 

② 表示巧 

③ スライディングドアとテールゲート 
の設定/解除 


走行速度び約]已 km / hli (上になったと 
さに、 

• すべてのドアとテールゲートの施錠 
または 

• スライディングドアとテールゲー 
卜の施錠 

をすることびでさます。 

エンジンスイッチび 2 の位置で、すべ 
てのドアとテールゲートび閉じている 
ときに、ドア□ックスイッチで設定/ 
解除を行ないます。 


ま意！ 

. タイヤ交換をするときやけん引 
されるとさは、車速感応ドア 
□ックを解除するか、エンジン 
スイッチを 0 の位置にしてくだ 
さい。ホイールび回転すると車 
び自動的に施錠され、車外に開 
め出されるおそれびあります。 

• 車速感応ドア□ックで施錠され 
た後にドア□ックスイッチで解 
錠すると、ドアなどを開くか、エ 
ンジンを再始動するまで、車速感 
応ドア□ックは作動しません。 


車速感応ドア□ック 


運転ずる前に 
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運転ずる前に 


車速感応ドア□ック ■ 


ずべてのドアと テールゲー トの設定 
/解除 _ 

設定ずる 

► ドア□ックスイッチの上側①を約己 
秒間押します。 

表示灯③び4回点滅します。 

解除ずる 

► ドア□ックスイッチの上側①を約己 
秒間押します。 

表示灯③び2回点滅します。 


スライディングドアとテールゲート 
の設定/解除 _ 

設定ずる 

► ドア□ックスイッチの下側③を約己 
秒間押します。 

表示灯③び4回点滅します。 

解除ずる 

► ドア□ックスイッチの下側③を約已 
秒間押します。 

表示灯③び2回点滅します。 


知識 

すべてのドアとテールゲートに車 
速感応ドア□ックを設定している 
とさに、スライディングドアと 
テールゲートの車速感応ドア□ッ 
クの設定を行なラと、フ□ントド 3 
アの車速感応ドア□ックび解除さ — 
れます。 
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運転ずる前に 


安ツジルーム 


ラゲツジ ルーム 


r ラゲツジ ルーム ランプ_ ] 

テールゲートを開くと点なし、閉じる 
と消灯します。 

知識 

エンジンスイツチび0の位置のと 
さにテールゲートを開いたままに 
すると、ラゲツジルームランプは 
一定時間経過後に消灯します。 


「フケッジネット 



① ラゲッジネット 

② 固定部（上側） 

③ 固定部（下側） 


軽い荷物を収納するとさに使用してく 
ださい。 

ラゲッジネット①のフックを固定部③ 
と固定部③にかけて使用します。 


警告 A 


• 荷物を積むとさは、荷物び前方 
に放り出され、乗員びけびをし 
ないよラ、必ずラゲッジネット 
を使用してください。 

-ラゲッジネットには軽い物だけ 
を収納してください。ビンや吿、 
割れやすい物、鋭利な形状の物 
を入れないでください。 

• ラゲッジネットを使用するとさ 
でも、荷物は必ず固定してくだ 
さい。 
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運転ずる前に 


ラゲツジルーム 


r セ—ノ了イイ> ツト * 

セーフテイネットは、じ(下の位置に取 
り付けることびでさます。 



上部固定部 

①上部固定部（フ□ントシート左ち上部) 
® フック 


セーフテイネットを取り付ける 

► ストラップび後方を向くよラにし 
て、セーフテイネットのフック③ 
を上部固定部①にかけます。 

I 知識 

上部固定部は、セカンドシート左 
ち上部、ヴードシート左ち上部にち 
あります。 


④フ□ントシート後方に取り付け 
⑥セカンドシート後方に取り付け 
© ヴードシート後方に取り付け 



* 販売店オプションとなります。 
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運転ずる前に 


安ツジルーム 



下部装着部をシートレールの穴に差し込んでス 
ライドさせた状態。（左上）下部装着部の持ち 
かた 

③ □ック 

④ ストッパー 
⑥ボタン 

⑥フック 


► 下部装着部のボタン⑥を押して、 
ストッパー④の両端をつまみます。 

► ストッパー④びシートレールに対 
して横になった状態で、□ック③ 
をシートレールの穴に差し込み、 
穴と穴の間の位置にスライドさせ 
ます。 

► フック⑥を持って、穴と穴の中間 
の位置になるよラに調整します。 

知識 

-下部装着部び動きにくいときは、 
フック⑥を持って、全体をまわ 
すよラにしなびら動かします。 

-シートレールや□ック③に潤滑 
剤などを少量塗布すると下部装 
着部が動かしやすくなります。 



ストッパーを9日度まわして、下部装着部をシー 
トレールに固定した状態 


► ストッパー④を90度まわします。 

ストッパー④びシートレールの穴に 
入ります。 

下部装着部び確実にシートレール 
に固定されていることを確認して 
ください。 


知識 

下部装着部の位置が穴と穴の中間 
になっていないとストッパー④び 
シートレールの穴に入りません。 
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運転ずる前に 


II ■ 


A 


-セーフテイネットは必ず張りを 
持たせて使用してください。走 
行中にセーフテイネットび外れ 
ると、荷物び放り出されて乗員び 
けびをするおそれびあります。 

• セーフテイネットは補助的なち 
ので、急ブレーキや事故のとさ 
などに重い荷物び飛び出すのを 
防ぐことはでさません。セーフ 
テイネットを使用するとさでも、 
荷物は必ず固定してください。 

• セーフテイネットを取り付けた 
とさは、セーフテイネットより 
後ろのシートに柔車しないでく 
ださい。 


確認してください。 



⑧ストラップ 

► セーフティネットのストラップ⑧ 
を強く引さます。 

► バックル⑦を倒して、ストラップ 
を固定します。 

I ま意！ 

少し走行した後で、セーフティ 
ネットび十分に張っていることを 



⑦ バックル 

⑧ ストラップ 

セーフテイネットを取り外ず 

► バックル⑦を起こして、ストラッ 
プ⑧をゆるめます。 
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運転ずる前に 


ラゲツジ ルーム 



下部装着部 
③□ック 


④ストッ パー 
⑥ボタン 
⑥フック 


► 下部装着部のストッパー④の両端 
をつまみなびら、ストッパー④を 
9日度まわします。 

► □ッ ク③びシートレールの穴のと 
ころにくるよラに下部装着部をス 
ライドさせます。 

知識 

-下部装着部び動きにくいときは、 
フック⑥を持って、全体をまわ 
すよラにしなびら動かします。 

-シートレールや □ッ ク③に潤滑 
剤などを少量塗布すると下部装 
着部び動かしやすくなります。 


► 下部装着部を取り外します。 

► セーフテイネットを上部の装着部 
から外します。 


セーフテイネットを取り付けた状態で 
フ□ントシートを調整ずる 

フ□ントシートを調整するとセーフ 
テイネットに接触するときは、じ(下の 
手順でセーフテイネットを張り直して 
ください。 

► ストラップのバックル⑦を起こし 
て、ストラップ⑧をゆるめます。 

► フ□ントシートを調整します （3- 

1己、21)。 

► セーフテイネットのストラップ⑧ 
を強く引さます。 

► ストラップ⑧びゆるまないよラに、 
バックル⑦を倒して、ストラップ 
を固定します。 
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運転ずる前に 


II ■ 


荷物固定用リング 


0巧着式荷物固定用リング * 



①荷物固定用リング 

(フ□ントシート後ち左ち足元) 



_ h- lE&mw 

固定ボルトにストラップびついている状態 

① シートレー J レ 

② 固定ボルト 


脱着式荷物固定用リングは、セーフ 
ティネットの下部固定部と同じ方法で 
脱着を行ないます。 

詳しくは （3-66 〜 3-68) をご覧く 

ださい。 

3 


シートレールに荷物固定用リングを取 
り付けることびでさます。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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運転ずる前に 


安ツジ ルーム 



ストラップを利用して荷物を固定する例 


注意！ 

-ラゲッジネットは重い荷物を固 
定することはでさません。重い 
荷物を積むとさは□ープやスト 
ラップで正しく固定してくださ 

い（3-69)。 

• 荷物は必ず固定してください。 
荷物を固定しないと、急ブレー 
キや急八ンドルまたは事故のと 
さ、荷物び前方に放り出され、 
乗員びけびをするおそれびあり 
ます。 


-荷物の固定には擦れに強く丈夫 
な□ープを使用して、荷物固定 
用リングに通して確実に結んで 
ください。 

• 荷物固定用リングに均等に力び 
かかるよラにしてください。 


• 伸縮性のある□ープやネットで 
重い荷物を固定しないでくださ 
し、事故のとさ、荷物を支えさ 
れず、乗員びけびをするおそれ 
びあります。 

• 固定する□ープやネットび荷物 
の角にかからないよ5にして< 
ださい。 

• 鋭い角のあるわのは、角の部分 
にカバーをしてください。 

• ストラップで荷物を締め付ける 
とさは、荷物の上で交差するよ 
ラにかけ、荷物の重量び各荷物 
固定用リングに均等にかかるよ 
ラにします。特に締め付け具を 
使用する場合は、荷物固定用 U 
ングに過大な力びかからないよ 
ラに注意してください。 

-荷物を締め付けるとさに使用す 
るストラップは、少なくとも張 
力4日日 k 浸じ(上のわのを使用し 
てください。 
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運転ずる前に 


II ■ 


ラゲツジ ルーム カバー* 



ヴードシートの後方に取り付けた例 


① U — ルエンド 

② U —ル取り付け部 

③ U - ル 


セカンドシートまたはヴードシート後 
方に取り付けることびできます。 

ラゲツジ ルームカバー を取り付ける 

► U ール③の左端を左側の U —ル取 
り付け部にはめ込みます。 

► リールエンド①を左側に引きなび 
ら、ち側のリール取り付け部③に 
合わせます。 

► U —ルエンド①をち側にずらし、 
U —ル取り付け部③に固定します。 


知識 


リール取り付け部は、セカンド 
シートのバックレスト後方左ち、 
ヴードシートのバックレスト後方 
左ちにあります。 


ラゲツジルームカバーを取り外ず 

► ラゲツジルームカバーをリール③ 

に収納します。 

► U —ル③のち端の U —ルエンド① 

を左側に引いて、 U —ル取り付け 
部③から取り外します。 3 


* 販売店オプションとなります。 
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運転ずる前に 


安ツジ ルーム 



ヴードシートの後方に取り付けた例 

① ラゲッジ ルームカバー 

② フック 

③ フラップ 


ラゲッジ ルームカバーを 使用ずる 

► フラップ③を持ち、ラゲッジルーム 
カノ く一をリールから弓怯出します。 

► フラップ③左ちの□ッドをフック 
③に差し込みます。 

警告 A 


っゲッジルームカバーの上に荷物 
などを置かないでください。荷物 
び放り出され、乗員びけびをする 
おそれびあります。 


ラゲッジ ルームカバー を収納ずる 

► ラゲッジ ルームカバーの フラップ 
③を後ろに引いて、左ちの□ッド 
をフック③から外します。 

► フラップ③を持ち、ラゲッジルー 
ムカノ（一をリールに収納します。 

注意！ 

ラゲッジルームカバーをリールに 
収納するときは、フラップを持っ 
て、ゆっくりと収納させます。手 
を放すと、身体や物を挟んだり、 
カバーなどを損傷するおそれびあ 
ります。 
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運転ずる前に 


II ■ 


荷物を積むとき_ I 

-荷物はでさるだけ乗車していない 
シートの後方に積んでください。 

• 荷物をバックレストより高く積み 
上げないでください。 

-ウインドウに荷物び当たらないよ 
ラにま意してください。ウインド 
ウを損傷したり、リアデフォッ 
ガーの熱線を断線するおそれびあ 
ります。 

. 荷物を積むとさは、ラゲッジネッ 
卜の使用をおすすめします。 

• 大さな荷物を積まないとさは、セ 
カンドシートとヴードシートに 
ヘッドレストを取り付け、バック 
レストを確実に起こしてください。 


-極端に重い荷物を積まないで<だ 
さい。へッドランプ照射角度調整 
ダイヤル*を使用しても、ヘッド 
ランプの照射角度び正しい角度に 
保てなくなります。 

-燃料を入れた容器やスプレー吿な 
どを積まないでください。引乂や 
爆発のおそれびあります。 

-荷物は重量び均等になるよラに積 
み、一部に偏らなし"'よラにしてく 
ださい。荷物の積みかたは走行安 
定性に大さく影響します。 


3 


* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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運転ずる前に 


12 V 電源ソケット 


12 V 電源ソケッ 



サードシート左ちと、ラゲツジルーム 
に] 2 V 電源ソケツトを装備していま 
す。電気製品などの電源として使用し 
ます。 

使用するとさはカバーを上方に開さ 
ます。 


※車種や仕様により、サードシートち 
側に] 2 V 電源ソケットは装備され 
ません。 


ま意！ 

-必ず DC ] 2 V 、最大消費電流 
1 5 A (最大消費電力] 8日 W じ ( 
下）の規格に合った電気製品を 
使用して<ださい。規格外の電 
気製品を使用するとヒューズび 
切れたり、乂災び発生するおそ 
れびあります。 

- ]2 V 電源ソケットにライターを 
差し込まないでください。 

• ソケット内に指などを入れない 
でください。感電するおそれび 
あります。 

• エンジンびかかっていないとさ 
は] 2 V 電源ソケットを長時間使 
用しないでください。バッテ 
U 一びあびるおそれびあります。 

• ]2 V 電源ソケットを使用しない 

ときはカバーを閉じてくださ 
し、異物び入ったり、水びかか 
ると故障やショートの原因にな 
ることがあります。 
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運転ずる前に 


ENR^H 


ENR スイッチ 




ENR (エレクト□ニック.レべル- 
コント □ール） は、 車の積載重量に応 
じて車高を適切に保ちます。 


ENR の利点 

〇走行安定性を高めます。 

〇乗り/こ N 地を安定させます。 

0停車中に車高を調整することで、 
荷物の積み降ろしを容易にします。 


警告 A 


ENR に故障び発生すると、メー 
ターノ くネ j レの表示な@び点灯しま 
す。そのまま走行を続けるとヴス 
ペンションを損傷したり、車のコ 
ント□ールを失い、事故を起こす 
おそれびあります。指定ヴービス 
工場に連絡してください。 


ENR は(下の3つのモードに設定でさ 
ます。 

自動調整モード 

走行中および停車中とわに、現在の車高 
び保たれるよラに自動的に調整します。 

注意！ 

極端に重い荷物を積載したときは、 
車高は自動的に調整されません。 

手動調整モード 

停車中に車高を調整することびでさ 
ます。 

自動調整停止モード 

積載重量などび変わってち、車高は自 
動的に調整されません。 

ジャッキアップやリフトアップすると 
さなどに使用します。 

知識 

ENR が故障したとさは、自動調整 
停止モードになることびあります。 


① 手動調整モード 
(車高を上げる） 

② 手動調整モード 
(車高を下げる） 

③ 手動調整モード解除 

/自動調整停止モード設定-解除 

④ 表示灯 

スイツチ①③とスイツチ③は左ち反対に装着さ 
れていることびあります。 


ENR スイッチは、ラゲツジルームち 
側にあります。 


* オプシヨンや仕様により装備び異なります。 
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運転ずる前に 




r 手動調藝モード 

停車中で、表示灯④とメーターパネ 
ルの@び消灯しているとさに作動 
します。 

手動で車高を上げる 

► スイッチ①を押します。 

車高び上がり、表示灯④び点滅し 
ます。 

エンジンスイッチび2の位置のと 
さは、メーターパネルの@び点 
滅します。 

上昇している車高を停止するとさ 
は、スイッチ③を押します。 

手動で車高を下げる 

► スイッチ③を押し続けます。 

押している間、車高び下びり、表 
示灯④び点滅します。 

エンジンスイッチび2の位置のと 
さは、メーターパネルの@び点 
減します。 


I 自動調整モードに戻ず 

► スイッチ③を押します。 

表示灯④とメーターパネル内 
の@び消なします。 

知識 

手動調整モードで走り出したとさ 
は、走行速度び約 3 km / h を超え 
ると、自動調整モードに戻ります。 


A 


メーターパネルの@び点滅または 
点灯している状態で走行すると、 
サスペンションを損傷したり、車 
のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれびあります。メーター 
パネルの@び消なするまでは、十 
分注意して走行してください。消 
灯しないとさは、指定サービスェ 
場に連絡してください。 


ま意！ 

手動調整モードのまま、長時間停 
車しないでください。ヴスペン 
シヨンなどを損傷するおそれびあ 
ります。 
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運転ずる前に 


r 自動調整停止モード_ I 

自動調整モードを停止ずる 

► スイッチ③を約2秒間押します。 
表示な④び点灯します。 

エンジンスイッチび2の位置のと 
さは、メーターパネルの@び点 
灯します。 

注意！ 

ジャッキアップや U フトアップを 
するとさは、必ず自動調整停止 
モードにしてください。自動調整 
モードのままだと、そのタイヤの 
サスペンションび伸び、タイヤ交 
換びできないことびあります。ま 
た、車をジャッキダウンした後に 
ENR び誤作動し、正常な車高を保 
てな < なります。 


自動調整モードに戻ず 

► スイッチ③を約2秒間押します。 

表示灯④とメーターパネル内 
の@び消なします。 

I 知識 

自動調整停止モードで走り出した 
とさは、走行速度び約 3km/h を超 
えると自動調整モードに戻ります。 


警告 A 


メーターノ くネルの@び点滅または 
点灯している状態で走行すると、 
サスペンションを損傷したり、車 
のコント□ールを失い、事故を起 
こすおそれびあります。メーター 
パネルの@び消灯するまでは、十 
分ま意して走行してください。消 
灯しないとさは、指定サービスェ 
場に連絡してください。 


ENR^H 


rENR の解除_ ] 

じ(下のとさは、 ENR は一時的に解除 
されます。 

► バッテ U —電圧び低下したとさ 
► 車高の上げ下げを繰り返したとさ 

EN 刊まエンジンびかかっていないとさ 
でわ作動しますび、作動しなくなった 
ときは、エンジンを始動してください。 
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運転ずる前に 


ゥィンドゥ 


のー ウインドウ 


パワーウインドウには、フ□ントドア 
ウインドウとベンチレー シヨ ンウイン 
ドウびあります。 

運転席ドアには、すべてのドアウイン 
ドウとベンチレー シヨ ンウインドウを 
開閉するスイッチびあります。 


「フ□ントドアウインドウスイツチ1 



運転席ドアのスイッチ 

① 左側フ□ントドアウインドウスイッチ 

② ち側フ□ントドアウインドウスイッチ 



助手席ドアのスイッチ 

③左側フ□ントドアウインドウスイッチ 
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運転ずる前に 


スイツチは左ちフ□ントドアにあり 
ます。 

エンジンスイツチび1か2の位置のと 
さに開閉でさます。 


フ□ントドアウインドウを開< 

► スイッチ①、③、③を軽く押しま 
す。押している間だけ開さます。 

スイッチを深く押すと、自動で開 
さます。 

途中で停止するときは、スイッチ 
をいずれかの方向に操作します。 

フ□ントドアウインドウを閉じる 

► スイッチ①、③、③を軽く引きま 
す。引いている間だけ閉じます。 

スイッチをいっぱいに引<と、自 
動で閉じます。 

途中で停止するときは、スイッチ 
をいずれかの方向に操作します。 


ま意！ 

• 走行中はフ□ントドアウイン 
ドウから身体を出さないでく 
ださい。けびをするおそれび 
あります。 


-車から離れるとさや洗車のとさ 
は、すべてのウインドウとスラ 
イディングルーフび完全に閉じ 
ていることを確認してください。 

• フ□ントドアウインドウを閉じ 
るとさは、身体や物び挟まれな 
いよラに注意してください。特 
に子供にはま意してください。 
挟まれそラになったとさは、た 
だちにフ□ントドアウインドウ 
スイツチでフ□ントドアウイン 
ドウを開いて < ださい。 


パヮーゥィンドゥ 

• フ□ントドアウインドウを開< 

とさは、フ□ントドアウインド 
ウに身体を寄りかけないでくださ 
し、。フ□ントドアウインドウと 
ドアフレームとの間に身体び引さ 
込まれて、けびをするおそれびあ 
ります。 _ 

-挟み込み防止機能には、挟み込 
みを感知しない範囲びありま 
す。フ□ントドアウインドウを 
閉じるとさは十分ま意してくだ 
さし、。 

知識 

• フ□ントドアウインドウには挟 
み込み防止機能びあります。フ 
□ントドアウインドウび自動で 
閉じているとさに挟み込みなど 
の抵巧びあると、フ□ントドア 
ウインドウびただちに停止し、 

その位置から少し下降します。 


フ□ントドアウインドウは、車 
外からリモコン操作で開閉する 
ことびでさます（3-10)。 
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運転ずる前に 


パワーウインドウ 


フ□ントドアウインドウび自動で開閉 
しないとさ 

ノ（ッテリーあびりやノ くッテリーの交換 
などで、一時的に電源を断たれたとさ 
は、フ□ントドアウインドウび自動で 
開閉しな<なることびあります。この 
ときは、スイッチを軽く引き続けて全 
開にし、そのまま2秒じ(上保持してく 
ださい。この操作を各フ□ントドアウ 
インドウで行なってください。再びフ 
□ントドアウインドウび自動で開閉す 
るよラになります。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 


1ベンチレーシヨンウインドウスイッチ1 






1 


♦ 

運転席ドアのスイッチ 


① 左側ベンチレーシヨンウインドウス 
イッチ 

② ち側ベンチレーシヨンウインドウス 
イツチ 


運転席ドアのスイッチでベンチレー 
シヨンウインドウを開< 

► スイッチ①、③を軽く押します。 
押している間だけ、ベンチレーシ 
ヨンウインドウび外側に開さます。 

スイッチを深く押すと、自動で外 
側に開さます。 

運転席ドアのスイッチでベンチレー 
シヨンウインドウを閉じる 

► スイッチ①、③を引きます。引い 
ている間だけ、ベンチレーシヨン 
ウインドウが閉じます。 


スイッチは運転席ドアと、サードシー 
卜の左ちにあります。 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに開閉でさます。 
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ヴードシート左側のスイツチ 
③ベンチレーシヨンウインドウスイツチ 


ヴードシート左ちのスイッチでベンチ 
レーシヨンウインドウを開< 

► スイッチ③を軽く押します。押し 
ている間だけ、ベンチレーシヨン 
ウインドウび外側に開さます。 

スイッチを深く押すと、自動で外 
側に開さます。 

ヴードシート左ちのスイッチでベンチ 
レーシヨンウインドウを閉じる 

► スイッチ③を引きます。引いてい 
る間だけ、ベンチレーシヨンウイ 
ンドウび閉じます。 


運転ずる前に 


パヮーゥィンドゥ 

ま意！ 

ベンチレーシヨンウインドウを開 
じるとさは、身体や物び挟まれな 
いよラに注意してください。特に 
子供にはま意してください。 


3-81 












運転ずる前に 


ウィンドゥ 


r セーフテイスイッチ_ ] 

ヴードシート左ちのベンチレーシヨン 
ウインドウスイッチによるベンチレー 
シヨンウインドウの開閉操作と、ヴー 
ドシート上方のリアスライディング 
ルーフスイッチによる U アスライディ 
ングルーフ*の開閉操作をでさないよ 
ラにするスイッチです。 

子供をセカンドシートやヴードシート 
に乗せるときに使用してください。 

セーフティスイッチは運転席ドアにあ 
ります。 


み 


運転席ドア 

① セーフ テイスイッチ 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


3-82 


セーフテイスイッチを設定ずる 


► スイッチ①を押して、スイッチ① 
び押された状態にします。 

セーフティスイッチを解除ずる 

► 再度、スイッチ①を押して、スイ 
ッチ①び押されていない状態にし 
ます。 

知識 

セーフティスイッチの設定/解除 
にかかわらず、運転席のスイッチ 
では、ベンチレーシヨンウインド 
ウとリアスライディングルーフの 
開閉操作びでさます。 









フ□ントシートとセカンドシートの上 
方にスライデイングルーフび装備され 
ています。 


知識 

ヴー ド シー ト上方のガラス ルーフ 
は開閉することびでさません。 


運転ずる前に 


スライデイング ルーフ 


r ブラインド* 



フ□ントスライディングルーフ 

①グ U ップ 

フ□ントスライディングルーフ、リア 
スライディングルーフ、サードシート 
上方のガラスルーフには、それぞれブ 
ラインドび装備されています。 


ブラインドを開< 

► グリップ①を上方に押して□ック 
を外し、グ U ップを持ちなびら開 
さます。 

ブラインドを閉じる 

► グ U ップ①を持って閉じ、確実に 
□ックします。 

ま意！ 

ブラインドを開 < とさは、グリッ 
プを持って、ゆっくりと巻き取ら 
せます。手を放すとブラインドな 
どを損傷するおそれびあります。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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運転ずる前に 


スライデイングルーフ 
I フ□ントスライデイン グルー フ 



① 開く 

② 閉じる 

③ チルトアップずる 

④ チルトダウンずる 

⑥フロント/ U ア切り替えスイッチ 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
きに、フ□ントスライディングルーフ 
を操作でさます。 

スイッチはルーフコント□ールパネル 
にあります。 


フ □ントスライディング ルーフを 操作 
ずる 

► フ□ント/リア切り替えスイッチ 
⑥を押します。 

スイッチ⑥の表示灯び消なしてい 
るとさに、フ□ントのスライディ 
ングルーフを操作でさます。 

フ□ントスライデイングルーフをチルト 
アップずる 


► ③の方向に軽く押します。押して 
いる間だけチルトアップします。 


③の方向に強く押すと、自動でチ 
ルトアップします。 


フ □ントスライディング ルーフを 開く 

► ①の方向に軽く操作します。操作 
している間だけ開さます。 

①の方向に強く操作すると、自動 
で開さます。 


フ□ントスライデイングルーフを閉じる 

► ③の方向に軽く操作します。操作 
している間だけ閉じます。 

③ の方向に強く操作すると、自動 
で閉じ、チルトアップした状態で 
停止します。 

または、 

► ④の方向に軽く引きます。引いて 
いる間だけ閉じます。 

④ の方向に強く引くと、自動で開 
じます。 

フ□ントスライデイングルーフをチルト 
ダウンずる 

► ③の方向に軽く操作するか、④の 
方向に軽く引さます。引いている 
間だけチルトダウンします。 

③の方向に強く操作するか、④の 
方向に強く引くと、自動でチルト 
ダウンします。 
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運転ずる前に 


リアスライディング ルーフ 
(前席か5の操作）_ 



前席スイッチ 

① 開く 

② 閉じる 

③ 少し開く 

④ 閉じる 

⑤ フ□ント/ IJ ア切り替えスイッチ 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
きに、リアスライディングルーフを操 
作でさます。 

前席のスイッチはルーフコント□ール 
パネルにあります。 

リアスライディングルーフを操作ずる 

► フ□ント/リア切り替えスイッチ 
⑥を押します。 

スイッチ⑥の表示灯び点灯してい 
るとさに、リアのスライディング 
ルーフを 操作でさます。 

リアスライディング ルーフを 開く 

► ①の方向に軽く操作します。操作 
している間だけ開さます。 

①の方向に強く操作すると、自動 
で開さます。 


スライディング ルーフ 

リアスライディング ルーフを 閉じる 

► ③の方向に軽く操作します。操作 
している間だけ開じます。 

③ の方向に強く操作すると、自動 

で閉じ、少し開いた状態で止まり 
ます。 3 

または、 

► ④の方向に軽く引きます。引いて 
いる間だけ閉じます。 

④ の方向に強く引くと、自動で開 
じます。 

知識 

U アスライディングルーフび閉じ 
ているとさ、または開いていると 
きにスイツチを③の方向に押すと、 

U アスライディングルーフび作動 
し、かし開いた状態で停止します。 

スイツチを③の方向に強く押した 
とさは自動で作動します。 
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運転ずる前に 


スライデイング ルーフ 


リアスライディング ルーフ 
(後席か5の操作） 



後席スイッチ 

① かし開く/全開ずる 

② 少し閉じる/全開ずる 


リアスライディング ルーフを 開く 

► ①の方向に軽く押します。押して 
いる間だけ開さます。 

①の方向に強く押すと、自動で開 
さます。 

知識 

U アスライディングルーフび閉じ 
ているときに、①の方向に強く押 
すと、自動で開さ、少し開いた状 
態で停止します。 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
きに、リアスライディングルーフを操 
作でさます。 

後席のスイツチはリアスライデイング 
ルーフ後方にあります。 


U アスライデイングルーフを閉じる 

► ③の方向に軽く引きます。引いて 
いる間だけ閉じます。 

③の方向に強く引くと、自動で開 
じます。 
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運転ずる前に 


スライデイング ルーフ 


ま意！ 

• 走行中はスライディングルーフ 
から身体を出さないで<ださ 
し^。けびをするおそれびあり 
ます。 

• スライディングルーフを閉じる 
とさは、身体や物び挟まれないよ 
ラに注意してください。特に子 
供には注意してください。 

• スライディングルーフの開口部 
に腰をかけたり、荷物を載せた 
りして大さな力を加えないでく 
ださい。スライディングルーフ 
を損傷するおそれびあります。 

-車から離れるとさや洗車のとさ 
は、ウインドウとスライディン 
グルーフび完全に閉じているこ 
とを確認してください。 

• スライディング ルーフのシール 
部を損傷しないよラに注意して 
ください。車内に水や雨などび 
漏れるおそれびあります。 


• 雨や雪が降った後でスライディ 
ングルーフを操作するときは、 
ルーフ上の水や雪などを取り除 
いてください。車内に水や雪な 
どび入るおそれびあります。 

• ルーフラックを取り付けている 
とさは、スライディングルーフ 
を開かないでください。ルーフ 
ラックに当たり、スライデイン 
グルーフやルーフラックを損傷 
するおそれびあります。 


知識 

• スライディングルーフを開いて 
走行してし^るとき、走行風の影 
響などで空気の振動を感じる場 
合は、スライディングルーフの 
開度を変えるかウインドウを少 
し開くと、解消することびあり 
ます。 

• スライディングルーフには挟み 
込み防止機能びあります。スラ 
イディングルーフび自動で閉じ 
ているとさに挟み込みなどのお 
巧:びあると、スライディング 
ルーフびただちに停止し、その 
位置から少し開さます。 
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運転ずる前に 


スライデイング ルーフ 


スイッチで開閉でをないとさ 
(フ□ントスライディングルーフ） 

バッテリーあびりを起こしたり、スラ 
イディングルーフの故障でスイッチで 
の開閉びでさないとさは、手動で閉じ 
ることびでさます。 

ま意！ 

手動で閉じるときは、スライディ 
ングルーフスイッチに触れないで 
ください。 万一 、スライディング 
ルーフび動さ出すとけびをするお 
それびあります。 



1 UL の]〇みリ 


①ヵ バー 

スライデイングルー フを閉じる/ チル 
トダウンずる 

►車載工具 （6-4) の専用レンチ③と 
ドライバーなどを用意します。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► カバー①の矢印の位置にドライバー 
などを差し込み、カバーを取り外し 
ます。 

I 知識 

ドライバーなどの先端を布切れな 
どで覆ラと、カバーやスイッチの 
損傷を防ぐことびでさます。 



② 専用レンチ 

③ 手動駆動部 


► 専用レンチ③を手動駆動部③に止 
まるまで差し込みます。 

► 専用レンチ③を時計回りにまわし 
ます。 

スライディングルーフを手動で閉じ 
たりチルトダウンした後は、スライ 
ディングルーフを U セツトしてくだ 

さい（3-90)。 
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スイッチで開閉でさないとさ 
(リアスライディングルーフ） 


バッテリーあびりを起こしたり、スラ 
イディングルーフの故障でスイッチで 
の開閉びでさないとさは、手動で閉じ 
ることびでさます。 

の 

ま意！ 


手動で閉じるときは、スライディ 
ングルーフスイッチに触れないで 
ください。万一、スライディング 
ルーフび動さ出すとけびをするお 
それびあります。 

① 内張り 

② 専用レンチ 

③ 手動駆動部 


運転ずる前に 


スライディング ルーフ 

► 車載工具 （6-4) の専用レンチ③ 

とドライバーなどを用意します。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

► 内張り①を下方へ取り外します。 

3 

知識 — 

内張りを取り外すときは、ドライ 
バーなどの先端を布切れなどで覆 
ラと、内張りやスイッチの損傷を 
防ぐことびでさます。 

► 専用レンチ③を手動駆動部③に止 
まるまで差し込んで専用レンチを 
まわします。 
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運転ずる前に 


スライディング ルーフ 

スライディング ルーフを 閉じる 

► 時計回りにまわします。 

スライディングルーフを手動で閉じ 
た後は、スライディングルーフを U 
セツトしてください。 


スライディング ルーフの リセット 

► エンジンスイッチを1か2の位置に 
します。 

► スイッチを操作して、スライディ 
ングルーフを全開にします。 

► スイッチを操作して、スライディ 
ングルーフを全開にし、そのまま 
約 3 秒間スイッチを押し続けます。 


ま意！ 

. 専用レンチは確実に奥に差し込 
み、操作時は駆動部に押し付け 
るよラにしなびらまねしてくだ 
さい。確実に差し込まれていな 
いと、駆動部を損傷したり、け 
びをするおそれびあります。 

. 専用レンチで容易に駆動部びま 
わせないとさは、スライディン 
グ ルーフのレール 部分に異物び 
かみ込んでいることびあります。 
無理に動かさずに異物を取り除 
いて <ださい。 

• スライディングルーフのリセツ 
卜びでさないとさは、指定ヴー 
ビスエ場で作業を行なつてくだ 
さし、。 
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運転ずる前に 


II ■ 


ルームミラー I 

警告 

A 

ミラー類は必ず走行前に、 

後方び 


十分確認でさるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整すると、事 
故を起こすおそれびあります。 



①防眩切り替えノブ 


ルームミラーを調整ずる 

► 手でミラーの角度を調整します。 

► 後続車のライトび較しいとさは、 

防眩切り替えノブ①を前後に切り 
替えて使用します。 

3 
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運転ずる前に 




1ドアミラー 


警告 

A 


S ラー類は必ず走行前に、後方び 
十分確認でさるよラに調整してく 
ださい。走行中に調整すると、事 
故を起こすおそれびあります。 


注意！ 

• ドアミラーに写った像は実際よ 
りも遠くにあるように見えま 
す。ドアミラーで後方を確認す 
るとさは、距離感に十分注意し 
てください。 


「ドアミラーの角度調整 



① 調整スイッチ 

② ドアミラー選択スイッチ（ち側) 

③ ドアミラー選択スイッチ（左側) 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに調整でさます。 

ドアミラーの角度を調整ずる 

► ドアミラー選択スイッチを、調整 
したし^ミラー側③（ち側）または 
③（左側）に押します。 

► 調整スイッチ①を操作して、ドア 
ミラーの角度を調整します。 

I 知識 

ドアミラーは、外気温度び下がる 
と自動的に温められ、凍結を防ざ 
ます。 


-ドアミラーには死角びあります。 
車線変更をするとさは、ルーム 
S ラーで後方を確認するだけで 
な<、必ず肩ごしに直接斜め後 
方を確認してください。 
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運転ずる前に 




ドアミラーの格納/展開 



① 格納/展開スイッチ 

② ドアミラー選択スイッチ（ち側） 

③ ドアミラー選択スイッチ（左側） 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに格納/展開でさます。 


ドアミラーを格納ずる 

► ドアミラー選択スイッチを中立の 
位置にします。 

► スイッチ①の下側を押し続けます。 

ドアミラーを展開ずる 

► ドアミラー選択スイッチを中立の 
位置にします。 

► スイッチ①の上側を押し続けます。 

注意！ 

• ドアミラーは、手で格納したり 
展開したりしないでください。 
ドアミラーを損傷するおそれび 
あります。 

-走行するときはドアミラーを展 
開の位置にしてくださし、 

-ドアミラーの格納/展開操作を 
しているときは、身体や物び挟 
まれないよラに注意して<ださ 
し、車の周囲に子供びいるとさ 
は、特に注意してください。 


. 洗車機を使用するときはドアミ 
ラーを格納してください。ドア 
ミラーを損傷するおそれびあり 
ます。 

• ドアミラーは車体の側面から突 
さ出ています。すれ違いや車庫 3 
入れのとさに注意してください。— 
また、歩す3者などに十分注意し 
てください。 

-ドアミラーの巧れを取るときに 
ガラスク U —ナーを使用すると 
さは、必ず指定サービスエ場に 
ご相談ください。 

知識 

エンジンを停止して停車している 
とさに歩行者などび当たり、ドア 
ミラーびわずかに巧びった場合、 

次にエンジンを始動して速度び約 
2已 km / h に達すると、ドアミラー 
び走行時の位置に戻ります。 完全 
に戻らないときは、スイッチ①で 
戻してください。 
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運転ずる前に 





① □ック解除 レバー 

② ステア U ング上下の調整位置 

③ ステア U ング前後の調整位置 


ステアリングの位置を調整ずる 

► ステアリング下側の□ック解除レ 
バー①を下げます。 

► 上下位置を調整するとさは、ステ 
アリングを矢印③の方向に動かし 
ます。 

► 前後位置を調整するとさは、ステ 
アリングを矢印③の方向に動かし 
ます。 


► 調整び終わったら、□ック解除レ 
バー①を上げて、ステアリングを 
□ックします。 

調整後はステアリングび確実に□ック 
されていることを確認してください。 

ま意！ 

• ステアリングをいっぱいに切っ 
た状態を長 < 保持しないで < だ 
さい。ステアリング装置を損傷 
するおそれびあります。 

• 故障などでエンジンを停止して 
けん引されるとさは、十分ま意 
してください。エンジンが停止 
していると、通常のとさに比べ 
てステアリング操作に非常に大 
さな力び必要です。 


A 


• ステアリングの位置調整は、必ず 
走行前に行なってください。走 
行中に調整すると、事故を起こ 
すおそれびあります。 

• 走行中はステアリングのパッド 
部を持たないでください。万一 
のとさ、エアバッグの作動を妨 
げるおそれびあります。 

• ステア U ングのパッド部に力 
バーをしたり、バッジ、ステッ 
カー、オーデイオの U モコンな 
どを貼り付けないでください。 
エアバッグの作動を妨げたり、 
作動時にけびをするおそれびあ 
ります。 
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運転ずる前に 


ボンネッ 



①ボンネット□ック解除レバー 

ボンネットを開< 

► 助手席側のインストルメントパネ 
ルの下にあるボンネット□ック解 
除レノ く一①を手前に弓 I きます。 



②レバ ー 


► ボンネットを少し上げ、ボンネッ 
卜とグリルのすさ間に手を入れ、 
レバー③を上げます。 

► ボンネットを持ち上げて保持し 
ます。 


ボンネットの□ックび解除され 
ます。 


I I ■ 



③ ホルダー 

④ アーム 

⑥ボンネット裏側の凹部 


► アーム ④を ホルダー ③ から外し、 
ボンネット裏側の凹部⑥に差し込 
みます。 


3-95 






























運転ずる前に 




A 


• ボンネットから炎や煙び見えた 
とさは、ボンネットを開かない 
でください。乂傷をするおそれ 
びあります。 

• 走行中はボンネット□ック解除 
レバーを引かないでください。 
ボンネットび開いて事故を起こ 
すおそれびあります。 

-エンジンを始動しているとさや 
エンジンびかかっているとさ、 
エンジンスイッチが2の位置の 
とさは、エンジンルーム内には 
手を触れないでください。高電 
圧の発生部分や高温部分、回転 
している部分びあり、それらに 
触れると非常に危険です。 


• エンジンスイッチからキーを抜 
いていてわ、冷却水の温度び高 
いとさはエンジンフアンなどが 
自動的に回転することびありま 
す。エンジンフアンなどの回転 
部分には身体や物を近づけない 
で < ださい。 


ま意 

• ワイパーアームを起こしたまま 
ボンネットを開かないで<ださ 
し、ボンネットとワイパーび接触 
し、損傷するおそれびあります。 

-強風のときにボンネットを開く 
と、風にあおられ、ボンネット 
び不意に下びるおそれびありま 
す。風の強い曰には十分にを意 
してください。 

また、ボンネットに雪び積もっ 
ているときわ同様に注意してく 
ださい。 

• ボンネットのアームはエンジン 
ルームの熱で熱<なっているこ 
とびあります。触れるときは、 
布などを使用して、十分に注意 
してください。 


3-96 





運転ずる前に 


I I ■ 


ボンネットを閉じる 

► ボンネットを少し上げなびら 、了一 
ム④をボンネット裏側の凹部⑥から 
外し、ホルダー③に固定します。 

► ボンネットを下げ、グリルまでの 
距離び約 3 日 cm になったところで 
手を放し、自然に落下させます。 

► ボンネットを軽く引さ上げ、確実 
に閉じているかを確認します。ボ 
ンネットび完全に閉じていないと 
さは、再度ボンネットを開き、も 
ラ少し高い位置から落下させて< 
ださい。 


A 


運転する前に、ボンネットが確実に 
閉じていることを確認してくださ 
い。運転中にボンネットび開いて事 
故を起こすおそれびあります。 


ま意！ 

• エンジンルーム内に物を置いた 
ままボンネットを閉じると、ボ 
ンネットび変形するおそれびあ 
ります。 

-ボンネットを押さえ付けないで 3 
ください。ボンネットび変形す 
るおそれびあります。 

-ボンネットを閉じるとさは、身 
体や物を挟まないよラに注意し 
てください。 
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運転ずる前に 


■ I 11| 11111 


燃料給油 □ 


燃料給油口は助手席ドアの下部にあり 
ます。 

燃料給油ロフラップは、助手席ドアび 
開いているとさに、開閉することびで 
さます。 

注意！ 

燃料給油ロフラップを閉じる前に 
助手席ドアを閉じると、燃料給油 
□フラップを閉じることびでさま 
せん。 



②燃料給油ロフラップ 

燃料給油□フラップを開< 

► 助手席ドアを開きます。 

► 燃料給油ロフラップ②を開きます。 
► 助手席ドアを閉じます。 

警告 A 

燃料給油中は助手席ドアを開閉し 
ないでください。助手席ドアと給 
油ノズルび接触し、給油ノズルび 
外れると火災び発生するおそれび 
あります。 


キャップを取り外ず 

► キャップを反時計回りに少しゆる 
めてタンク内の圧力を抜さます。 

► 圧力び抜けたら、さらに反時計回り 
にまわして、給油□から外します。 

► キャップを燃料給油ロフラップ③ 
の裏側にあるホルダー①に差し込 
みます。 

キャップを取り付ける 

► キャップを燃料給油口に合わせ、 
時計回りにまわして閉じます。 

キャップび確実に固定されている 
ことを確認してください。 

燃料給油□フラップを閉じる 

► 助手席ドアを開きます。 

► 燃料給油ロフラップ③を閉じます。 
► 助手席ドアを閉じます。 
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運転ずる前に 


A 


• エンジンをかけたまま給油しな 
いでください。乂災び発生する 
おそれがあります。 

-周囲にガソリンがあるとさやガ 
ソリンの巧いびするときは、ミ夫 
して火気を近づけないでくださ 
し、。火災び発生するおそれびあ 
ります。 


注意！ 

• 燃料は無鉛プレミアムガソリン 
(8-12) を使用してください。 

-給油ノズルび最初に自動停止 
した時点で給油を停止してく 
ださい。 

燃料を入れすざるとエンジンび 
不調になったり、停止すること 
びあります。 

-燃料をこぼさないよラにしてく 
ださい。燃料び車の塗装面に重 
れたときは、すぐに拭き取って 
ください。塗装面を損傷するお 
それびあります。 


燃料給油 □■ 

知識 

燃料給油ロフラップを開いた車体 
側にタイヤ空気圧ラベルび貼付さ 
れています。タイヤ空気圧ラベル 
の見かたについては （7-16) をご 
覧ください。 3 
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運転ずる前に 


盗難防止警報システム 


盗難防止警報システム 



①表示灯 


盗難防止警報システムび待機状態のと 
さに、ドアやテールゲートび開けられ 
たり、ボンネットの□ックび解除され 
ると警報び作動します。 


システムを待機状態にずる 

► U モコン操作で施錠します。 

表示灯①び点滅します。 

システムび待機状態のときは、表 
示灯①び点滅を続けます。 

知識 

リモコン操作で施錠した後、エマー 
ジェンシーキーで助手席ドアを解錠 
して開いたり、テールゲート裏の 
□ック解除ノブでテールゲートを解 
錠して開くと警報び作動します。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


ま意！ 

-システムを待機状態にするとき 
はボンネットび確実に閉じてい 
ることを確認してください。ボ 
ンネットの□ックび解除された 
状態でシステムを待機状態にし 
たとさは、ボンネットび開けら 
れてち警報は作動しません。 

• システムが待機状態のときに車 
内からドアや テールゲー トを開 
いたり、ボンネット□ック解除 
レバーで ボンネットの□ックを 
解除すると警報び作動します。 
車内に人びいるときは待機状態 
にしないで < ださい。 

-盗難防止警報システムを待機 
状態にしても、表示灯①び点滅 
しない場合は、システムび故障 
しています。指定サービスエ場 
で点検を受けてください。 
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運転ずる前に 


システムの待機状態を解除ずる 

► U モコン操作で解錠します。 
待機状態は解除されます。 


警報の作動 


システムび待機状態のとき、(下のよ 
ラな状況を感知すると警報び作動し 
ます。 

-ドアび開けられたとさ 
-テールゲートび開けられたとさ 

• ボンネットの□ックび解除された 
とさ 

警報び作動すると、サイレンび約3日 
秒間鳴り、非常点滅灯び通常の約2倍 
の速さで数分点滅します。 

また、ルームランプなども点灯します。 


盗難防止警報システム ■ 

警報び作動したとさの解除方法 

► キーの fa か ra を押すか、エンジ 
ンスイッチにキーを差します。 

知識 

ドアや テールゲー トび開けられた Q 
り、ボンネットの□ックび解除さ — 
れて警報び作動したとさは、それ 
らをすぐに閉じても、警報は解除 
されません。 
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運転ずる前 




メーター 


[メーター 



3-102 


© 












運転ずる前に 


r ①リセットボタン_ I 

オドメーターや各種設定項目をリセッ 
卜するとさに使用します。 

I ⑤ ディスプレイボタン I 

マルチフアンクシヨンディスプレイ⑦ 
を表示させるときに使用します。 

I ⑤ メーター照度調節ボタン I 

周囲び暗いとさに明るさを調整でさ 
ます。 

明るさを調節ずる 

► 日月る<するとさは、ボタン©を押 
します。 

► 暗くするとさは、ボタン©を押し 
ます。 


r ④燃料残量警告'灯_ ] 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、数秒後に消灯します。 

点灯後に消灯しないとさは燃料の残量 
び少なくなっています。 

警告灯び点灯したとさの残量は約9 U 
ットルです。 

知識 

走行前に燃料の残量び十分あるこ 
とを確認してください。高速道路 
や自動車専用道路などでの燃料切 
れは道路交通法違反になります。 


メーター 

I ⑥燃料計 I 

燃料の残量を示します。 

燃料タンク容量は約7己リットルです。 

I 注意！ 

給油のとさはエンジンを停止して ^ 
ください。 


3-103 















運転ずる前 





r ⑥スピードメーター _ ] I ⑦マルチフアンクシヨンディスプレイ1 

車の走行速度を表示します。 各種設定画面や故障/警告メッセー 

ジなどを表示します。 

マルチフアンクシヨンディスプレイは 
じ(下のとさに表示されます。 

-運転席ドアを開いたとさや閉じた 
とさ（約30秒後に消灯） 

•⑩、©、©、©のいずれかのボタ 
ンを押したとさ（約3日秒後に消 
灯） 

• エンジンスイッチを1か2の位置に 
したとさ 

. 車外ランプを点灯させたとさ 
詳しくは （3-1 06〜）をご覧ください。 


r ⑥タコ メータ~_ I 

] 分間あたりのエンジン回転数を表示 
します。 
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運転ずる前に 




表示口と警告'灯 

ノ Vイビーム表示な 
(4-19) 



□ □ 


方向指示表示'灯 
(4-21) 


ESP 表示'灯 
(4-34) 

〇 電装品ボックス冷却用ファ 
ン警告な (9-12) 



因 


ENR 表示'灯* 
(3-75) 



シートベルト警告'灯 
に- 8) 


■aal 


充電警告'灯 
(6-32) 



ブレーキパッド摩耗警告な 
(4-29) 


圆 


BAS / ESP 警告'灯 
(4-33、 4-34) 


(®) 


ABS 警告'灯 
(4-31) 


ISI 


エンジン警告'灯 
(4-3) 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 




エンジンオイル量警告'灯 
(7-7) 


SRS 


エアバッグシステム警告'灯 
に-1 0) 


冷却水量/冷却水温度警告'灯 3 
(7-5) — 


1^*1 


冷却水量警告'灯 
(9-13) 


(喊 PARK 


パーキングブレーキ 
表示'灯 (4-28) 


(①) BRAKE 


ブレーキ警告'灯 
(4-29、 7-10) 
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運転ずる前 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ンディスプレイ 


r ステアリングスイッチ 



スイッチの名称 

①設定スイッチ/音量スイッチ 

n サブ画面表示中に、設定項 
B 目を選択したり、機能の才 
ン/オフを選択します。 

各メイン画面とオーディ 
才画面表示中に操作する 
と、音量を調節でさます。 

③通話開始/終了スイッチ（電話） 

S 電話を受信/切断するこ 
^とびでさます。 


③表示切り替えスイッチ 

1^ メイン画面を選択します。 

国 


④スク□ールスイッチ 

0選択したメイン画面内の 
Eg サブ画面を切り替えます。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 


注意！ 

走行中にステアリングスイッチを 
操作するとさは、直進時に行なつ 
て<ださい。ステア U ングをまわ 
しなびらスイッチを操作すると、 
事故を起こすおそれびあります。 

電話の操作については、別冊「マルチ 
フアンクシヨンコント□—ラー」の取 
扱説明書をお読みください。 
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運転ずる前に 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 

マルチフアンクシヨンディスプレイで 
は、車の情報や故障の表示および各種 
の設定をすることびでさます。 

下のよラに主要な機能び 7 種類あ 
ります。 

3 

① 車両情報 3-108 — 

③オーディオ 3-1] 已 

③ ナビゲーシヨン 3-1 16 

④ 故障表示 3-116 

⑥各種設定 3-118 

⑥ トリップコンピユーター 3-128 

⑦ 電話 3-131 


より異なることびありまず。また、予告なく変更される場合びありまず。 


メイン画面一覽 



《マルチフアンクシヨンディスプレイに表示されるメッセージや表記などは、仕様-装備に 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


車両情報 



①車両情報メイン画面 

3-108 

③走行速度表 7 J \ 画面 

3-109 

③メンテナンスインジ 
ケーター画面 

3-1 10 

④エンジンオイル量点検 
画面 

3-1 13 


車両情報メイン画面 



① トリップメーター 

② オド メーター 

③ シフト位置/ギアレンジ表示 

④ 時計 

⑥外気温度/走行速度表示 

トリップメーター 

トリップメーター①は、 U セット後の 
走行距離を表示します。 

オドメーター 

オドメーター②は、これまでに走行し 
た距離の総合計を表示します。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 


トリップメーターをリセットずる 
(0 に戻ず） 

► リセットボタン （3-103) を、表 
示び日になるまで押し続けます。 

シフト位置/ギアレンジ表示 

シフト位置/ギアレンジ表示③は、 
オートマチックトランスミッシヨンの 
シフト位置、またはギアレンジを表示 

します（4-6、4-7)。 

I 知識 

シフト位置/ギアレンジ表示は、 
エンジンスイッチび2の位置のと 
さに表示されます。 

時計 

時計④の時刻は、マルチファンクシヨ 
ンコント□ーラーに連動して自動的に 
調整されます。 

手動で調整することはでさません。 


3-108 
































運転ずる前に 


が気温度/走行速度表示 

外気温度/走行速度表示⑥は、外気温 
度または走行中の速度を表示します。 

表示の切り替えは各種設定の"インス 
トウルメントパネル"の"デイスプレ 
イ下段の表示設定画面" （3-122) で 
行ないます。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、 


A 


温度表示が crcii (上でわ、路面び凍 
結していることびあります。走行に 
は十分ま意してください。 

注意！ 

外気温度の上昇や下降は、少し遅 
れて表示に反映されます。 

知識 

温度をフ□ントノ くンノ V ° —付近で測定 
しているため、温度表示は路面から 
の蘭射熱などの影響を受けます。し 
たびって、温度表示び実際の外気温 
度と異なることびあります。 


予告なく変更されることびあります。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


走れ速度お 7F 画面 



走行中の速度を表示します。 


表示させる 

► 國または固を押して、車両情報 
メイン画面を表示させます。 

► 0または因を押して、走行速度 
表 TJX 画面を表 7 J \ させます。 

知識 

走行速度の表示単位を KM/H 表示ま 
たは MPH 表示に切り替えることび 
できます（3-121)。 
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運転ずる前 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


メンテナンスインジケーター画面 



走行距離や経過時間などに応じて、 
メーカー指定点検整備の実施時期を表 
TJX します。 


メンテナンスインジケーター画面び表 
示されたとさは、メーカー指定点検整 
備を行なってください。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、 


手動で確認ずる 

エンジンスイツチび1か2の位置のと 
さに表示することびでさます。 

► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させます。 

► ra または ra を押して、メンテナ 
ンスインジケーター画面を表示さ 
せます。 


自動表示機能 

次のメーカー指定点検整備実施曰の 
約] 日日 前 か 約] ，日日日 km 前になる と、 
エンジンスイッチを2の位置にしたと 
きや走行中に、メンテナンスインジケ 
一夕一画面び自動的に表示されます。 

表示メッセージ 

表示メッセージは、日頃の運転スタイ 
ルなどに応じてじ(下のように変化し 
ます。 


-点検実施前の表示例 

"メインテナンス A アト XX I チ" 

"メインテナンス目アト XX こチ" 

"メインテナンス A アト XX KM " 

"メインテナンス目アト XX KM " 

-点検実施時期になつたとさの表示例 

"メインテナンス A シ''ッ]ウシマス!" 

"メインテナンス目シ''ッ]ウシの!" 


予告なく変更されることびあります。 
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点検実施時期を週ざたとさ 

実施時期を過ざたとさは、表示メッ 
セージの距離または日数の前に-(マ 
イナス）び付さ、エンジンスイッチを 
2の位置にしたとさに、その表示び約 
] 日秒間点滅します。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、 


運転ずる前に 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ま意！ 

• メンテナンスインジケーター 
は、エンジンオイル量の警告表 
示やエンジンオイル量表示では 
ありません。 

-メーカー指定点検整備を期限ま 
でに行なわなかった場合は、保 
証などの対象外になることびあ 
ります。 


知識 

-"メインテナンス A " または"メインテナンス目" 

は、次回のメーカー指定点検整 
備の内容を示すわので、どちら 
び表示されるかは曰頃の運転ス 
タイルや走行距離などにより異 3 

なります。 — 

-メンテナンスインジケーターび 
自動的に表示される時期は一定 
ではなく、運転スタイルや走行 
距離などにより変わります。 

エンジン回転数を適度に保ち、 
短距離短時間の運転を避ける 
と、次のメーカー指定点検整備 
の実施時期までの走行距離び伸 
びることびあります。 

• バッテリーの接続を外している 
間の経過曰数は、加算されま 
せん。 


予告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


メンテナンスインジケー ターの リセット 

メーカー 指定点検整備の実施後に、指 
定ヴービスエ場でメンテナンスインジ 
ケーターを IJ セッ トして < ださい。 

U セット後、次回メーカー指定点検整 
備までの基本サイクルは、走行距離で 
は]己， 0 日日 km 、 日数では 36 己曰に設 
定されます。いずれか先に達する距離 
または時期を次回のメーカー指定点検 
整備時期として表示します。 


メンテナンスインジケーターをリセット 
ずる 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

► またはを押して、車両情報 
メイン画面を表示させます。 

► ra または0を押して、メンテナ 
ンスインジケーター画面を表示さ 
せます。 

► U セットボタン （3-103) を押し 
ます。 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"メインテナンスインタ- A '' ル3リセットシの 
力？シ''ッ]ウ A R ホ''タン3オシマス"と表示さ 
れます。 


► 再度、リセットボタンを押します。 

マルチフアンクションディスプレ 
イに"メインテナンスリセットオ巧クタ''サイ!"と 
表示されます。 

数秒後、確認音び鳴り、マルチフ 
アンクションディスプレイに"メインテ 
ナンスインタ- A '' ル3リセットシの夕"と表示さ 
れ、リセットされます。 

注意！ 

メンテナンスインジケーターの表 
示などに異常びあるとさは、すみ 
やかに指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 

知識 

• リセット画面び表示されてから 
約]日秒間リセットボタンを押 
さずにいると、元の画面に戻り 
ます。 

• メンテナンスインジケーターを 
誤ってリセットしたときは、指 
定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さい。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前に 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


エンジンオイル量点検画面 



エンジンオイルの量を点検し、表示し 
ます。 

注意！ 

運転前に必ずエンジンオイル量を 
点検してください。 


エンジンオイル量の点検 

► 安全で水平な場所に停車します。 

► エンジンを始動して、エンジンオ 
イルを温めます。 

► エンジンを停止して、約己分ほど 
待ちます。 

► エンジンスイッチを2の位置にし 
ます。 

知識 

マルチフアンクシヨンディスプレ 
イに"エンシ''ンオイルレへ''ルソクテイ A イク'' I ッシ 
ヨンオン!"と表示されたときは、エン 
ジンスイッチを2の位置にしてくだ 
さい。 


► 國または固を押して、車両情報 
メイン画面を表示させます。 

► 0または ra を押して、エンジン 
オイル量点検画面を表示させます。 

マルチフアンクションディスプレ 
イに"タタ'' シイソクテイ A シャリョウカ'' スイへイノ 3 

トキノミカノウテ''ス!"と表示され、次に、 

"エンシ''ンオイルレへ''ルソクテイチュウテ''ス!"と表 
示されます。 

I 知識 

エンジンを停止してからの待ち時間 
び足りないときは、マルチフアン 
クションディスプレイに"ケ''ンサ''イソ 
クテイ A フカノウテ''ス!"と表示されます。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


点検結果に応じて、(下のいずれかの 
メッセージび表示されます。 



このときは、エンジンオイル量は適正 
です。 


エンシ、、ンオイル 因 

1 .0 リッタ-ツイカシテクタ''サイ 



このとさは、エンジンオイルを約1.日 
リットル補給してください。 

知識 

• 補給するエンジンオイル量に応 
じて、表示される数値び変わり 
ます。 

• エンジンオイルの補給について 
は (7-8) をご覧ください。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 


エンシ、、ンオイル 因 

オイルヲヌイテクタ''サイ 



このとさは、エンジンオイルび多すざ 
ます。 

運転を中止して、エンジンオイルの量 
を適正にしてください。 

I ま意！ 

エンジンオイルび多すざると、エ 
ンジンや兰元触媒コンバーターを 
損傷するおそれびあります。 
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運転ずる前に 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 



このときは、エンジンオイルレベルび 
安定していません。約 3 日分ほど待ち、 
オイルレベルび安定してから点検をや 
り直してください。 


注意！ 

エンジンびかかっているとさに、マ 
ルチフアンクションディスプレイ 
にエンジンオイルに関する故障/ 
警告メッセージび表示されたとさ 

は （9-1 9、 20) をご覧ください。 

知識 

エンジンびかかっているときは、エ 
ンジンオイル量を点検でさません。 
マルチフアンクションディスプレ 
イに"エングンオイルレ/ V 'ルソクテイ A エングンテ 
イシチュウノミカノウ!"と表示されます。 


「イー了ィィ^ 



① 選択周波数 

② プ U セツト番号 

オーディオ（ラジオ、 CD など）の使 
用時にそれぞれの情報を表示します。 

オーディオのメイン画面表示中に、 
ra または0を押すと、ラジオの選 
局、 CD の選曲などびでさます。 

詳細については、別冊「マルチフアン 
クシヨンコント□ーラー」の取扱説明 
書をお読みください。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 


3-115 


















運転ずる前 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


「ナビゲ—シ ヨン 



マルチフアンクシヨンコント□ーラー 
のナビゲーシヨン機能で目的地を設定 
したときに、ルート案内をマルチフ 
アンクシヨンディスプレイに表示す 
ることびでさます。 

詳細については、別冊「マルチフアン 
クシヨンコント□ーラー」の取扱説日月 
書をお読みください。 


r 故障表示 



①故障件数画面 

車両に故障や異常び起さたとさ、車の 
状態びメッセージで表示されます。 


故障メッセージがないとさ 

故障びないときは、 "] ショウカ'' 0" と表示 
されます。 

自動表示機能 

走行中に故障び起さたとさは、故障メ 
ッセージ画面び自動的に表示され 
ます。 

画面を切り替えるときは0または 
0を押します。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前に 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


故障メッセージを確認ずる 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに表示することびできます。 

► MBI または 面11 をキ甲して、故障件数 
画面①を表示させます。 

故障件数び数字で表示されます。 

► ra または ra を押して、故障メッ 
セージ画面を順番に表示させます。 
すべて表示されると、故障件数画面 
に戻ります。 


リセット 

エンジンスイッチを0の位置にする 
と、重要度の高いメッセージを除さ、 
故障メッセージの表示び消えます。た 
だし、故障状況び変わらない場合は、 
次にエンジンを始動したとさに再びメ 
ッセージび表示されます。 


ま意！ 

-表示される故障や不具合は一部 
の限られた装備についてであ 
り、表示される内容わ限られて 
います。故障や不具合の表示は 
運転者を支援するちのです。発 3 
生した故障に対処して車の安全— 
性を確保する責任は運転者にあ 
ります。 

-故障/警告メッセージび表示さ 
れたとさは、必ず指定サービス 
工場で点検を受けてください。 

-表示される故障/警告メッセー 
ジについては （9-1 4〜）をご 
覧ください。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


[各種設定 


の 

向 

© 

セッティ八 

— ► 

セッティ 

テイシチュウノミカノウテ''ス 

ラン フ。 巧 

シャ リョウ H 

の 


① 各種設定メイン画面 

② 設定グループ選択画面 


I 注意！ 

走行中でわ設定を変更することび 
でさますび、安全のため、必ず停 
車中に操作してください。 

I 知識 

各種設定画面び表示されてから約 
] 日秒間何も操作しないと、車両情 
報メイン画面 （3-108) に切り誓 
ねります。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 


各種設定メイン画面 



メイン画面を表示させる 

► 國または固を巧して、各種設定 
メイン画面を表示させます。 
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運転ずる前に 


設定グループ選択画面 



設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面表示中に0 
を押して、設定グループ選択画面 
を表示させます。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、 


設定グループを選択ずる 

► ■■または D を押して、設定グル 
ープを選択します。 

► 選択したグループ名を確認して、 
0を押すと、選択したグループ 
内の最初の設定項目画面び表示さ 
れます。 


予告なく変更されることびあります。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 

設定項目画面を選択ずる 

選択した設定項目画面の数値や設定を 
変更でさます。 

► ra または ra を押すと、次の設定 
項目画面び表示されます。 

► またはを押すと、次のメイ^ 
ン画面び表示されます。 
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運転ずる前 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


インストウルメントパネル 



① 

各種設定メイン画面 

3-1 18 

③ 

設定クループ選択画面 

3-119 

③ 

温度単位設定画面 

3-121 

④ 

スピードメーター単位 
設定画面 

3-121 

⑥ 

ディスプレイ言語設定 
画面 

3-1 22 

⑥ 

ディスプレイ下段の表 
示設定画面 

3-1 22 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面を表示させま 

す （3-1 18)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
ra を押して、設定グループ選択画 
面③を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または〇を押して、インスト 
ウルメントパネルを選択します。 

► 0を押します。 

インストウルメントパネルの最初 
の設定項目画面が表示されます。 
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運転ずる前に 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 



外気温度の表示単位の設定をすること 
びでさます。 

► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
速度と走行距離の表示単位の設定をす 
ることびでさます。 

► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


ま意！ 

マルチフアンクシヨンデイスプレ 
イの表示単位びマイル表示になっ 
ていると、誤って速度を超過する 
おそれびあります。必ず KM/H 表 
示を選択してください。 3 

知識 

] マイル ( MPH ) は約]. 6 km/h で 
す。マイルを選択するとトリップ 
メーター やトリップ コンピュータ 
一などわマイル表示になります。 


表示 

設定内容 

表示 

設定内容 

で 

摂氏表示になります。 

KM 

KM/H 表示になります。 

T 

華氏表示になります。 

マイル 

MPH 表示になります。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


ディスプレイ言語設定画面 


ディスプレイ下段の表示設定画面 



ディスプレイに表示する言語の設定を ディスプレイ下段の表示の設定をする 
することびでさます。 ことびでさます。 

► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 


ディスプレイ左下の 

ソ外ク 

表示び走行速度にな 
ります。 


ディスプレイ左下の 

力''イキオンド 

表示び外気温度にな 
ります。 


表示 

設定内容 

ENGLISH 

英語表示になります。 

ニホン]、、 

日本語表示になります。 
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運転ずる前に 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


[ラで 



① 

各種設定メイン画面 

3-1 18 

③ 

設定 グループ 選択画面 

3-1 19 

③ 

へッ ドランプ点な モー 
ド設定画面 

3-124 

④ 

□ケイ ター ライティン 
ク機能設定画面 

3-1 2己 

⑥ 

車外ランプ消巧遅延機 
能設定画面 

3-1 2己 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面を表示させま 

す （3-1 18)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
ra を押して、設定グループ選択 
画面③を表示させます。 3 

設定グループを選択ずる 

► ■■または〇を押して、ランプを 
選択します。 

► 0を押します。 

ランプの最初の設定項目画面び表 
示されます。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
へッドランプ点'灯モード設定画面 



へッドランプの点灯モードの設定をす 
ることびでさます。 

► ■■ または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、 


表示 

設定内容 


手動点灯モードです。 

にユアル 

へッドランプなどを 
点灯するときはラン 
プスイッチを操作し 
ます。 


日本ではこのモード 
に設定してください。 


常時点なモードです。 

ツネニオン 

エンジンを始動する 
と、へッドランプな 
どび常に点なします。 


知識 

-常時点灯モード（ツにオン）は、 
走行中の常時点灯び義務付けら 
れている諸国に対応していま 
す。曰本では手動点灯モード 
けニュアル）に設定して使用してく 
ださい。 

• 常時点灯モード（ツにオン）で自 
動的に点灯するランプは、へッ 
ドランプ、車幅な、テールラン 
プ、ライセンスランプです。そ 
の他のランプを点灯するとさ 
は、各スイッチを操作してくだ 
さし、。 

• 常時点灯モード（ツにオン）でラ 
ンプび点灯しているとさに、設 
定を手動点なモード （71 ュアル） 
に変更したときは、ヘッドラン 
プなどは消灯しません。エンジ 
ンを再始動したとさに手動点な 
モードになります。 


予告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前に 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


□ケイターライティング機能設定画面車外ランプ消'灯遅延機能設定画面 



周囲び暗いとさにリモコン操作で解錠 
すると、ランプび点灯する機能の設定 
をすることびでさます。 

► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 

表示 設定内容 

周囲び暗いとさに、 U モコ 
ン操作で解錠すると、車幅 
ON 灯、フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセンス 
ランプが点灯します。 


周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と、へッドランプなどび一定時間点灯 
する機能の設定をすることびできます。 

► ■■ または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 

60 SEC 

4已 SEC 

30 SEC 

15 SEC 

ドアまたはテールゲート 
を閉じてからそれぞれの 
時間経過後に、車幅灯、 
フ□ントフォグランプ、 
テールランプ、ライセン 
スランプび消灯します。 

0 SEC 

車外ランプ消灯遅延機能 
(4-20) は作動しません。 


詳しくは （4-20) をご覧ください。 


□ケイターライティングは 
作動しません。 

詳しくは （3-9) をご覧ください。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


シヤリヨウ 



① 

各種設定メイン画面 

3-1 18 

③ 

設定クループ選択画面 

3-119 

③ 

スノータイヤスピード 
リミッター設定画面 

3-127 

④ 

ラジオの選局方法設定 
画を 

3-127 

⑥ 

設定項目のキー対応設 
定画面* 

3-1 28 


設定グループ選択画面を表示させる 

► 各種設定メイン画面を表示させま 

す （3-1 18)。 

► 各種設定メイン画面①表示中に 
ra を押して、設定グループ選択画 
面③を表示させます。 

設定グループを選択ずる 

► ■■または〇を押して、シャリヨ 
ウを選択します。 

► 0を押します。 

シヤリヨウの最初の設定項目画面 
び表示されます。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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スノータイヤスピードリミッター設定 
画面 



最高速度の制限のない国などで、ウィ 
ンタータイヤ装着時にタイヤの許容最 
高速度に応じた最高速度を設定するた 
めの機能です。 

曰本仕様でわ設定はでさますび法定速 
度を守つて走行してください。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、 


► ■■または〇を押して、設定内容 
を選択します。 


表示 

設定内容 

1 60KM/H 

最高速度びそれぞ 

1 90KM/H 

れの速度に設定され 

210 KM/H 

ます。 

240 KM/H 



スノー タイヤス ピー 

OFF 

ドリミッターは作動 


しません。 


予告なく変更されることびあります。 


運転ずる前に 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
ラジオの選局方法設定画面 


ラジオの選局方法（受信周波数/プ 
リセット番号順）の設定をすることび 
でさます。 

► ■■または〇を押して、反転表示 
を移動します。 


表示 

設定内容 


放送局の受信周波数 

シュウハスウ 

によって順次選局し 
ます。 


プ U セツトされた放 

メモリ- 

送局を番号順に選局 
します。 
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運転ずる前 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


設定項目のキー巧応設定画面* 


I h リツゾコンヒューター 



記憶したシートの位置を、それぞれ 
のキーごとに対応（記憶）させること 
びでさます。 


► ■■ または〇を押して、反転表示 
部分を移動します。 


表示 

設定内容 

ON 

差し込んでいるキー 
に設定を対応（記憶） 
させます。 

OFF 

キーにかかわらず設 
定は変わりません。 


© 



《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


①ショートトリップメー 3-129 
ターの 走行距離/経 
過時間画面 

③ショートトリップメー 3-129 
ターの平均速度/平 
均燃費画面 

③ □ングトリップメータ 3-130 
一の 走行距離/経過 

時間画面 

④ □ングトリップ メータ 3-130 
一の平均速度/平均 

燃費画面 


知識 

トリップコンピューターは、エン 
ジンスイッチを0の位置にしてか 
ら、またはキーを抜いてから約4 
時間経過すると、自動的にリセッ 
卜されます。 
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ショートトリップメーター 

ショートト U ップメーターは、エンジ 
ンを始動したとさを起点として情報を 
表示します（"スタ-トカラ"）。 

ショートトリップメーターには、走行 
距離/経過時間画面と、平均速度/ 
平均燃費画面びあります。 


運転ずる前に 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


走行距離/経過時間画面を表示させる 平均速度/平均燃費画面を表示させる 


I スタ-トカラ 

」 1 R/I km 

旧 

1 04 ISJ ■ 1 

1 .25 h 


+20.己 。 C 

21:30 


① スタートからの走行距離 （ km ) 

② スタートからの経過時間 （ h ) 




スタ-トカラ 1^ 

〇〇レ m/h 


しの— 

oU Km/n 
■7 R レ m/I 



i , w 1^1 1 1/ 1 

+20 .曰 。 C 21:30 




③ スタートからの平均速度 （ km / h ) 

④ スタートからの平均燃費 （ km / I ) 


► またはを押して、ショート 
トリップメーターの走行距離/経過 
時間画面を表示させます。 

ショートトリップメーターの走行距離 

と経過時間をリセットずる 

► ショートトリップメーターの走行 
距離/経過時間画面び表示されて 
いるとさに、メーターパネルのリ 
セットボタン （3-103) を押し続 
けて、表示を U セットします。 


► またはを押して、ショート 
トリップメーターの走行距離/経過 
時間画面を表示させます。 

► 0または ra を押して、ショート 
トリップメーターの平均速度/平 
均燃費画面を表示させます。 

ショート トリ ッ プ メーターの 平均速度 

と平均燃費をリセットずる 

► ショートトリップメーターの平均 
速度/平均燃費画面び表示されて 
いるとさに、メーターパネルの U 
セットボタン （3-103) を押し続 
けて、表示をリセットします。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 
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マルチフアンクシヨンディスプレイ 

□ングトリップメーター 

□ングト U ップメーターは、卜 U ップ 
メーターをリセットしたときを起点と 
して情報を表示します（"リセットカラ"）。 

□ングトリップメーターには、走行距 
離/経過時間画面と、平均速度/平 
均燃費画面びあります。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のちので、 


走行距離/経過時間画面を表示させる 平均速度/平均燃費画面を表示させる 


リセットカラ 

11 つレ m 

曰 

Mo Km 
p-crj h 


こ . UU 1 1 

+20 .己 。 C 

21:30 


⑤ リセットからの走行距離 （ km ) 

⑥ リセットからの経過時間 （ h ) 



1 リセットカラ 

曰 

1-40 km/h 

ス8 km/I 


+20.己 。 C 

21:30 


⑦ U セツトからの平均速度 （ km / h ) 

⑧ IJ セットからの平均燃費 ( km / I ) 


またはを押して、ショート 
トリップメーターの走行距離/経過 
時間画面を表示させます。 

0または ra を押して、□ングト 
リツプメーターの走行距離/経過時 
間画面を表示させます。 


► またはを押して、ショート 
トリップメーターの走行距離/経過 
時間画面を表示させます。 

► ra または0を押して、□ングト 
リップメーターの平均速度/平均 
燃費画面を表示させます。 


□ ングトリップメーターの走行距離と □ ングトリップメーターの平均速度と 

経過時間をリセットずる 平均燃費をリセットずる 


► □ングトリップメーターの走行距 
離/経過時間画面び表示されてい 
るとさに、メーターパネルのリセ 
ットボタン （3-103) を押し続け 
て、表示をリセットします。 


► □ングトリップメーターの平均速 
度/平均燃費画面び表示されてい 
るとさに、メーターパネルのリセ 
ットボタン （3-103) を押し続け 
て、表示をリセットします。 


予告なく変更されることびあります。 
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運転ずる前に 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 


電話 


通話ずる（電話を受信ずる） 



► 電話びかかってさたときにステア 
U ングの通話開始スイツチ®を 
押します。 


電話を受信することびでさます。 

通話を終える（電話を切断ずる） 


► ステアリングの通話終了スイッ 
チ^を押します。 


電話を切断することびでさます。 


メモリー番号による電話の発信 

メモリーしてある電話番号に電話をか 
けることびでさます。 

► 電話画面表示中に、 U または ra 
を押して、電話をかける相手先の 
メモリー番号を選択します。 3 

► ステアリングの通話開始スイッ 
チ Ba を巧します。 

電話をかけることびでさます。 

詳細については、別冊「マルチフアン 
クシヨンコント□ーラー」の取扱説明 
書をお読みください。 


《上記の内容は取扱説日月書作成時点のをので、予告なく変更されることびあります。 
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エンジンスイッチ 

4-2 

エンジンの始動と停止 

4-4 

オートマチックトランスミッション 

4-6 

才ートマチック車の運転 

4-9 

パーキング□ックの解除 

4-14 

ランプ 

4-15 

方向指示 

4-21 


4. 運転ずるとを 


非常点滅:0 

4-22 

ワイパー/ウォッシャー 

4-23 

パーキングブレーキ 

4-28 

ブレーキ 

4-29 

ABS 

4-31 

BAS 

4-33 

ESP ® 

4-34 

ASR オフスイッチ 

4-36 
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運転ずるとき 


ンスイッチ 



A 


ごく短時間でわ、車から離れると 
さはエンジンスイツチからキーを 
抜いてください。また、子供だけ 
を車内に残さないでください。い 
たずらから車の発進、火災などの 
事故び発生するおそれびあります。 
また、炎天下では車内び非常に高 
温になり、熱中症を起こすおそれ 
があります。 



作動内容 

⑩ 

キーを差し込む/抜<位置 

① 

エンジンを停止したまま電気装 
備の一部を使用するとさの位置 

③ 

走行するとさの位置 

すべての電気装備び使用でさ 
ます。 

③ 

エンジンを始動する位置 

エンジンスイッチを③の位置ま 
でまわして手を放せば、自動的 
にスターターびまわり、エンジ 
ンび始動します。 


r ステアリング□ック_ I 

エンジンスイッチからキーを抜いたと 
さにステアリングを□ックすることび 
でさます。 

ステアリングを□ックずる 

► エンジンスイッチからキーを抜さ 
ます。 

ステアリング □ ックを解除ずる 

► エンジンスイッチにキーを差します。 
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運転ずるとさ 


エンジンスイッチ 


注意！ 

• 走行中にエンジンを停止しない 
で<ださい。エンジンブレーキ 
び効かな<なります。また、ブ 
レーキやステアリングの操作に 
非常に大さな力び必要になり 
ます。 


• 車のバツテリーあびりを防止す 
るために、駐車時は必ずエンジ 
ンスイッチからキーを抜いてく 
ださい。 


知識 

• セレクターレバーが la に入つ 
ていないとさは、エンジンス 
イッチからキーを抜くことびで 
さません。 



エンジン警告な 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、エンジン始動後に消 
灯します。 


• エンジンスイッチからキーを抜 
かずに0の位置で長時間放置し 
ていると、キーびまわせな<な 
ることびあります。このときは、 
キーをいったん抜さ、再度差し 
てからまわしてください。 


消灯しなかったり、走行中に点灯した 
とさはエンジンの制御システムに異常 
があります。ただちに指定サービス 4 
工場で点検を受けてください。 — 


• エンジンスイッチにェマージェ 
ンシーキーを差すことはでさま 
せん。 


-キーの発信部び覆われていたり 
巧れていると、エンジンを始動 
でさな < なります。 

-エンジン始動後に信号音びする 
ことびありますび、異常ではあ 
りません。 
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運転ずるとき 


エンジンの始動と停止 


ンジンの始動と停止 


r エンジンを始動ずるとを_ I 

► パーキングブレーキび確実に効い 
ていることを確認します。 

► セレクターレバーび la に入って 
いることを確認します。 

► 確実に ブレーキ ペダルを踏みます。 
► アクセルペダルを踏まずにエンジ 
ンスイッチにキーを差し込み、3 
の位置までまわして手を放します。 

自動的に スターターび まわり、 ェ 
ンジンが作動します。 


ま意！ 

• エンジンは、セレクターレバー 
び ra に入っているときも始動 
でさますび、安全のため、必ず 
セレクターレバーを13に入 
れ、ブレーキペダルを踏んで始 
動して < ださい。 

• 少しでわ車を動かすときはエン 
ジンを始動してください。エン 
ジンび停止していると、ブレー 
キやステア U ングの操作に非常 
に大さな力び必要になります。 


知識 

• ランプやエアコンディショナー 
など、バツテ U —の負担になる 
装置のスイツチをオフにしてお 
くと始動性び良くなります。 

-セレクターレバーが la または 
M に入っているとさは、エン 
ジン回転は約4,0日日回転(上 
になりません。 
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r エンジンを姪動できないとさ_ I 

► エンジンスイッチを0か1の位置に 
戻してから再始動してください。 

► セレクターレバーび la に入って 
いることを確認してください。 

エンジンを始動でさないとさは、指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 


運転ずるとさ 


エンジンの始動と停止 ■ 


r エンジンを停止ずるとさ_ I 

► 完全に停車させます。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、パ 
ーキングブレーキペダルを確実に 
踏み込み、セレクターレバーを 
■a に入れます。 

► エンジンスイッチを0の位置にし 
ます。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり 
放します。 


ま意！ 

-仮眠するとさは必ずエンジンを 
停止してください。無意識にセ 
レクターレノ く一を動かして車が 
不意に発進したり、アクセルぺ 
ダルを踏み込んでエンジンやマ 
フラーび 異常過熱するなど、事 
故や火災につなびるおそれびあ 
ります。 4 

-;令却水の水温び高めのとさは、 
少しの間アイドリング状態でエ 
ンジンを冷却してから、エンジ 
ンを停止してください。 
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運転ずるとき 


オートマチックトランス5ッシヨン 



► セレクターレバー③を動かして、 
シフト位置を選択します。 

I ま意！ 

セレクターレバーを操作するとさ 
は、完全に停車して、ブレーキぺ 
ダ J レを踏んで行なつてください。 

知識 

エンジンスイツチび2の位置で、 
かつブレーキペダルを踏んでいな 
いと、セレクターレバーを la から 
動かすことはでさません。 


メーターパネルのディスプレイにシフ 
卜位置①び表示されます。また、セレ 
クターレバーの横にちシフト位置表示 
びあります。 


シフト位置 


■a 

パーキング 

駐車およびエンジン始動/停止の位置 

MB 

リバース 

後退するとさの位置 

MSM 

ニユートラル 

動力び伝わらない位置 

押したり、けん引してもらラことで車を移動できます。 

|〇 

ドライブ 

走行するとさの位置 

1速〜己速の範囲で自動的に変速します。 
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運転ずるとさ 


オートマチックトランス5ッシヨン^ 



① 低いギアレンジを選択 

② 高いギアレンジを選択 

ギアレンジを選択することにより、変 
速の少ないなめらかな走行をしたり、 
エンジンブレーキの効さを強くして走 
行することびでさます。 


の k 节 5 貧 垣 

123456 

。日，日 X 21=30 


③ギアレンジ表示 

ギアレンジを選択ずる 

► セレクターレバーび HI のときに 
①側へセレクターレバーを動かし 
ます。 


ギアレンジ〇び選択され、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ギアレンジ③び表示されます。 


低いギアレンジを選択ずる 

► ①側へセレクターレバーを動かし 
ます。 


低いギアレンジび選択され、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ギアレンジ③び表示されます。 

高いギアレンジを選択ずる 

► ③側へセレクターレバーを動かし 4 
ます。 "■ 

高いギアレンジび選択され、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
ギアレンジ③び表示されます。 

ティップシフトを解除ずる 

► ③側へセレクターレバーを動かし 
て保持します。 


または 

► セレクターレバーび HI のときに 
①側へセレクターレバーを動かし 
て保持します。 


テイップシフトび解除され、マル 
チフアンクシヨンディスプレイに 
HI び表示されます。 


そのとさの加速や減速に最わ適し 
たギアレンジび選択され、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイにギ 
アレンジ③び表示されます。 













運転ずるとき 


オートマチックトランス5ッシヨン 


レンジ 

作動内容 

ID 

1速〜己速の範囲で自動的 
に変速します。 

〇 

1速〜4速の範囲で自動的 
に変速します。 


] 速〜3速の範囲で自動的 
に変速します。緩やかな坂 
道などを走行するとさに使 
用します。 

且 

1速〜2速の範囲で自動的 
に変速します。急な坂道や 
エンジンブレーキが必要なと 
さに使用します。 

a 

] 速に固定されます。エン 
ジンブレーキび最大に作用 
します。 


A 


滑りやすい路面やカーブを走行し 
ているときは、低いギアレンジを 
選択してエンジンブレーキび効く 
と、駆動輪びグリップを失ラおそ 
れびあります。低いギアレンジを 
選択するとさは十分注意してくだ 
さい。また、滑りやすい路面状況 
で駆動輪を空転させると、駆動系 
部品を損傷するおそれがあります。 


知識 

• ディスプレイに表示される数字 
は選択したレンジを示してお 
り、実際のギアを示すちのでは 
ありません。 

• ディスプレイの表示び ra のと 
きにセレクターレバーを③側 
に動かすと、車速やエンジン 
回転数に応じて、シフトアッ 
プされます。 

. シフトダウン操作を行なラとエ 
ンジンの許容回転数（レッド 
ゾーン）を超えるようなときは、 
セレクターレバーを動かしてち 
シフトダウンされません。 

-加速時にエンジンの許容回転数 
(レッドゾーン）を超えるよラ 
なとさは、自動的にシフトアッ 
プされます。 

-ティップシフトの操作と実際に 
変速び行なわれるタイミングに 
は差びあります。 
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運転ずるとさ 


オートマチック車の運転 


運転する前にオートマチック車の特性 
を理解し、正しい操作をしてくださし、 


オートマチック車の特性 
クリープ現象：エンジンがかかってい 
ると き、 セレクターレバーび 13、191 
じ(外に入っていると、動力びつなびっ 
た状態になり、アクセルペダルを踏み 
込まなくても車びゆっくり動き出しま 
す。これをクリープ現象といいます。 

キックダウン：走行中にアクセルぺダ 
ルをいっぱいまで踏み込むと、自動的 
に低速ギアに切り替わり、エンジンの 
回転数び上びって素早<加速します。 
これをキックダウンといいます。 


発進ずる 

► エンジンを始動します。 

► ブレーキ ペダルを踏んで、踏みし 
ろや踏みごたえを確認します。 

► ブレーキペダルを踏んだまま、セ 
レクターレバーを走行位置1〇に 
入れます。 

警告 A 

アクセルペダルを踏んだ状態でセ 
レクターレバーを操作しないでく 
ださい。車び急発進するおそれび 
あります。 

► パーキングブレーキを解除します。 
► ブレーキペダルを徐々に戻して、 
アクセルペダルをゆっくり踏み込 
みます。 


オートマチック車の運転 

ま意！ 

急な坂道で発進するとさは、パー 
キングブレーキを効かせたままブ 
レーキペダルから足を放し、アク 
セルペダルをゆっくりと踏んで、 
車び動さ出す感触を確認してから 
パーキングブレーキを解除して発 
進してください。 
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運転ずるとを 


オートマチック車の運転 
通常走行 

通常はセレクターレノ (一を ra に入れ 
て走行します。アクセルペダルの踏み 
加減や車速に応じて、自動的に変速び 
行なわれます。 


A 


走行中はセレクターレバーを la に 
入れないで<ださい。エンジンブ 
レーキび効かないため、事故の原 
因になったり、トランスミツシヨ 
ンを損傷するおそれびあります。 


知識 

エンジンび冷えているとさは、よ 
り高いエンジン回転数でシフト 
アップび行なわれます。これによ 
り、触媒がより早く適正温度に達 
します。 


素早く加速したいとき 

アクセルペダルをいっぱいに踏み込 
むと、キックダウンし、素早く加速し 
ます。 

I ま意！ 

キックダウンするとさは、周囲の 
状況にま意しなびら操作して < だ 
さい。事故を起こすおそれびあり 
ます。 
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運転ずるとさ 


オートマチック車の運転 


上り坂を走行ずるとき 

► 坂の勾配などに応じて、ティップ 
シフトで低いギアのレンジを選択 
します。 

変速のかない、なめらかな走行び 
でさます。 

下り坂を走行ずるとき 

下り坂を ra で走行すると、エンジン 
ブレーキの効さび弱く、速度び出すざ 
ることびあります。 

► 坂の勾配などに応じてティップシ 
フトで低いギアのレンジを選択し 
ます。 

エンジンブレーキの効さび強くな 
ります。 

エンジンブレーキ：走行中にアクセル 
ペダルを戻したとさに発生するエンジ 
ンの内部抵巧を利用した減速をエンジ 
ンブレーキといいます。低速ギアのと 
さほど効さび強くなります。 


A 


-長い下り坂や急な下り坂では必 
ずエンジンブレーキを併用して 
ください。ブレーキペダルを踏 
み続けたり、急ブレーキを繰り 
返すと、ブレーキび効かな<な 
るおそれびあります。 

• 急激なエンジンブレーキを効か 
せないで<ださい。スリップし 
て車のコント□ールを失い、事 
故を起こすおそれびあります。 


滑りやずい路面での走巧 

急加速や急減速を避けた運転を/ Ca びけ 
てください。滑りやすい路面では、車 
輪に必要(上の駆動力びかかると、車 
の走行安定性に悪影響をおよぼすこと 
びあります。 

警告 A 4 

滑りやすい路面では、低いギアレン 
ジを選択することによる急激なエン 
ジンブレーキを効かせないで < ださ 
し、。車のコント□ールを失い、事故 
を起こすおそれびあります。 


注意！ 

エンジンの許容回転数（レッド 
ゾーン）を超えるおそれびある場 
合は、低いギアレンジを選択する 
ことはできません。このときは、 
ブレーキペダルで減速してから再 
度操作し、速度に応じたエンジン 
ブレーキを効かせて < ださい。 
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運転ずるとを 


オートマチック車の運転 


停車ずるとさ 

► セレクターレバーを ra に入れた 
まま ブレーキ ペダルを踏みます。 

やむを得ず停車び長くなるときは、 
パーキングブレーキを確実に効か 
せて、セレクターレバーを la に 
入れます。 


A 


停車中は空ぶかしをしないでくだ 
さい。 万一、 セレクターレバーび 
10か13に入ると、車が急発進し 
て重大な事故を起こすおそれびあ 
ります。 


ま意！ 

• 急な上り坂での停車時、後退し 
よラとする車をアクセルペダル 
を踏むことにより停車状態を保 
たないで<ださい。トランス 
ミッションを損傷するおそれび 
あります。 

• 停車中はブレーキペダルを確実 
に踏み、ク U —プ現象で車び動 
かないよラにしてください。 

• 完全に停車しないラちに、セレ 
クターレノ く一を■堂に入れないで 
ください。トランスミッション 
を損、傷するおそれびあります。 
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駐車ずるとを 

► 完全に停車して、ブレーキペダル 
を踏み込んだまま、パーキングブ 
レーキを確実に効かせます。 

► セレクターレバーを■堂に入れます。 
► エンジンスイッチを0の位置にし 
て、キーを抜さます。 

► ブレーキペダルから足をゆっくり 
放します。 


運転ずるとさ 


オートマチック車の運転 ■ 


A 


車から離れるときはセレクターレ 
バーを la に入れ、必ずパーキング 
ブレーキを効かせて<ださい。セ 
レクターレバーを la に入れただけ 
では十分なブレーキ効果び得られ 
ず、坂道などで車び動さ出すおそ 
れがあります。 


ま意！ 

-急な坂道で駐車するとさは、 
パーキングブレーキを確実に効 
かせてください。さらに輪止め 
をしてください。 

-短時間でわ車から離れるときは、 
子供だけを車内に残さないでく 
ださい。また、ドアウインドウ 
やスライディングルーフ*を開 
じて、施錠してください。 


* オプションまたは仕様により装備び異なります。 
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運転ずるとを 


パーキング□ックの解除 


くーキング□ックの解除 


セレクタ~レバ~を la から動かせな 
いとさは、じ(下の方法で動かすことび 
でさます。 

この作業は、でさるだけ指定サービス 
工場に依頼してください。 

I ま意！ 

セレクターレバーを動かすことび 
でさたとさでも、指定サービスエ場①カバー 
で点検を受けてください。 パーキング□ックを解除ずる 

► カバー①の上部を手前に引いて、 
カバーを取り外します。 




① カバー 

② セレクターレバー 

③ □ック解除ボタン 


► □ック解除ボタン③を押しなびら、 
セレクターレバー③を動かします。 
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運転ずるとさ 


ランプ ■ 


ンプ 


ランプスイッチ 



① ランプスイッチ 

② フ□ントフォグランプ表示巧 

③ U アフオグランプ表示巧 


ランプスイッチ①をまわして各位置に 
合わせます。 


位置 作動内容 

n すべてのランプび消な 


Auto 


周囲の明るさに応じて自動 
的に点灯/消灯 


夕た 


車幅灯、テールランプ、ライ 
センスランプやスイツチなど 
の照明び点灯 


因 


車幅灯などに加え、ヘッド 
ランプび点灯 


r へツドランプ_ ] 

ランプは、手動または自動的に点灯/ 
消巧させることびできます。 

へツドランプを手動で点なずる 

► ランプスイッチをの位置に合 
わせます。 


へッドランプを自動のに点'灯/消'灯 
させる 4 

► ランプスイッチを团因の位置に合 
わせます。 


周囲び暗いとさ、エンジンスイッ 
チを1の位置にすると、車幅灯、 
テールランプ、ライセンスランプ、 
メーターパネルの照明などび自動 
的に点灯します。 


エンジンを始動すると、上記に加え 
てへッドランプち自動的に点灯し 
ます。 
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運転ずるとき 


ランプ 
ま意！ 

-ランプの点灯/消灯に関する責 
任は運転者にあります。ランプ 
の自動点灯機能は運転者を支援 
する機能です。 

• ランプスイ ツチを^^3 の位置に 
合わせても、状況により、自動 
的に点なしないことびありま 
す。このとさは、ランプスイツ 
チを区因か^に合わせてラン 
プを点灯してください。 

• 対向車のライトなどによりセン 
ヴーび正常に働かなくなり、周 
囲び暗いとさでち、ランプび消 
灯することがあります。 

• エンジンを停止した状態で、ラ 
ンプを長時間点灯しないでくだ 
さい。バッテリーびあびるおそ 
れびあります。 


-ランプび自動的に点灯している 
とさは、エンジンスイッチを0 
の位置に戻して運転席ドアを開 
<と、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに 
"才-トマチックラン T オンキ - 3ヌイテクタ''サ 
イ!"と表示されます。 

このときは、必ずエンジンス 
イッチからキーを抜し" i てくだ' 
さい。キーを抜かないと、車幅 
灯、テールランプ、ライセンス 
ランプなどび点灯したままに 
なり、バッテリーびあびるおそ 
れがあ0ます。 


知識 

• フ□ントウインドウの上部中 
央には明るさを感知するセン 
ヴーびあります。このセン 
ヴーは、レインセンサー （4- 
23) と同じ位置にあります。 

ステッカーなどを貼ると、自動 
点灯/消灯機能び働かなくなり 
ます。 

-トンネルなどの暗い場所や夜間 
の走行、悪天候のとさなどに、 
ランプは自動的に点灯すること 
びあります。 
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r フォグランプ_ ] 

フ□ントフォグランプを点丹ずる 

► ランプスイッチの位置び区囚また 
は^のとき、ランプスイッチ① 
を]段引きます。 

フ□ントフォグランプび点灯し、フ 
□ントフォグランプ表示灯③び点 
灯します。 

フ□ントフォグランプとリアフォグラ 
ンプを点なずる 

► ランプスイッチの位置び区囚また 
は^のとき、ランプスイッチ① 
を 2 段引きます。 

フ□ントと U アのフォグランプび 
点灯し、フ□ントフォグランプ表 
示な③と、 U アフォグランプ表示 
灯③び点なします。 


運転ずるとさ 


ランプ ■ 


A 


霧の中を走行するときは、あらかじ 
めランプスイッチを^に合わせて 
へッドランプを点灯してください。 

注意！ 

フォグランプは、霧などの悪天候で、 
十分な視界び確保でさないとさに使 
用してください。対向車や後続車の 
迷惑になります。 

知識 

• ランプスイッチび面9の位置の 
ときは、フォグランプを点灯す 
ることびでさません。 

-ヘッドランプび下向さで点灯し 
ていてフ□ントフォグランプび 
点灯しているときに、ヘッドラ 
ンプを上向きにすると、フ□ン 
トフォグランプび自動的に消灯 
します。へッドランプを下向き 
にすると、再度フ□ントフオグ 
ランプび点灯します。 


r パーキングランプ _1 

パーキングランプは、暗びりでの駐車 
時に後続車などに車の存在を知らせる 
ため、車幅灯、テールランプだけを点 
灯します。 

パーキングランプを点好ずる 

► エンジンスイッチび 0 の位置のと 
さ、またはキーを差し込んでいな 4 
いとさ、ランプスイッチを EH ま— 
たは03の位置に合わせます。 


位置 

作動内容 

iss 

ち側のノ くーキングランプび 
点灯 

因 

左側のノ くーキングランプび 
点灯 
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運転ずるとき 




pv ッドランプ照射角度調整ダイヤル * I 

乗員数び増えたり荷物を積載してへッ 
ドランプの照射角度び変わつたとさに 
は照射角度を調整します。 

調整ダイヤルはランプスイッチの横に 
あります。 

エンジンがかかっているとさに調整で 
さます。 


①へッドランプ照射角度調整ダイヤル 


照射角度を調整ずる 

► ヘッドランプ照射角度調整ダイヤ 
ル①をまわします。 

0 1 名乗車時（運転席）または 

2 名乗車時(運転席と助手席)。 

1〜3乗員数および荷物の積載量 
に応じて調整します。 


ま意！ 

対向車に迷惑びかからないよラに 
注意しなびら調整して < ださい。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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運転ずるとさ 


ランプ ■ 


へッドランプ下向き/上向きの 
切り替え 



① 下向さ 

② 上向さ 

③ パッシング 


へッドランプを下向きにずる 

► コンビネーションスイッチを①の 
位置にします。 

へッドランプを上向さにずる 

► コンビネーションスイッチを③の 
位置にします。 

メーター J くネルの八イビーム表示灯 
^び点なします。 

パッシングずる 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に引さます。 

引いている間、ヘッドランプび上向 
さになり、メーターパネルの八イ 
ビーム表示な昆 1 び点灯します。 

コンビネーションスイツチから手 
を放すと①の位置に戻ります。 


八ィビーム表示'灯 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障しています）、数秒後に消灯します。 
へッドランプを上向きにしているとき 
に点灯します。 


対向車びあるとさや市街地で走行 
するとさはへッドランプを上向き 
にしないで < ださい。 
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運転ずるとき 




r 車外ランプ消な遅延機能_ I 

周囲び暗いとさにエンジンを停止する 
と、フ□ントフォグランプ、車幅な、 
テールランプ、ライセンスランプび点 
灯し、ドアやテールゲートを開いて開 
じた後、一定の時間び経過すると消灯 
します。 

消灯するまでの時間は、最長 6 日秒ま 
での範囲で]己秒間隔で選択すること 
びでさます。日秒を選択するとランプ 
は点灯しません。 

この機能の設定と解除については （3- 
12己）をご覧ください。 


知識 

-ランプび消灯するまでの時間 
は、ドアやテールゲートを閉じ 
てから消灯するまでのおよその 
時間です。 

• エンジンを停止してからドアや 
テールゲートを閉じたままにす 
るか、ドアやテールゲートを開 
いてそのままにしてから約 6 日 
秒後に、ランプは消灯します。 

• この機能は、エンジンを停止し 
てから約]日分じ(上経過すると 
働かな < なります。 


車外ランプ消な遅延機能を一時のに 
解除ずる 

► エンジンを停止した後、エンジンス 
イッチを2の位置にします。 
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運転ずるとさ 





① ち側の方向指示灯び点滅 

② 左側の方向指示灯び点滅 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに点滅させることびでさます。 

ち側の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを①の 
方向に操作します。 

左側の方向指示なを点滅させる 

► コンビネーションスイッチを③の 
方向に操作します。 

ステアリングを直進に戻すとコンビネー 
ションスイッチは自動的に戻ります。戻 
らないとさは手で戻してください。 

方向指示灯び点滅しているときは、 
メーターパネ j レの方向指示表示な □□ 
ち后 U 威します。 


□□ 


方向指示表示灯 


方向指示灯の点滅と連動して点滅しま 
す。方向指示な（ドアミラーを除く） 
のいずれかの電球び切れると、表示な 
の点滅と音の間隔び短<なります。す 
みやかに電球を交換してください （6- 
39)。 

知識 

-方向指示灯を使用しているとさ 
に非常点滅灯スイッチを押す 
と、非常点滅灯び優先されます。 
再度、非常点滅灯スイッチを巧 
すと、方向指示巧に切り替わり 
ます。 


• コンビネーションスイッチを軽 
<操作すると、方向指示なび 3 
回点滅します。 
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運転ずるとき 


■ II 1111 



①非常点滅灯スイッチ 


故障などの非常時に、やむを得ず路上 
で停車するとさなどに使用します。 

非常点滅灯を点滅させる 

► 非常点滅灯スイッチ①を押します。 
すべての方向指示灯び点滅します。 

非常点滅灯スイッチ①とメーターパ 
ネルの方向指示表示灯□□わ点滅し 
ます。 

非常点滅好を消なさせる 

► 再度、非常点滅灯スイッチ①を押 
します。 


知識 

-非常点滅灯を使用しているとさ 
に方向指示の操作をすると、そ 
の方向の方向指示灯の点滅に切 
り替わります。 

方向指示なを消灯させると、再 
び非常点滅灯に切り替わります。 

-エアバッグび作動すると、非常 
点滅灯び自動的に点滅します。 
自動的に点滅した非常点滅巧を 
消灯するとさは、非常点滅灯ス 
イツチを押します。 


注意！ 

-非常時じ(外は使用しないでくだ 
さし、 


-エンジンを停止して長時間使用 
すると、バッテリーびあびるお 
それびあります。 
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運転ずるとさ 


ツシヤ—— 


フ□ントワイパーを作動させる 


フ □ントワイ パー 


► コンビネーションスイッチを矢印 
の方向にまわして、ワイパー作動 
モードのマーク①をI〜 III の位置に 
合わせます。 


① ワイパー作動 モー ドの マーク 

② テイップ機能/ウオッシャーの噴射 


位置 

作動内容 

0 

停止 

1 AUTO モード 

II 

低速モード 

III 

高速モード 


エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さにワイパーを作動させたり、ウォッ 
シャーを噴射させることびでさます。 




ワイパー/ウオツシヤー 

知識 

• AUT 日モードでは、フ□ントウ 
インドウのレインセンサーび感 
知した雨滴量や走行速度などに 
応じて、ワイパーの作動を自動 
的に切り替えます。 

• ワイパー作動モードのマークび 
II、 III の位置のとさわ、停車時 . 

および徐行時のワイパーの作動^ 
は、レインセンサーにより自動 
調整されます。 

-ワイパーび作動しないとさは、 

別のモードを選択すると作動す 
ることびあります。 
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運転ずるとき 


ワイパー/ウオツシヤー 


ワイパーを1回だけ作動させる 
(ティップ機能） 

► コンビネーシヨンスイッチを ③の 
方向に軽く押します。 

ワイパーび]回だけ作動します 
(ウォッシャー液は噴射しません）。 

この機能はフ□ントウインドウび 
濡れているとさだけ使用してくだ 
さし、 


ま意！ 

ティップ機能は、フ□ントウイン 
ドウび雨で濡れているとさじ(外は 
使用しないでください。ウインド 
ウの表面に細かい傷び付くおそれ 
びあります。 


フ□ントウインドウウォッシャーを暖 
射ずる 

► コンビネーシヨンスイッチを ③の 
方向に押し続けます。 

その間ウォッシャー液び噴射し、 
ワイパーち作動します。 

I 知識 

冬季は、冬用の純正ウォッシャー 
液を使用し、ウォッシャー液の濃 
度に注意してください。 
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運転ずるとさ 


ま意！ 

• フ□ントウインドウを拭くと 
さなどは、必ずワイパー作動 
モードの マークを 0 (停止）の 
位置にしてください。ワイ 
パーび動さ、けびをするおそ 
れびあ0ます。 

• 停車時にワイパーやウォッ 
シャーを作動させるとさは、周 
囲の歩行者に水しぶさびかから 
ないよラに注意して < ださい。 

• フ□ントウインドウび乾いてい 
るとさはワイパーを使用しない 
でください。ウインドウの表面 
に細かい傷び付くおそれびあり 
ます。フ□ントウインドウび巧 
れている場合は、必ずウォッ 
シヤー液を噴射してから使用し 
てください。 


-エンジンを停止するときは、必 
ずワイパー作動 モー ドのマーク 
を0の位置に戻してください。 
ワイパー作動 モー ドのマークび 
II、 III の位置のとさにエンジンス 
イッチを1の位置にすると、ワ 
イパーび作動し、ウインドウび 
濡れていないとさは傷び付くお 
それびあります。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
ときは、ウォッシャーの操作を 
しないでください。ウオッ 
シャーポンプを損傷するおそれ 
びあります。 


ワイパー/ウオッシャー 

-寒冷時にはワイパーびウインド 
ウに貼り付くことびあります。 
作動させる前に貼り付いていな 
いことを確認してください。貼 
り付いたままワイノ く一を操作す 
ると、ワイパーブレードやモー 
ターを損傷するおそれびあり 
ます。 

-雪などび付着しているとさは、 4 

障害となる物を取り除いてから 
ワイパーを操作してください。 
作業の際には、安全のため、 
キーを抜いてください。 
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運転ずるとき 


ワイパー/ウォッシャー 
I リアワイ パー 



U アワイパースイッチ 

① U アワイパー作動 

② 表示灯 

③ テールゲート ウインドウウォッ シャー 
液噴射 

エンジンスイッチび1か2の位置の 
とさにワイパーを作動させたり、 
ウオッシャー液を噴射させることび 
でさます。 


リアワイパーを作動させる 

► スイッチの上側①を押します。リ 
アワイパーび間欠モードで作動し 
ます。 

スイッチの表示灯③び点灯します。 
リアワイパーを停止させる 

► 再度、スイッチの上側①を押します。 
スイツチの表示灯③び消灯します。 


知識 

• フ□ントワイパーのワイパー作 
動 モー ドの マークび 0、Iの位置 
のとき、リアワイパーは約己秒 
間隔で間欠作動します。11、 III の 
位置のときは、フ□ントワイ 
パーの作動内容により、間欠の 
間隔を調整します。 

-リアワイパーを作動させている 
とさに テールゲー トを開くと、 
リアワイパーは停止します。 

テールゲートを閉じると、リア 
ワイパーは再び作動します。 


テールゲートのウインドウウォッ 
シャーを噴射ずる 

► スイッチの下側③を押し続けます。 
その間ウォッシャー液び噴射し、 
リアワイノ v° —わ数回作動します。 
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運転ずるとさ 


後退時のリアワイパーの自動作動 

フ□ントワイパーび作動しているとさ 
にセレクターレバーを13に入れる 
と、テールゲートの ウインドウウォッ 
シャーび噴射され、 U アワイパーは 3 
回作動した後、間欠で作動します。 

知識 

フ□ントウインドウのレインセン 
ヴーび感知した雨滴量に応じて、 
ワイパーの作動を自動的に切り替 
スます。 


セレクターレノ（一を13じ(外の位置に 
入れると、リアワイパーは停止します。 

リアワイパースイツチの上側①び押さ 
れているときは、フ□ントワイパーの作 
動やセレクターレバーの位置に関係な 
く、 U アワイパーは間欠で作動します。 


ま意！ 

-テールゲートの ウインドウを拭 
くときなどは、必ずリアワイ 
パーを停止してください。リア 
ワイパーで、けびをするおそれ 
びあります。 

• フ□ントワイパーを作動させ 
ているとさは、テールゲート 
付近に人びいないことを確認 
してからセレクターレバーを 
13に入れてください。水しぶ 
さびかかったり、リアワイ 
パーで、けびをするおそれび 
あります。 


• 停車時にワイパーやウォッ 
シャーを作動させるとさは、周 
囲の歩行者に水しぶさびかから 
ないよラに注意して < ださい。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
ときは、ウォッシャーの操作を 
しないでください。ウォッ 
シャーポンプを損傷するおそれ 
びあります。 


ワイパー/ウオッシャー 

-テールゲートの ウインドウび乾 
いているとさはワイパーを使用 
しないでください。ウインドウ 
の表面に細かい傷び付くおそれ 
びあります。ウインドウび巧れ 
てし^る場合は、必ずウォッ 
シャー液を噴射してから使用し 
てください。 

• 寒冷時にはワイパーびウインド 4 

ウに貼り付くことびあります。 
作動させる前に貼り付いていな 
いことを確認してください。貼 
り付いたままワイノ く一を操作す 
ると、ワイパーブレードやモー 
ターを損傷するおそれびあり 
ます。 

-雪などび付着しているとさは、 
障害となる物を取り除いてから 
ワイパーを操作してください。 
作業の際には、安全のため、 
キーを抜いてください。 
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運転ずるとを 


く ー キング ブレーキ 



① パーキングブレーキペダル 

② 解除八ンドル 

③ ブレーキぺ夕 J レ 


パーキングブレーキを効かせる 


► ち足でブレーキペダル③を踏みなび 
ら、左足でパーキングブレーキぺダ 
ル①をいっぱいまで踏み込みます。 
パーキングブレーキを 解除ず る 
► ブレーキペダル③をいっぱいまで 
踏みなびら、解除八ンドル③を手 
前に引きます。 

ま意！ 

-パーキングブレーキは 完全に停 
車してから効かせてください。 

-急な坂道に駐車するとさは、夕 
イヤに輪止めをしてください。 
さらに前輪を歩道方向に向けて 
ください。 


知識 


(©) PARK 


パーキングブレーキ 
表示口 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは表示巧び故 
障しています）、数秒後に消灯します。 


パーキングブレーキび効いていると 
きは、点灯したままになります。 


警告 A 


• 子供だけを残して車から離れな 
いでください。パーキングブ 
レーキを解除して車び動さ出し、 
事故を起こすおそれびあります。 

-パーキングブレーキを 効かせた 
まま走行しないでくださし、。 
パーキングブレーキび 過熱して 
効かなくなったり、乂災び発生 
するおそれがあります。 


パーキングブレーキを解除せずに 
走行すると、警告音び鳴り、マルチ 
フアンクシヨンディスプレイに "A°- 
キンク'' フ''レ-キヲカイシ''ヨシテクタ''サイ!"と表 
示されます。 
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運転ずるとさ 


ブレーキ 


警告 

A 


• 長い下り坂や急な下り坂では必 
ずエンジンブレーキを併用して 
<ださい。エンジンブレーキを 
併用しないでブレーキペダルを 
踏み続けたり、急ブレーキを繰 
り返すと、ブレーキび効かなく 
なり停車でさなくなるおそれび 
あります。 

-ブレーキペダルの上に足を置い 
たまま運転しないでください。 
ブレーキパッドび早く摩耗する 
だけでな<、ブレーキび過熱し 
て効かなくなったり、乂災び発 
生するおそれびあります。 


( ① ) 目 RAKE 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、数秒後に消灯します。 
走行中に点灯する場合は、ブレーキ液 
の量び不足してし>1ます。 

すみやかに安全な場所に停車し、指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 


ブレーキ ■ 

pgj ブレーキパッド摩耗警告'灯 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告なび故 
障しています）、数秒後に消灯します。 

消灯しなかったり、ブレーキペダルを 
踏んだとさに点灯したとさは、ブレー 
キパッドび摩耗しています。指定ヴー 
ビスエ場でただちに点検を受けてくだ 4 
さし、。 


4-29 








運転ずるとき 


ブレーキ 
ま意！ 

-ブレーキび過熱している状態で 
は、ブレーキに水びかからない 
よラにして<ださい。ブレーキ 
ディスクを損傷するおそれびあ 
ります。 

-水たまりの通過後や洗車直後は、 
ブレーキの効さび遅れたり、悪 
くなることびあります。このと 
さは、後続車に注意しなびら低 
速で走行し、ブレーキの効さび 
回復するまでブレーキペダルを 
数回軽く踏んでください。 


-必ず純正のブレーキパッドを使 
用してください。純正(がのブ 
レーキパッドを使用すると、ブ 
レーキ特性び変わって安全なブ 
レーキ操作がでさな<なるおそ 
れびあります。 

-故障などでエンジンを停止してけ 
ん引してわらラとさは、十分注意 
してください。通常に比べてブ 
レーキペタルを踏むのに、非常に 
大きな力び必要になります。 


知識 

• 長い急な下り坂では、ティップ 
シフトで低いギアレンジを選択 
して、エンジンブレーキを効か 
せてください。ブレーキの過熱 
や過度の摩耗を防ぐことびでさ 
ます。 

• 急ブレーキなどでブレーキに大 
さな負担をかけた後は、しばら 
く走行を続けてください。走行 
風によりブレーキディスクを早 
く冷やすことびできます。 

-高速道路を走行しているとさな 
どブレーキをかけずに長時間走 
行しているとさは、ブレーキの 
効さび悪くなることびありま 
す。このとさは後続車にま意し 
なびら、時々ブレーキを効かせ 
てください。 
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運転ずるとさ 


ABS^H 


A 巨 S (アンチ□ック-ブレーキン 
グ*システム）は、急ブレーキ時や滑 
りやすい路面でのブレーキ時など、車 
び不安定な状況になったとさに、タイ 
ヤの□ックを防ざ、ステアリングでの 
車両の操縦を確保する装置です。 



化 


A 画 ABS 警告口 


A 目 S はブレーキ操作を補助する 
装置で、無謀な運転からの事故 
を防ぐちのではありません。 
ABS び適切に作動してち、車両 
操縦性や走行安定性の確保、制 


エンジンスイッチを 2 の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、数秒後に消灯します。 


消灯しなかったり、走行中に点灯した 
ときは、 A 目 S び故障しています。 


動距離の短縮には限界びありま 指定サービスエ場でただちに点検を受 

す。常に道路や天候の状況に注 けて<ださい。 

意し、十分な車間距離を保って 
運転してください。 

また、タイヤのグリップが失われ 
た状況では効果を発揮しません。 

- ABS 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任が 
あります。 

-ブレーキ操作をするとさは、ブ 
レーキペダルをしっかりと踏み 
込んでください。ポンピングブ 
レーキを行なラと制動距離び長 
くなることびあります。 
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運転ずるとき 


^|abs 


ま意！ 

- A 目 S は制動距離を短<する装置 
ではありません。じ(下のよラな 
路面び滑りやすい状況では、 
A 目 S を装備していない車と比べ 
制動距離び長くなることびあり 
ます。 

〇雪の積わつた路面や凍結し 
た路面 

〇砂利道などの荒れた路面 
〇石だたみのよラに摩擦係数び 
連続して変化する路面 
0スノーチェーン装着時 
-軽< ブレーキ ペダルを踏み込ん 
だだけでわ ABS が作動するとさ 
は、路面び滑りやすくなつてい 
ます。十分ま意して走行してく 
ださい。 

• A 目 S び故障すると、巨 AS (4- 
33) と ESP (4-34) わ作動 

を停止し、 A 目 S 警告:0と目 AS 
/ ESP 警告灯び点灯します。指 
定サービスエ場で点検を受けて 
ください。 


• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに A 目 S に関する故障/警告 
メッセージび表示されたとさは 

(9-14、 15) をご覧ください。 

- A 目 S に異常びあるとさは、急ブ 
レーキ時にタイヤび□ックして 
ステアリング操作び効かなくな 
り、制動距離び長<なるおそれ 
びあります。 

知識 

• A 目 S は速度び約 6 km/h を超え 
ると作動でさるよラになります。 

• A 目 S に異常びあり、 A 目 S 警告 
灯び点灯したとさでも、通常の 
ブレーキは 作動します。 


ABS の作動 

A 目 S にはじ(下のよラな特性びあります。 

- A 目 S び作動すると、ブレーキぺダ 
ルに脈動を感じたり車体び振動す 
ることびありますび、異常ではあ 
りません。そのままペダルを踏み 
続けてください。 

-エンジン始動後や発進直後にブ 
レーキ ペダルを踏み込むと、ぺダ 
ルびわずかに振動したりモーター 
の音び聞こえますび、これは、シ 
ステムび自己診断をしているとき 
の音で異常ではありません。 

知識 

バッテ U —の電圧び低下すると、 
警告灯び点灯し、 A 目 S び一時的に 
作動を停止します。電圧び回復す 
ると警告巧び消灯し、機能わ元に 
戻ります。 
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運転ずるとさ 


BAS 


目 AS (ブレーキアシスト）は、緊急 
ブレーキの操作時に、短い時間で大さ 
な制動力を確保するブレーキの補助装 
置です。 

目 AS の操作は、通常のブレーキ操作 
と同じですび、ブレーキペダルを踏み 
込む速さなどをセンサーび感知して、 
緊急ブレーキと判断したとさに自動的 
に作動します。 

目 AS は ブレーキ ペダルから足を放せ 
ば自動的に解除されます。 

BAS / ESP 警告口 

目 AS 警告なは、 ESP 警告なと共用で 
す。エンジンスイッチを2の位置にす 
ると点灯し（点灯しないとさは警告灯 
び故障しています）、数秒後に消灯し 
ます。 

消灯しなかったり、走行中に点灯した 
ときは目 AS か ESP び故障しています。 

指定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 


警告 A 


-巳 AS は緊急ブレーキの操作を 
補助する装置で、無謀な運転か 
らの事故を防ぐものではありま 
せん。目 AS び作動してち制動 
距離の短縮には限界びありま 
す。また、タイヤのグリップが 
失われた状況では効果を発揮し 
ません。 

-目 AS 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 

注意！ 

• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイに目 AS に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさ 
は （9-14) をご覧ください。 

-目 AS に異常びあるときわ通常の 
ブレーキは作動しますび、急ブ 
レーキ時には制動距離び長<な 
るおそれびあります。 


BAS 

知識 

-目 AS に異常びあり、目 AS / 
ESP 警告なび点灯したとさでわ、 
通常のブレーキは作動します。 

-目 AS び作動するとブレーキぺダ 
ルび少し奥へ引かれ、ペダルに 
脈動び伝わつてくることびあり 
ます。これは目 AS び正常に作動 
しているとさの現象で、異常で 
はありません。 

-バッテ U —の電圧び低下すると 
警告灯が点灯し、目 AS び一時的 
に機能を停止します。電圧び回 
復すると警告灯び消灯し、機能 
わ元に戻ります。 

- A 目 S 警告灯び点灯しているとさ 
は、目 AS わ作動しません。 
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運転ずるとき 





ESP (エレクト□ニック-スタビ U 
ティ*プ□グラム）は、タイヤの空転 
時や横滑り時など、車び不安定な状況 
になったとさに、車両操縦性や走行安 
定性を確保しよラとするシステムです。 



ESP 表示な 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは表示灯び故 
障しています）、数秒後に消灯します。 


発進時または走行中に点滅したとさ 
は、 ESP び作動しています。 


A 


- ESP は車両操縦性や走行安定性 
を高めるシステムで、無謀な運 
転からの事故を防ぐわのではあ 
りません。 ESP び作動してわ、 
車両操縦性や走行安定性の確保 
には限界びあります。また、夕 
イヤのグ U ップが失われた状況 
では効果を発揮しません。 



BAS / ESP 警告な 


ESP 警告灯は、目 AS 警告灯と共用で 
す。エンジンスイッチを2の位置にす 
ると点巧し（点灯しないとさは警告灯 
び故障しています）、数秒後に消灯し 


ます。 


消灯しなかったり、走行中に点灯した 
ときは目 AS か ESP び故障しています。 


• ESP 作動時の安全確保や危険回 
避については運転者に全責任び 
あります。 


指定ヴービスエ場で点検を受けてくだ 
さし、 


A 


ESP 表示灯が点滅したとさは、夕 
イヤび空転しているか、車が横滑り 
しています。アクセルペダルを踏む 
力を少しゆるめてください。 

また、慎重に運転するととちに、じ ( 
下の操作は絶対に行なわないよラ 
にしてください。 

•急八ンドル 
• 急ブレーキ 
•急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 
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運転ずるとさ 


ESP^I 


知識 

• 指定のサイズで、4輪とわ同じ 
銘柄のタイヤを装着しないと、 
ESP び作動することびあります 
(走行中に ES P 表示灯び点滅し 
たままになります）。 

-バッテリーびあびったり、バッ 
テ U —の接続び断たれると、次 
にバッテリーを接続しても、エ 
ンジン始動後に、目 AS / ESP 
警告灯と ABS 警告灯び点なする 
ことびあります。 

このとさはステア U ングを左ち 
どちらかにいっぱいまでまわ 
し、次に反対方向にいっぱいま 
でまわすと、警告灯び消灯し、 
機能び回復します。 

- A 目 S に異常びあるときは、 
ESP の機能わ解除されます。 


-エンジンびかかっている状態 
で、駐車場などの夕ーンてーブ 
ルで回転させたり、駐車場のら 
せん状のアプ□ーチを走行して 
いるとさなどに、目 AS / ESP 
警告灯び ABS 警告灯ととわに点 
灯することびあります。このと 
さは安全な場所に停車して、エ 
ンジンスイッチを 0 の位置に戻 
し、エンジンを再始動してくだ 
さし、 


ま意！ 

-車輪を上げてけん引されるとさ 
は、エンジンスイッチを2の位 
置にしないでください。 ESP び 
作動し、接地している車輪のブ 
レーキび作動します。また、ブ 
レーキシステムを損傷するおそ 
れびあります。 

• ESP が故障すると、目 AS / ESP 
警告灯び点灯し、エンジンの出 
力び低下することびあります。 
走行び困難なとさは、すみやか 
に安全な場所に停車し、指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

-雪道や凍結路などの運転では、 
ウィンタータイヤを装着し、速 
度を控えめにして、車間距離を 
十分確保してください。 

• マルチフアンクションディスプ 
レイに ESP に関する故障/警 
告メッセージび表示されたとさ 
は （9-14) をご覧ください。 
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運転ずるとを 


ASR オフスイッチ 


ASR オフスイッチは、 ESP の一部の 
機能を解除するためのスイッチです。 

深い雪や砂、砂利などの上を走行する 
とさや、スノーチェーンを装着してい 
るときは、 ASR の機能を解除したほ 
ラび走行しやすい場合びあります。 


警告 A 


ASR オフスイッチで ASR の機能を 
解除したときは、必ず路面の状況に 
応じた速度で慎重に運転するとと 
わに、(下の操作は絶対に行なわ 
ないよラにしてください。 

•急八ンドル 
• 急ブレーキ 
•急発進、急加速 
• 急激なエンジンブレーキ 



ASR の機能を解除ずる 

► エンジンびかかっているとさに、 
ASR オフスイッチ①の上側を押し 
ます。 

メーターパネルの ESP 表示灯び点 
灯したままになります。 

ASR を待機状態にずる 

► エンジンびかかっているとさに、 
再度、 ASR オフスイッチ①の上側 
を押します。 


メーターパネルの ESP 表示灯び消 

灯します。 

知識 

- ASR の機能を解除しているとき 
に、走行速度び約6日 km / hii (上 
になるか、または走行状態び不 
安定になると、 ASR は自動的に 
待機状態になり、 ESP 表示灯び 
消なします。 

• エンジンを始動したとさ 、 ASR 
は常に待機状態になります。 
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エアコンディショナー 

己-2 

リアエアコンディショナー 

5-14 

ルーム ランプ 

5-17 

サンバイザー 

5-21 

の皿 

己-22 

ライター 

5-24 


已.快適-室内装備 


グ□ーブボックス 

己-25 

小物入れ 

己-27 

カップホルダー 

己-28 

コートフック 

己-29 

アシストグリップ 

己-29 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 


ナ— 


エアコンディショナーは、設定温度や 
車内温度、外気温度や曰射の強さなど 
に応じて、送風量や送風口の組み合わ 
せなどを自動的に調整し、車内の温度 
や湿度などを快適な状態に保ちます。 


環境 9 


• エアコンディショナーの冷媒に 
は、新冷媒 R] 34a を使用して 
います。 

-地球環境を保護するため、フロ 
ンガスを大気放出することは法 
律で禁止されています。フ□ン 
ガスび適切に処理されるよラ努 
めなければなりません。 

• エアコンディショナーの;令媒の 
補充、交換、廃棄などは、必ず 
指定ヴービスエ場で行なつてく 
ださい。 


注意！ 

-送風温度を高めに設定してある 
ときは、送風口び過熱して高温 
になることがあります。火傷を 
するおそれびありますので十分 
に注意して < ださい。 

-送風温度を低めに設定してある 
とさに送風口に身体を近づける 
と、しもやけなどを起こすおそ 
れびありますので十分に注意し 
てください。 

• 皮膚の弱い方は、送風口に身体 
を近づけすざないよラにを意し 
てください。 

-車内び高温になっているときは、 
エアコンディシヨナーを作動さ 
せる前に換気をしてください。 

• ボンネットの吸気口び雪や氷で 
覆われないよラにしてください。 

. ダッシュボードの上に物を置か 
ないでください。曰射センサー 
を覆ってしまラことびあります。 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー H 


知識 

-除湿された水分は車体下方に排 
水されます。 

• ウインドウやスライディン グルー 
フび開いていると、設定温度を 
維持することびでさません。 

• エアコンディショナーの機能や 
モードのなかには、併用可能な 
組み合わせびあります。 

• エアコンディショナーのフイ 
ルター類は定期的な交換び必 
要です。 


r デイスプレイ/コント□ールパネル1 



① 

ディスプレイ 


③ 

デフ□スタースイッチ 

己-12 


除湿スイッチ 

己-13 

③ 

送風温度調整スイッチ 

己-4 

④ 

AUT 日スイッチ 

已 -4 

⑥ 

送風口選択ダイヤル 

已 -6 

⑥ 

送風量調整スイッチ 

己-己 

⑦ 

AC 日 FF スイッチ 

己-8 


余熱ヒータースイッチ 

5-1 1 

⑧ 

内気循環スイッチ 

已 -8 

⑨ 

U アエアコンディシヨ 
ナースイッチ 

己-14 


5 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 


r 通常の使いかた （AUTO モード） ] 



AUT 日モードのとさ 

③ 送風温度調整スイッチ 

④ AUTO スィッチ 
⑩送風温度 

⑩ AUTO モードマーク 


AUTO モードで作動させる 

► AUT 日スイッチ④を押します。 

ディスプレイに送風温度⑩と 
AUT 日モードマーク⑩び表示され 
ます。 

送風量の調整と送風口の選択び自 
動的に行なわれます。 

知識 

設定した送風温度に関係なく、中 
央送風口（上部）からは外気び送 
風されます。 


r 送風温度の調整_ ] 

送風温度を上ばる 

► 送風温度調整スイッチ③の上側 
D を押します。 

送風温度を下ばる 

► 送風温度調整スイッチ③の下側 
D を押します。 

設定した送風温度⑩びディスプレイに 

表示されます。 

知識 

-送風温度は通常は22でに設定 
することをおすすめします。 

• エアコンディショナーび最大冷 
房を行なってし"》るときは、ディ 
スプレイに、 "MAX C 日日 L " と 
表示されることびあります。 

-送風温度を最高に設定したとさ 
は、ディスプレイに " HI " と表 
示されます。 

-送風温度を最低に設定したとさ 
は、ディスプレイに " LCD " と表 
示されます。 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー H 


エアコンデイシヨナーの停止 


Dii 風量の調整 


送風量を上ばる 



エアコンディショナーを停止したとき ④ AUTO スイッチ 

⑥送風量調整スイツチ ⑥送風量調整スイッチ 

⑩送風量インジケーター 


エアコンディシヨナーを停止ずる 

► ディスプレイに" 0" び表示されるま風■巧動で7段階に調整す&こと 
で、送風量調整スイッチ⑥の下側 
を繰り返し押します。 


► 送風量調整スイッチ⑥の上側を押 
します。 

送風量インジケーター⑩のマーク 
の数び多くなります。 

送風量を下ばる 

► 送風量調整スイッチ⑥の下側を押 
します。 


送風量インジケーター⑩のマーク 
の数び少なくなります。 


知識 


エアコンデイシヨナーが AUT 日モ 
-ドで作動しているときに送風量 
調整スイッチ⑥を押すと 、 AUTO 
モー ドは解除されます。 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 
I 送風□の選択 



⑥送風口選択ダイヤル 
⑩送風ロインジケーター 

送風口を手動で選択することびでき 
ます。 

送風□を選択ずる 

► 送風口選択ダイヤル⑥をまわして、 
送風ロインジケーター⑩の▲を好 
みの送風口表示マークに合わせ 
ます。 


® ® © 



送風 口 表示 マーク 


□ 

B 

□ 
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主に送風される送風 □ 

ドアウインドウ送風口®フ□ントウインドウ送風口⑩ 
中央送風口（上部）⑥ 

ドアウインドウ送風口®ヴイド送風口⑥ 

フ□ントウインドウ送風口⑩中央送風口® 

足元送風口①セカンドシート足元送風口 

サイド送風口⑥中央送風口®足元送風口① 

セカンドシート足元送風 □ 


サイド送風口⑥中央送風口⑥ 
































快適-室内装備 


知識 

-セカンドシートの足元前方に、 
セカンドシート用の足元送風 □ 
びあります。 

• 送風□表示マークの中間にあ 
る • の位置に合わせると、組み 
合わせた送風口から送風するこ 
とびでさます。 

-選択した送風口外の送風口か 
らも、微量の送風び行なわれる 
ことびあります。 

• エアコンディショナーび AUTO 
モー ドで作動していると さに 送 
風口選択ダイヤル⑥をまわすと、 
AUT 日モー ドは解除されます。 


r 送風□の調整_ ] 

送風□を開く 

► 中央送風口（上部）⑥、サイド送 
風口⑥は、開閉ダイヤル⑩また 
は⑥を上にまわします。 

左側の中央送風口⑥は左側の開閉 
ダイヤル®を左側に、ち側の中央 
送風口®はち側の開閉ダイヤル® 
をち側にまわします。 

送風□を閉じる 

► 中央送風口（上部）⑥、ヴイド送 
風口⑥は、開閉ダイヤル⑩また 
は⑥を下にまわします。 

左側の中央送風口®は左側の開閉 
ダイヤル®をち側に、ち側の中央 
送風口⑥はち側の開閉ダイヤル® 
を左側にまわします。 

I 知識 

送風□開閉ダイヤルを止まるまで 
まわしても、完全に送風□を閉じ 
ることはでさません。 


エアコンディショナー H 

送風□の風向を調整ずる 

中央送風口⑥とサイド送風口⑥は、 
風向きを調整することびできます。 

► つまみを上下左ちに動かします。 

I 知識 

換気を良くするため、中央送風口 
のつまみは、中央の位置にするこ 
とをおすすめします。 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 


「AC OFF モード 



② デフ□スター/ 除湿 スイッチ 
⑦ AC OFF スイッチ 
⑩ AC 日 FF モードマーク 

AC 日 FF モードに設定すると、除湿/ 
冷房び行なわれな < なります。 


I 景境 9 


AC 日 FF モードに設定すると、エン 
ジンへの負荷び軽減し、燃費び向 
上します。 


AC OFF モードに設定ずる 

► AC 日 FF スイッチ⑦を押します。 

ディスプレイに AC 日 FF モードマ 
ーク⑩が表示されます。 

AC OFF モードを解除ずる 

► 再度、 AC 日 FF スイッチ⑦を押し 
ます。 

ディスプレイの AC 日 FF モードマ 
ーク⑩び消えます。 

知識 

• 除湿/冷房された空気は、エン 
ジンびかかっているときに送風 
されます。 

• AC 日 FF モードに設定するとウ 
インドウび曇りやすくなりま 
す。 AC 日 FF モードの使用は短 
時間にとどめてください。 

• デフ□スター/除湿スイッチ③ 
を押したとさち、 AC 日 FF モー 
ドは解除されます。 


r 内気循環モ—ド 



②デフ□スター/ 除湿 スイッチ 
⑧内気循環 スイッチ 
⑩内気循環 モードマーク 

トンネル内など、空気び巧れた場所で 
外気を室内に入れたくないとさに使用 
します。 

内気循環モードに切り替えると、車内 
の空気び循環されます。 

内気循環モードの設定/解除に連動 
して、フ□ントドアウインドウを開閉 
することびでさます。 
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快適-室内装備 


内気循環モードに設定ずる 

► 内気循環スイッチ⑧を押します。 

ディスプレイに内気循環モードマ 
ーク⑩が表示されます。 

内気循環モードを解除ずる 
(外気導入にずる） 

► 再度、内気循環スイッチ⑧を押し 
ます。 

ディスプレイの内気循環モードマー 
ク⑩び消えます。 


知識 

-内気循環モードにするとウイン 
ドウび曇りやすくなります。内 
気循環モードの設定は短時間に 
とどめてください。 

• 内気循環モード中にデフ□スタ 
-/除湿スイッチ③を押すと、 
内気循環モードび解除されます。 

• 内気循環モードは、外気温度 
に応じて、約]日〜3日分経過 
すると、自動的に外気導入に 
切り替わります。 


エアコンディショナー 

内気循環スイッチでフ□ントドアウ 
インドウとスライディングルーフ*を 
閉じる 

► 外気導入のとさに、内気循環スイッ 
チ⑧を2秒じ(上押し続けます。 

ディスプレイに内気循環モードマ 
ーク⑩び表示され、フ□ントドア 
ウインドウとスライデイン グルー 
フが自動で閉じます。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 
ま意！ 

内気循環スイッチ⑧でフ□ントド 
アウインドウやスライディングル 
ーフ*を閉じているとさは、身体 
や物び挟まれないよラに注意して 
ください。特に子供にはま意して 
ください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


内気循環スイッチでフ□ントドアウ 
インドウとスライディングルーフ*を 
開< 

► 内気循環モードのとさに、内気循 
環スイッチ⑧を2秒じ(上押し続け 
ます。 

ディスプレイの内気循環モードマ 
ーク⑩び消え、フ□ントドアウイ 
ンドウとスライディング ルーフび 
元の位置まで開さます。 


知識 

内気循環スイッチで閉じたフ□ン 
トドアウインドウやスライディン 
グルーフを別のスイッチで開いた 
場合、開いたフ□ントドアウイン 
ドウやスライディングルーフを内 
気循環モードの解除操作と連動し 
て前回開いていた位置まで開くこ 
とはでさません。 


ま意！ 

内気循環スイッチでフ□ントドア 
ウインドウを開いているとさは、 
フ□ントドアウインドウに身体を 
寄りかけないでください。フ□ン 
トドアウインドウとドア フレーム 
との間に身体び引さ込まれてけび 
をするおそれびあります。 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 


を熱ヒーター 



⑦余熱 ヒータースイッチ 
⑩送風温度 
⑩余熱 ヒーターマーク 

エンジン停止後に車内を暖房するとさ 
に使用します。 


を 熱 ヒーターを 使用ずる 

► エンジンスイッチを0か1の位置に 
するか、キーを抜さます。 

► 余熱ヒータースイッチ⑦を押し 
ます。 

ディスプレイに余熱ヒーターマー 
ク®とエンジン停止前に設定して 
いた送風温度⑩び表示されます。 

送風温度の調整と送風口の選択は 
手動で行なラことびでさます。 


を熱 ヒーターを 停止ずる 

► 再度、余熱ヒータースイッチ⑦を 
押します。 

ディスプレイの余熱ヒーターマー 
ク⑩び消なします。 

じ(下のとさは、余熱ヒーターび自動的 
にイ旱止します。 

-余熱ヒーターを使用してから約3日 
分後 

• エンジンスイッチを2の位置にし 5 

たとさ — 

-バッテ U —の電圧び低下したとさ 

知識 

-バッテリーを保護するために、 

送風量は弱の設定で一定に保た 
れます。 

-エンジン冷却水の温度び低い 
ときは暖気の送風は行なわれ 
ません。 
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快適-室内装備 


エアコンディショナー 


「了*7 □スター t —卜 



デフ□スターを使用しているとさ 
②デフ□スター/除湿スイッチ 
④ AUTO スィッチ 
⑩デフ□スター モー ド マーク 

フ□ントウインドウやフ□ントドアウ 
インドウの内側の曇りを取るときに使 
用します。 


デフ□スターモードに設定ずる 

► 中央送風口（上部）を閉じます 

(5-7) 〇 

► デフ□スター/除湿スイッチ③を押 
します。 

ディスプレイにデフ□スターモー 
ドマーク⑩び表示されます。 

送風量び最大になり、フ□ントウ 
インドウとフ□ントドアウインド 
ウに向けて送風されます。 


デフ□スターモードを解除ずる 

► デフ□スター/除湿スイッチ③を 
2度押します。 

ディスプレイのデフ□スターモー 
ドマーク⑩び消えます。 

または、 

► AUT 日スイッチ④を押します。 

ディスプレイのデフ□スターモー 
ドマーク⑩び消え、 AUT 日モード 
マークび表示されます。 

知識 

• デフ□スターは、曇りび取れた 
らすみやかに解除してください。 

-内気循環モードや AC 日 FF モー 
ドに設定していたときは、デフ 
□スターモードの解除にあわせ 
てこれらの設定も解除されます。 
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除湿モード 



② デフ□スター/ 除湿 スイッチ 
⑩除湿 モー ド マーク 


ウインドウの曇りを取り、車内を除湿 
するとさに使用します。 

除湿モードに設定ずる 

► ディスプレイに除湿モードマーク 
⑩び表示されるまでデフ□スター 
/除湿スイッチ③を押します。 

除湿モードを解除ずる 

► ディスプレイの除湿モードマーク 
⑩び消えるまでデフ□スター/除 
湿スイッチ③を押します。 


快適-室内装備 


エアコンディショナー H 


[リアデフオツガー 


リアデフオッガーを使用ずる 



⑩ リアデフォッ ガース イッチ 
® 表示灯 

リアウインドウの曇りを取るときに使 
用します。 


► リアデフオッガースイッチ⑩を押 
します。 


スイッチの表示灯®び点灯します。 

リアデフォッガーを停止ずる 

► 再度、リアデフォッガースイッチ 
⑩を押します。 

スイッチの表示灯®び消灯します。 

I ま意！ 日 

消費電力び大さいため、リアウイ — 
ンドウの曇りび取れたら、なるベ 
く早めに停止してください。 


エンジンがかかっているとさに使用で 
さます。 


A 


I 知識 

U アデフォッガーは、走行速度や 
外気温度により最大で約] 2分間作 
動した後、自動的に停止します。 


ウインドウに雪や氷び付いている 
とさは、必ず運転前にそれらを取 
り除いて視界を確保してください。 
事故を起こすおそれがあります。 


5-13 






















快適-室内装備 


リアエアコンデイシ ヨナー 



U アエアコンデイシヨナーを作動させる 


「リアエアコンデイシヨナーの f ®/ 停山 



① U アエアコンディショナースイッチ 

② U アエアコンデイシ ヨナーマー ク 


► U アエアコンディショナースイツ 
チ①を押します。 

► ディスプレイに U アエアコンディ 
ショナーマーク③び表示されます。 

リアエアコンディショナーを停止ずる 

► 再度、リアエアコンディショナー 
スイツチ①を押します。 

► ディスプレイの U アエアコンディ 
シヨナーマーク③び消えます。 


U アエアコンディショナーの作動/ 
停止はフ□ントエアコンディショナー 
のコント□ールパネルで行ないます。 


リアエアコンディショナーの 
コントロールパネル 



心 ™™ OT 


③ 送風量調整ダイヤル 

④ 送風温度調整ダイヤル 

U アエアコンデイシヨナーの操作パネ 
ルはセカンドシート左上方のルーフ部 
にあります。 
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r 送風量を調整ずる_ ] 

標準のな送風量にずる 

► 送風量調整ダイヤル③を〇に合 
わせます。 

送風量を最大にずる 

► 送風量調整ダイヤル③を画3に合 
わせます。 

送風量を自動調整させる 

► 送風量調整ダイヤル③を田のに合 
わせます。 

I 知識 

送風量調整ダイヤルを田3に合わ 
せたときの送風量は、設定した送風 
温度により自動的に調整されます。 


r 送風温度を調整ずる 

送風温度を上げる 


► 送風温度調整ダイヤル④をちにま 
わします。 

送風温度を下ばる 


► 送風温度調整ダイヤル④を左にま 
わします。 


ヴードシート足元の足元送風□からは 
外気または暖気び送風されます。 

また、セカンドシート左ち上方、およ 
びヴードシート左ち上方のルーフ送風 
口からは、外気または冷気び送風され 
ます。 


リアエアコンディショナー ■ 

知識 

• フ□ントエアコンディショナー 
を一定 iiLb の高い温度、または 
低い温度に設定す ると、 U アエ 
アコンディショナーのコントロ 
ールパネルでは温度調整びでさ 
なくなります。 

• セカンドシート足元の送風□の 
送風温度と送風量は、フ□ント 
エアコンディショナーの設定に 
より調整されます。 日 
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リアエアコンデイシ ヨナー 

送風□を開く 

► ルーフ送風口開閉ダイヤル⑥を上 
にまわします。 

送風□を閉じる 

► ルーフ送風口開閉ダイヤル⑥を下 
にまわします。 

送風□の風向きを調整ずる 

► ルーフ送風口⑥のつまみを上下左 
ちに動かして風向きを調整します。 


し/レ—フ送風□の調整 



⑥ ルーフ 送風口 


知識 

-送風□開閉ダイヤルを止まるま 
で下にまわしてわ、完全に送風 
□を閉じることはでさません。 

-サードシート足元の送風□は、 
開閉および風向の調整はできま 
せん。 
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II ■ 


ルーム ランプ 



スライデイングルーフ装備車 


① リーディングランプ（ち側）スイッチ 

② リーデイングランプ（ち側） 


③ フ□ントルームランプ 

④ 自動点灯モードスイッチ 

⑤ フ □ント ルーム ランプスイッチ 

⑥ U —ディングランプ（左側） 

⑦ リーデイングランプ（左側）スイッチ 


フロント^レームランプの 

点！打モードの切り替え _ 

自動点なモードにずる 

► 自動点灯モードスイッチ④を押し 
ます。 

スイッチを押すたびに自動点なモ 
-ドび設定/解除されます。 


I 注意！ 

車を施錠したときは、ルームラン 
プなどび消なすることを確認して 
ください。 


自動点灯モードでは、(下のいずれか 
の操作をすると、フ□ントルームラン 
プび自動的に点巧します。 

-リモコン操作で車を解錠すると点 
灯し、約4日秒後に消灯します。 

-エンジンスイッチからキーを抜くと 
点灯し、約40秒後に消灯します。 

-フ□ントドアを開くと点灯し、フ 
□ントドアを閉じると消灯します。 

0エンジンスイッチが 0 の位置の 

ときは、ドアを閉じると約]己秒 _ 
後に、ドアを開いたままにする 
と一定時間経過後に消なします。 

0エンジンスイッチが1か2の位 
置のとさは、フ□ントドアを開 
じるとただちに消灯します。 

自動点灯モードび解除されているとさ 
は、じ(下のいずれかの操作をしてもフ 
□ントルームランプは点灯しません。 

-リモコン操作で解錠する 
• エンジンスイッチからキーを抜く 
• フ□ントドアを開< 


5-17 
















快適-室内装備 




フ□ント ルーム ランプの 

手動点'灯/消な _ 

手動でフ□ントルームランプを 
点'なずる 

► フ□ントルームランプスイッチ⑥ 
を押します。 

フ□ントルームランプ③び点灯し 
ます。 

手動でフ□ントルームランプを 
消なずる 

► 再度、フ□ントルームランプスイ 
ッチ⑥を押します。 

フ□ントルームランプ③び消灯し 
ます。 


フ□ントリーディングランプの 
点好/消'灯 _ 

フ□ントリーディングランプを 
点'なずる 

► リーディングランプスイッチ①、 
⑦を押します。 

リーディングランプ③、⑥び点灯 
します。 

フ□ントリーディングランプを 
消なずる 

► 再度、リーディングランプスイッ 
チ①、⑦を押します。 

U —デイングランプ③、⑥び消灯 
します。 



① U アルームランプ/ 

ラゲッジ レームランプスイッチ 

② 表示灯 

③ 自動点灯モードスイッチ 

リアルームランプはセカンドシートと 
ヴードシートの左ち上方にあります。 


ラゲツジルームランプはルーフ後方に 
あります。 


I ま意！ 

車を施錠したとさは、ルームラン 
プなどび消なすることを確認して 
ください。 
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リア ルーム ランプ/ラゲッジ ルーム 
ランプの点な モー ドの切り替え 

自動点なモードにずる 

► エンジンスイッチび1か2の位置の 
とき、自動点灯モードスイッチ③ 
を押します。 

表示な③び消灯します。 


自動点灯モードでは、(下のいずれか 
の操作をすると、リアルームランプ、 
ラゲッジ;!レームランプび自動的に点灯 
します。 

-リモコン操作で車を解錠すると点 
灯し、約4日秒後に消灯します。 

• スライディングドアまたはテール 
ゲートを開くと点灯し、閉じると 
消灯します。 

0 エンジンスイッチび0の位置の 
とさは、スライディングドア/ 
テールゲートを閉じると約1已秒 
後に、スライディングドア/テ 
ールゲートを開いたままにする 
と一定時間経過後に消灯します。 

0 エンジンスイッチび1か2の位 
置のとさは、スライディングド 
ア/テールゲートを閉じると 
ただちに消灯します。 


ルーム ランプ 

自動点'灯モードを解除ずる 

► エンジンスイッチび1か2の位置の 
とき、自動点灯モードスイッチ③ 

を押します。 

表示灯③び点灯します。 

または、 

► エンジンスイッチび0の位置、ま 
たはエンジンスイッチからキーび 
抜いてあるとさ、自動点なモード 
スイッチ③を押します。 f 

表示灯③び約已秒間点灯してから — 
消灯します。 

自動点灯モードび解除されているとさ 
は、(下のいずれかの操作をしても U 
アル ーム ランプやラゲッジ ルーム ラン 
プは点灯しません。 

-リモコン操作で解錠する 

• スライディングドアまたはテールゲ 
ートを開ぐ 
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リア ルーム ランプ/ラゲッジ ルーム 

ランプの手動点な/消な 

(目 U 席か S の接作) _ 

リア ルーム ランプ/ラゲッジ ルーム 
ランプを点'灯ずる 

► U アルームランプ/ラゲッジルー 
ムランプスイッチ① （己- 18 ) を押 
します。 

U アルームランプとラゲッジルー 
ムランプび点灯します。 

リア ルーム ランプ/ラゲッジ ルーム 
ランプを消'灯ずる 

► 再度、リアルームランプ/ラゲッ 
ジ) レームランプスイツチ① （己- 1 8 ) 
を押します。 


リアルームランプの手動点'灯/消'灯 
(後席か S の操作） 


①リアルームランプ 



リアルームランプを点'灯ずる 

► U アルームランプ①を押します。 

U アルームランプび点灯します。 

リアルームランプを消なずる 

► 再度、リアルームランプ①を押し 
ます。 

リアルームランプび消灯します。 

知識 

手動で点灯した U アルームランプ 
は、自動的に消灯しません。 


リアルームランプとラゲツジルー 
ムランプび消灯します。 
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I I I ■ 



運転席側サンバイヴー 

① フック 

② バニテイミラーカバー 

③ バニテイミラー 

④ 照明 


前方からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

横方向からのにしさを防ぐ 

► サンバイヴーを下げます。 

► サンバイヴーをフック①から外し 
ます。 

► ヴンバイヴーを横にまわします。 

ま意！ 

ヴンバイヴーを横にまわすときは、 
ノ くニテイ S ラーカノ く一を開じてくだ 
さい。ルーフやバニテイミラーカバ 
一を損傷するおそれびあります。 


r バニテイミラー_ I 

バニテイミラーを使用ずる 

► サンバイヴーを下げます。 

► バニテイミラーカバー③を上方に 
開さます。 

照明④び点灯します。 

使用後はノ（ニテイミラーカノ（一③を閉 
じ、サンバイヴーを上げます。 

ま意！ 

眩惑を防ぐため、走行中はノくニテ 
イ S ラーカノ く一を閉じてください。 


直射日光び眩しいとさに使用します。 
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の皿 


「灰皿（センターコンソール) 



① カバー 

② 灰皿カバー 


灰皿を開く 

► カバー①の矢印の部分を持って、 
手前に引さます。 

► 灰皿カバー③を前方にスライドし 
ます。 

の皿を閉じる 

► カバー①を押し込みます。 

I 知識 

灰皿カバー③を開いたままカバー 
①を閉じると、灰皿カバー③も閉 
じます。 

注意！ 

• 吸いびらやマッチの火は確実に 
消してください。 

-紙<ずなどの燃えやすい物は入 
れないで < ださい。 

-使用後は確実にカバーを閉じて 
ください。 



③ノブ 


の皿を取り外ず 

► ノブ③を持って抜き取ります。 

の皿を取り付ける 

► 灰皿を押し込みます。 
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① ヵバー 

② ノブ 


の皿を開く 

► カバー①を手前に引きます。 

の皿を閉じる 

► カバー①を閉じます。 

注意！ 

• 吸いびらやマッチの火は確実に 
消してください。 

-紙<ずなどの燃えやすい物は入 
れないで < ださい。 

-使用後は確実にカバーを閉じて 
ください。 


灰皿を取り外ず 

► ノブ③を押しなびら抜き取ります。 

灰皿を取り付ける 

► 灰皿を押し込みます。 


5 
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① ライ ター 

エンジンスイッチび1か2の位置のと 
さに使用でさます。 

ライターを使用ずる 

► ライター①を押し込みます。 

熱せられると、ライターは元の位 
置に戻ります。 

使用後は灰皿で灰を落とし、元の 
位置に戻します。 


A 


ライターは必ずノブの部分を持って 
ください。金属部を持つと火傷をす 
るおそれがあります。 


注意！ 

-安全のため、子供を乗せるとさ 
はライターを抜き取ってくだ 
さし、。 

-ライターを押さえつづけないで 
ください。ライターを損傷する 
おそれびあります。 

-赤熱部に灰や異物び付着したま 
ま使用しないでください。乂災 
び発生するおそれびあります。 


-ライターを改造したり、純正品 
じ(外のライターを使用しないで 
<ださい。ライターやセンター 
コンソールを損傷したり、火災 
び発生するおそれびあります。 

-ライターび巧し込まれたまま戻 
らな<なったとさは、エンジン 
スイッチを0の位置にするか、 
エンジンスイッチからキーを抜 
いて、指定サービスエ場に連絡 
してください。 

-アクセヴ U —電源としてライター 
ソケットを使用するとさは、純正 
アクセサリーのみを使用して < だ 
さし、 
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グ□ーブボックス ■ 


グローブボックス 


グ〇—ブボックス 



① カバー 

② 八ンドル 

③ キーシ U ンダー 


グ□ーブボックスを開< 

► 八ンドル③を引きます。 

エンジンスイッチが1か2の位置の 
とさは、グ□ーブボックス内のラ 
ンプび点灯します。 

グ□ーブボックスを閉じる 

► カバー①を押して閉じます。 


ま意！ 

走行中は、グ□ーブボックスの力 
パーを開いたままにしないでくだ 
さい。急ブレーキ時や衝突時など 
に収納物び放り出されて、乗員び 
けびをするおそれびあります。 

知識 

-グ□ーブボックス内には、ド U 
ンクホルタ'一、コインホルダー 
などび装備されています。 5 

• グ□ーブボックス内には外部音 
声入力端子びあります。詳しく 
は別冊「マルチフアンクション 
コント□ーラー取扱説明書」を 
ご覧ください。 
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グ□ーブボックス 

グ□ーブボックスを施錠ずる 

► エマー ジェンシ ーキー （3-9) を 
キー シリンダ ー ③に差して、時計 
回りにまわします。 

グ□ーブボックスをち?錠ずる 

► エマー ジェンシ ーキー （3-9) を 
キーシリンダー③に差して、反時 
計回りにまわします 


注意！ 

-貴重品はグ□ーブボックス内に 
保管しないでください。 

-施錠したときは、グ□ーブボッ 
クスび開かないことを確認して 
ください。 


知識 

駐車場などでキーを預ける場合に、 
グ□ーブボックスを開けられた< 
ないとさは、グ□ーブボックスを 
施錠し、エマージェンシーキーを 
携帯してください。 


r 携帯電話の接続_ ] 

グ□ーブボックス内には携帯電話用の 
コネクターび装備されています。 

コネクターに 携帯電話を接続すると、 
電話の発信/受信びでさます。 

携帯電話を取り付ける 

► 携帯電話の外部端子をコネクター 
に接続します。 

携帯電話を取り外ず 

► コネクター左ちの□ック解除ボタ 
ンを押しなびら、携帯電話をコネ 
クターから取り外します。 

I ま意！ 

携帯電話びコネクターに接続でさ 
ないとさは、無理に取り付けない 
で < ださい。 

※電話の操作については、別冊「マルチフ 
アンクシヨンコントローラー取扱説日月書」 
をお読みください。 
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快適-室内装備 




ル物入れ 


センターコンソール上部の小物入れ I 



① 凹部 

② カバー 


ル物入れを開く 

► 凹部①に手をかけて、上方に開き 
ます。 

ル物入れを閉じる 

► カバー③を閉じます。 


ま意！ 

走行中は、必ずセンターコンソー 
ル上部のル物入れのカバーを閉じ 
てください。前方の視界びさえざ 
られ、事故につなびるおそれびあ 
ります。 

また、急ブレーキ時や衝突時などに 
内部の収納物び放り出されて、乗員 
びけびをするおそれびあります。 


知識 

• このほかに、セレクターレバー 
下や左ちフ□ントドア下部、 
ヴードシート足兀左ちにル物 
入れびあります。また、フロ 
ントシートのバックレスト背 
面に収納ポケットびあります。 

• フ□ントルームランプの前方に 
サングラスケースびあります。 
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快適-室内装備 


|| III 


カツプホルダー 


センターコンソール、グ□ーブボッ 
クス横、ヴードシート左ちにカップ 
ホルダーを装備しています。 

ま意！ 

カップホルダーを使用するときは、 
じ(下の点に注意してください。 

-火傷防止のため、熱い飲み物 
び入った容器を置かないで< 
ださい。 

-サイズに合った容器を置いてく 
ださい。 

-走行中は使用しないでください。 



① ヵバー 

② カップホルダー（センターコンソール) 


カツプホルダー（センターコンソール） 
を使用ずる 

► カバー①の矢印の部分を持って、 
手前に引さます。 

閉じるときは、カバー①を押し込み 
ます。 



③カップホルダー（グ□ーブボックス横) 
のカバー 


カップホルダー（グローブボックス横） 
を使用ずる 

► カバー③を押します。 

カパーび開さます。 

閉じるときは、カバー③を押し込み 
ます。 
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快適-室内装備 



④カップホルダー（サードシート左ち) 
のカバー 


カップ ホルダー（サードシート 左ち） 
を使用ずる 

► カバー④を矢印の方向に引きます。 
カパーび開さます。 

閉じるときは、カバー④を押し込み 
ます。 


カップホルダ 


コートフック 


ベンチレーシヨンウインドウ前方の 
ピラーにコートフックび装備されて 
います。 

注意！ 

• コートフックには軽くて柔らか 
い巧類(外の物をかけないでく 
ださい。 

• コートフックを使用するとさは 
八ンガーなどを使用せず、衣類 
を直接かけてください。 

-コートフックを使用するときは、 
衣服び運転者の視界の妨げにな 
らないよラにしてください。 


/コートフック/アシストグリップ H 


アシストグリップ 


左ちドアウインドウの上方、セカンド 
シート/ヴードシートの左ち上方にア 
シストグリップび装備されています。 

コーナリング時の姿勢保持などに使用 
します。 

注意！ 

-アシストグ U ップにぶらさびつ 
たり、必要(上の大さな荷重を 
かけないでください。アシスト ^ 
グリップを損傷するおそれびあ 
ります。 

• アシストグ U ップに八ンガーや 
アクセヴ U —などをかけないで 
ください。 

-運転者は運転中にアシストグリ 
ップを使用しないでください。 
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万一のとさ 


■ I I Ml III 


事故-故障のとさ 


警告 

A 


燃料などび漏れている場合は、す 
ぐにエンジンを停止してください。 
また、車に乂気を近づけないでく 
ださい。乂災や爆発のおそれびあ 
ります。 


事故び起きたとき 

すみやかに(下の処置をとってくだ 

さい。 

► 続発事故を防ぐため、交通の妨げ 
にならない安全な場所に停車し、 
エンジンを停止してください。 

► 負傷者びいるとさは、消防署に救 
急車の出動を要請するとともに、 
負傷者の救護を行なってください。 
ただし、頭部を負傷している場合 
は、負傷者をむやみに動かさない 
で < ださい。 

► 警察に連絡してください。事故び 
発生した場所や事故状況、負傷者 
の有無や負傷状態などを報告して 
ください。 

► 相手の方の氏名や住所、電話番号 
などを確認してください。 

► 自動車保険会社に連絡してくだ 
さし、。 


路上で故障したとき 

安全な場所に停車し、非常点滅灯を点 
滅させてください。高速道路や自動車 
専用道路では、車の後方に停止表示板 
を置 < ことび法律で義務付けられてい 
ます。追突のおそれびあるため、乗員 
は車内に残らず、ただちに安全な場所 
に避難してください。 


車が動かな < なったとさ 

セレクターレバーを la に入れ、同乗者 
や付近の人に救援を求めて、安全な場 
所まで車を押して移動してください。 


注意！ 

踏切内で動かなくなったとさは、 
ただちに踏切の非常ボタンを押し 
てください。緊急を要するときは 
非常信号用具を使用して < ださい。 
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非常信号用具 


運転席ドアのドアポケットに懐中電灯 
を備えています。 

知識 

. 新車時は電池の自然放電を防止 
するため、電池の間に紙び挟ま 
れています。使用するとさは紙 
を取り除いてください。 

. 懐中電灯び十分な明るさで点灯 
することを定期的に点検してく 
ださい。 


万一のとを 


非常信号用具/救急セット/停止表示板 ■ 


救急セツ 


運転席ドアのドアポケットに救急セッ 
卜を備えてし^ます。 

救急セットの備品び揃っていて、使用 
可能であることを定期的に点検してく 
ださい。 



①スタンド 
③反射板 
③フック 

6 

助手席ドアのドアポケットに停止表示 — 
板を備えています。 

停止表示板を組み立てる 

► 左ちのスタンド①を拡げて地面に 
立てます。 

► 反射板③を引き出し、頂点のフッ 
ク③を合わせて固定します。 


《救急セツトの収納されている場所び異なるこ 
とびあります。 


《停止表示板の形状や収納されている場所び一 
部異なることびあります。 
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万一のとを 


車載工具/ジャッキ 



①ク U ップ 


車載工具などは、ラゲッジルームち側 
のル物入れに収納されています。 

ル物入れのカバーを取り外ず 

► TREND 、 AM 目 IENTE は、ヴード 
シートを折りたたみます（3-41)。 

AMBIENTE long はサードシート 
を前方に移動し、バックレストを 
を前方に倒します（3-39)。 

► 3ヶ所あるクリップ①を、コイン 
などで反時計回りにまわし、ル物 
入れのカノ（一を取り外します。 



TREND、AMBIENTE 

ラゲ ッ ジ ルームち 側の ル 物入れ カバーを 取りが 
した状態 


② 車載工具 

③ ジャッキ 

④ ストッパー 
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万一のとを 


車載工具 



① 

ホイールレンチ 

6-19 

③ 

けん引フック 

6-28 

③ 

スライディングルーフ 

3-88 


手動操作時専用レンチ* 

3-89 

④ 

ジャッキ八ンドル 

6-20 

⑥ 

スペアタイヤ取り外し 

6-17 


/収納用アダプター 

6-26 

⑥ 

ヒューズ U ムーバー 

6-38 

⑦ 

ガイドボルト 

6-22 


車載工具を取り出ず 

► ラゲツジルームち側のル物入れの 
カバーを取り外します（6-4)。 


► 車載工具 （6-4) を取り出します。 

車載工具の中には、ホイールレンチ、 
けん引フック、スライディングルー 
フ手動操作時専用レンチ*、ジヤッ 
キ八ンドル、スペアタイヤ取り外し 
/収納用アダプター、ヒューズリ 
ムーバー、ガイドボルトなどび収納 
されています。 


車載工具/ジャッキ ■ 

車載工具を収納ずる 

► 元の位置に車載工具を戻します。 

車載工具び確実に収納されたこ 
とを確認してください。 

► ル物入れのカバーを取り付けます。 


* オプシヨンまたは仕機こより装備び異なります。 
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万一のとを 


車載工具/ジャッキ 
I ジャッキ 



TREND 、 AM 巨 IENTE 

ラゲ ッジルームち 側の ル 物入れ カバーを 取りが 
した状態 

② 車載工具 

③ ジャッキ 

④ ストッパー 

ジャッキを取り出ず 

► ラゲッジルームち側のル物入れの 
カバーを取り外します（6-4)。 

► TREND 、 AM 目 IENTE は車載工具 
③を取り出します。 

► ストッパー④を外してジャッキ③を 
取り出します。 

* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


ジャッキを収納ずる 

► ジャッキ③をいっぱいに縮めます。 

► 元の位置にジャッキ③を戻します。 

► ストッパー④でジャッキ③を固定 
します。 

► TREND 、 AM 目 IENTE は元の位 
置に車載工具③を押し込んで戻し 
ます。 

ジャッキ③と車載工具③び確実に収 
納されたことを確認してください。 

► ル物入れのカバーを取り付けます。 

警告 A 


ジャッキアップしているとさは、 
ミ夫して車の下に身体を入れないで 
ください。ジャッキび外れると、 
挟まれて致命的なけびをするおそ 
れびあります。車載のジャッキは 
車を一時的に持ち上げるとさだけ 
に使用してください。 


ま意！ 

• 車載のジャッキはこの車専用で 
す。じ(下の点に注意してくだ 
さし、。 

〇安全を確保できる、固くてす 
ベりにくい、水平な場所で使 
用してください。 

0この車のタイヤ交換(外に 
は使用しないでください。 

〇不具合や損傷びあるときは 
使用しないでください。 

〇ジャッキヴポート(外の場 
所に設置しないでください。 

• ジャッキアップしているとさ 
は、エンジンを始動したり、ド 
アや テールゲー トを開閉した 
り、パーキングブレーキを解除 
しないでください。車び落下す 
るおそれびあります。 

-ジャッキアップする前に乗員や 
荷物を車から降ろし、スペアタ 
イヤ * を取り外してください。 
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パンクしたとさ 
(TREND / AMBIENTE) 


パンクしたタイヤをタイヤリペア 
キットで修理すると、一時的に走行 
することびでさます。 


万一のとを 


パンクしたとき （TREND / AMBIENT 口 


A 


• パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないで < だ 
さい。ステア U ングをしっかり 
握って徐々に速度を落とし、安 
全な場所に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しなし、 
でください。車のコント□ール 
を失い、事故を起こすおそれび 
あります。また、タイヤび異常 
に過熱し、乂災が発生するおそ 
れがあります。 

. 停車したとさは、非常点滅灯を 
点灯させてください。また、十 
分注意しなびら車の後方に停止 
表示板を置いてください。 


ま意！ 

• パンク修理をする前に乗員や荷 
物を車から降ろしてください。 

-じ(下の状況のとさはタイヤ U ぺ 
アキットでタイヤを修理するこ 
とびでさません。他の方法で車 
両を運搬してください。 

0タイヤの接地面(外に傷び 
あるとさ 

〇傷の大ささび約 4mmLU 上の 
とさ 

〇リムに損傷びあるとき 

0タイヤの空気圧び非常に低 
かったり、空気び抜けた状 
態のタイヤで走行したとさ 
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万一のとを 


パンクしたとき （TREND / AMBIENT 口 


► 安全を確保でさる、固くてすべり 
にくし、水平な場所に停車します。 

► 非常点滅巧を点滅させます。 

► ステア U ングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを効かせ、セ 
レクターレバーを■堂に入れます。 
► エンジンを停止します。 

► 乗員を車から降ろし、安全な場所 
に避難させます。 


r タイヤリペアキットを取り出ず 1 

タイヤ U ペアキットは運転席シート下 
部にあります。 



運転席シート下部の収納部 

① カバー 

② ク U ップ 


► クリップ③のツメを立てて、反時 
計回りにまわします。 

► カバー①を取り外します。 


《タイヤ U ペアキットの収納されている場所び 
異なることびあります。 
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万一のとを 


パンクしたとき （TREND / AMBIENT 口 



③ タイヤ U ペアキット収納バッグ 

④ ストラップ 


► ストラップ④をゆるめます。 

► タイヤリペアキット収納バッグ③ 
を取り出します。 

タイヤリペアキット収納バッグの 
中には、タイヤフィット（タイヤ 
修理剤）、電動エアポンプ、バルブ 
レース、予備のバルブコアび入つ 
ています。 


A 


• タイヤフィットでパンクを修理 
したときは、必ず8日 km/hii (下 
で走行してください。 

また、短い時間の走行にとどめ、 
でさるだけ早くタイヤを交換し 
てください。 

• 空気圧不足で走行したために夕 
イヤに凹み、亀裂、ひびなどび 
ある場合、タイヤから空気び完 
全に抜けている場合、ホイール 
に著しい損傷びある場合などは、 
タイヤフィットを使用しないで 
ください。 

• 乂気は近づけないでください。夕 
バコの火などび原因となり、乂災 
び発生するおそれびあります。 

• タイヤフイツトの臭気を吸し、込 
まないで < ださい。 


• タイヤフィットは、ミ夫して身体 
や衣服につかないよラに注意し 
てください。眼や皮膚についた 
場合は、ただちに清潔な水で十 
分に洗い流し、医師の診断を受 
けてください。衣服についた場 
合は、付着した衣服を着替えて 
ください。また、 アレルギー 症 
状び出た場合は、医師の診断を 
受けてください。 

• タイヤフィットは車室内などに放 
置せず、タイヤリペアキット収納 
バッグに入れ、運転席シート下部 
の収納部に保管してください。 6 

-万一、子供びタイヤフィットを 
飲み込んだ場合は、絶対に吐か 
せないでください。ただちに水 
で口を十分すすざ、水を大量に 
飲ませます。そして、ただちに 
医師の診断を受けてください。 
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万一のとを 


パンクしたとき （TREND / AMBIENT 口 


いンクしたタイヤを理ずる 



①タイヤフィット 


② を 入ホース 

③ アルミキャップ 



► タイヤリペアキット収納バッグ 
(6-9) からタイヤフィット①を取 
り出します。 

► タイヤフィット①の容器をよく振 
ります。 


► 注入ホース③のスクリュー部分を 
タイヤフィット①の容器に取り付 
けます（その際、アルミキャップ 
③を突き刺します）。 

► タイヤリペアキット収納バッグか 
らバル ブレースを 取り出します。 



⑤ バルブコア 

⑥ バルブ 


► バルブキャップを取り外し、取り 
付けたバルブレース④を反時計回 
りにまわして、バルブ⑥からバル 
ブコア⑥を取り外します。 

ま意！ 

取り外したノりレブコアを巧したり、 
濡らしたり、または損傷しないよ 
ラにしてください。 


《車載されているバルブレースやバルブコアの 
種類び異なることびあります。 
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⑦プラグ 


► ま入ホース③からプラグ⑦をがし、 
注入ホースの先端をバルブ⑥に差 
し込みます。 


万一のとを 


パンクしたとき （TREND / AMBIENTE) 



► タイヤフィット①の容器を逆さに 
します。このとさ、タイヤフィッ 
卜の容器の高さびノ くルブ⑥より上 
になるよラにします。 

► タイヤフィット①の容器を数回絞つ 
て、タイヤフィットの内容物をすべ 
てタイヤのなかに流し込みます。 

► ま入ホース③をバルブ⑥から外し 
ます。 


► バルブレース④を使い、バルブコ 
ア⑥を元通りに取り付けます。 

知識 

タイヤについているバルブコアび 
巧れていたり、損傷しているとさ 
は、予備のバルブコアと交換して 
ください。 
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万一のとを 


パンクしたとき （TREND / AMBIENTE) 


► プラグ⑦を注入ホース③に取り付 
けます。 

I 知識 

タイヤフィットびバルブやリム、夕 
イヤなどに付着したとさは、乾燥さ 
せてから剥びし取ってください。 

► ]0m ほど車を前後進させます。 

ま入したタイヤフイットびタイヤ 
全体に行さわたります。 


r 電動エアポンプで空気を入れる 



⑧ フラップ 

⑨ 電源プラグ 

⑩ エアホース 
⑩電源スイッチ 
⑩空気圧 ゲージ 


I ま意！ 

電動エアポンプを作動させるとさ 
は、電動エアポンプに貼付されて 
いる取扱方法を守ってください。 


※車載されている電動エアポンプの種類び異な 
ることびあります。 


タイヤリペアキット収納バッグ (6-9) 
から電動エアポンプを取り出します。 

► フラップ⑧を開さます。 

► 電源プラグ⑨、およびエアホース⑩ 
を取り出します。 

► エアホース⑩の先端に付いている 
ナットをまねして、エアホースを 
タイヤのバルブに取り付けます。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑩ 
び〇 (日 FF の位置）になっている 
ことを確認します。 
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万一のとを 


パンクしたとき （TREND / AMBIENT 口 



► 空気圧ゲージ⑩の空気圧調整バル 
ブ⑩び完全に閉じていることを確 
瓦召します 0 

► 電源プラグ⑨を灰皿のライターソ 
ケット（己- 24) か、サードシート 
左ちまたはラゲッジルーム内の 
]2 V 電源ソケット （3-73) に差 
し込みます。 

► 電源プラグをライターソケットに差 
し込んでいるときはエンジンスイッ 
チを1の位置に、] 2 V 電源ソケット 
に差し込んでいるときはエンジンス 
イッチを0の位置にします。 

► 電動エアポンプの電源スイッチ⑩ 
を I (日 N の位置）にします。 

電動エアポンプび作動して、タイ 
ヤに空気を送り込みます。 


ま意！ 

-電動エアポンプを連続して8分 
(上作動させないでください。 

ポンプび過熱して損傷したり、 

乂傷をするおそれびあります。 

-電動エアポンプを作動させてい 
るとさはエンジンを始動しない 
で < ださい。 

-電動エアポンプは作動中に金属 
部分などび熱くなります。必ず 
手袋をして作業してください。 

-電動エアポンプを再び作動させ 
るとさは、ポンプび冷えた状態 6 
になっていることを確認してく — 
ださい。 
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万一のとを 


パンクしたとき （TREND / AMBIENTE ) 


► 空気圧び1 .8 バールになったら 
(約5分後）、電動エアポンプの電 
源スイッチ⑩を〇 (日 FF の位置） 
にします。 

注意！ 

空気圧び] .8 バールに達しない場 
合は、電動エアポンプを外し、低 
速で車を]日 m 前進または後退さ 
せ、タイヤフィットをタイヤ内に 
行さわたらせます。 

その後、タイヤに空気を入れ直し 
ます。それでち空気圧び1 .8 バー 
ルに達しない場合は、タイヤびか 
なり損傷しています。それ(上走 
行せず、指定サービスエ場に連絡 
してください。 


► 電源プラグをライターソケットに 
差し込んでいるときは、エンジン 
スイッチを0の位置にします。 

► 電動エアポンプの電源プラグをラ 
イターソケット、または] 2 V 電源 
ソケットから抜さ、タイヤのバル 
ブからエアホースを取り外します。 

► バルブキャップを取り付けます。 

► タイヤフィットびタイヤ内に行き 
わたるよラに、ただちに走行して 
ください。 


A 


タイヤフィットでタイヤを修理し 
た後に走行するとさの最高速度は 
8日 km / h です。カーブ走行時やブ 
レーキ時には特に慎重に運転して 
ください。また、操縦性に変化び 
現れることびあります。 


ま意！ 

• 安全のため、付属のステッ 
力一 " max . 8日 km / h " を運転 
者の見やすい場所に貼付して 
ください。 

-タイヤフィットび付着したとさ 
は、乾燥させてから剥びし取つ 
てください。 
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万一のとを 


パンクしたとき （TREND / AMBIENT 口 


► 約]日分間走行した後、電動エアポ 
ンプのエアホース （6-12) をバル 
ブに取り付けて、空気圧ゲージで 
タイヤ空気圧を点検します。 

].3 バール(上の場合は、電動エ 
アポンプで規定空気圧 （7-16) に 
なるまでタイヤに空気を入れてく 
ださい。 

ま意！ 

空気圧び] .3 バールに達しない場 
合は、タイヤフィットで修理する 
ことびでさません。それ(上走行 
せず、指定ヴービスエ場に連絡して 
ください。 


► 電動エアポンプを元の場所に戻し 
ます。 


A 


タイヤフィットでタイヤを修理し 
たとさには、重い荷物を載せない 
でください。タイヤの損傷やパン 
クにつなびるおそれびあります。 

知識 

タイヤフイットは4年ごとに交換し 
てください。 


環境 9 


タイヤフィットの廃棄は、指定ヴー 
ビスエ場に依頼してください。 
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万一のとを 


パンクしたとき （AM 巨 IENTE long) 


パンクしたとき 
(AMBIENTE long) 


ノ V ° ンクしたタイヤを応急用スペアタイ 
ヤに交換すると、一時的に走行するこ 
とびでさます。 

知識 

• TREND / AM 目 IENTEI こ I ま応 
急用スペアタイヤは装備されて 
いません。タイヤリペアキット 
でパンクしたタイヤを修理して 
ください（6-7)。 

• AMBIENTE long には応急用ス 
ペアタイヤとタイヤリペアキッ 
卜 （6-7) び装備されています。 


A 


• パンクしたとさは、あわててブ 
レーキペダルを踏まないで<だ 
さい。ステア U ングをしっかり 
握って徐々に速度を落とし、安 
全な場所に停車してください。 

• パンクしたタイヤで走行しなし"! 
でください。車のコント□-ル 
を失い、事故を起こすおそれび 
あります。また、タイヤび異常 
に過熱し、乂災び発生するおそ 
れびあります。 

. 停車したとさは、非常点滅灯を 
点灯させてください。また、十 
分ま意しなびら車の後方に停止 
表示板を置いてください。 


► 安全を確保でさる、固くてすべり 
にくし、水平な場所に停車します。 

► 非常点滅巧を点滅させます。 

► ステアリングを直進の位置にして、 
パーキングブレーキを効かせ、セ 
レクターレバーを■堂に入れます。 

► エンジンを停止します。 

► 乗員を車から降ろし、安全な場所 
に避難させます。 

► スペアタイヤ取り外し/収納用ア 
ダプター、ジャッキ八ンドル、ホ 
イールレンチ、ジャッキ、ガイド 
ボルトを車載工具 （6-4) から取 
り出します。 
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万一のとを 


パンクしたとき （AMBIENTE long) 


r 応急用スペアタイヤを取り出ず 1 

応急用スペアタイヤは車体後部フ□ア 
下に収納されています。 

警告 A 


-応急用スペアタイヤを取り外し 
たり、収納する作業には大さな 
力び必要になります。作業は必 
ず、大人2人(上で行なってく 
ださい。 

-作業を行なラとさは、身体を挟 
まれてけがをしないよラ、十分 
に注意して < ださい。 

• 応急用スペアタイヤに交換した 
ときは、必ず8日 km/hli (下で走 
行してください。 

また、短い時間の使用にとどめ、 
でさるだけ早く標準タイヤに戻 
してください。 



► テールゲートを開さます。 

► アダプター挿入口①にスペアタイ 
ヤ取り外し/収納用アダプター③ 
(6-5) を差し込みます。 

I 注意！ 

作業をするとさは必ず手袋をして 
ください。素手で作業を行なラと 
けびをするおそれびあります。 



②スペアタイヤ取り外し/収納用アダ 


J 夕 — 

③ジャッキ八ンドル 

► アダプター③に、 "AB D 日 WN" の 
文字び見える方向でジャッキ八ン 
ドル③を取り付けます。 

► ジャッキ八ンドル③を反時計回り 
に止まるまでまわします。 

スペアタイヤび下びります。 

► ジャッキ八ンドルとスペアタイヤ 
取り外し/収納用アダプターを取 
り外します。 
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万一のとを 


パンクしたとき （AM 巨 IENTE long) 



► タイヤカバーのグリップ④を持っ 
て、応急用スペアタイヤを少し引 
さ出します。 

ま意！ 

応急用スペアタイヤを、下ろし 
さっていないとさに引さ出さない 
でください。応急用スペアタイヤ 
び落下するおそれびあります。 



⑥ワイヤー 
⑥タイヤホルダー 


► タイヤホルダー⑥の2ヶ所のツメ 
を押して、タイヤホルダー⑥を下 
方に落とします（図左円内）。 

► ワイヤー⑥を引き上げ、タイヤホ 
ルダー⑥を斜めにしなびら抜き取 
ります（図ち円内）。 


ま意！ 

応急用スペアタイヤを手前まで引 
さ出しすざてし" i たり、タイヤホル 
ダー⑥を下ろしきっていないと、 
ワイヤー⑥び張ってしまいタイヤ 
ホルダー⑥を取り外すことびでき 
ません。 

► 応急用スペアタイヤを引き出し 
ます。 

► タイヤカバーを取り外します。 
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万一のとを 


パンクしたとき （AMBIENTE long ) ■ 


タイヤを交換ずる 


注意！ 

-ジャッキアップする前に乗員 
や荷物を車から降ろし、応急 
用スペアタイヤを取り外して 
ください。 

• 車速感応ドア□ックを設定した 
状態で車を押したり、タイヤ交 
換などでジャッキアップすると 
さは、エンジンスイッチを0の 
位置にしてください。ホイール 
び回転すると車び自動的に施錠 
され、車外に閉め出されるおそ 
れびあります。 


► ENR (3-75) を自動調整停止モ 
—ドにします。 

► 交換するタイヤの対角線の位置に 
あるタイヤの前後に輪止めをし 
ます。 

やむを得ず傾斜地でタイヤを交換 
するとさは、じ(下のよラに輪止め 
をしてください。 

• 前輪のいずれかを交換するとさ 
は、左ちの後輪の下り側に輪止 
めをします。 

• 後輪のいずれかを交換するとさ 
は、左ちの前輪の下り側に輪止 
めをします。 



► ホイールレンチで、交換するタイヤ 
のホイールボルト（已本）をそれぞ 
れ約]回転ほどゆるめます。 


この時点では、ホイールボルトは取 
り外しません。 


I 知識 

輪止めは車載されていません。適 
切な大ささの木片か石を輪止めと 
して使用してください。 
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万一のとを 


パンクしたとき （ AM 巨 IENTE long ) 
ま意！ 

ホイールレンチを使用するとさ、 
ホイールレンチびホイールボルト 
から外れるとけびをしたり、ボル 
卜を損傷することびあります。じ （ 
下の点に注意してください。 

-ホイールレンチを確実に差し込 
んで < ださい。 

• 足で踏んでまわさないで<だ 
さし、 

-両手で握り、ホイール側に押し 
付けるよラにしなびらまわして 
ください。 



① ジャッキ 

② ジャッキサポート 

③ ジャッキのプレー ト部 

④ ダイヤル 

⑥ジャッキ八ンドル 


► ダイヤル④を手でまわしてジャッ 
キを伸ばしなびら、交換するタイ 
ヤに近いジャッキヴポート③にジ 
ャッキのプレート部③をあてます。 

このとさ、ジャッキのプレート部 
③びジャッキヴポート②に接して、 
ジャッキびぐらつかない程度まで 
ジャッキを伸ばします。 

知識 

ジャッキヴポート③は左ち前輪の 
後方、左ち後輪の前方のボディ下 
部に計4ヶ所設けられています。 
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万一のとを 


パンクしたとき （AMBIENTE long ) 


ま意！ 

• 車載のジャッキはこの車専用で 
す。じ(下の点に注意してくだ 
さし、 

〇安全を確保できる、固くてす 
ベりにくい、水平な場所で 
使用してください。 

0この車のタイヤ交換(外に 
は使用しないでください。 

〇不具合や損傷びあるときは 
使用しないでください。 

-ジャッキのプレート部③は必ず 
ジャッキヴポート③の中/こ N 部に 
当て、ジャッキのプレート部③ 
びジャッキヴポート③を完全に 
支えるようにしてください。 


► "AUF UP " の文字び見える方向 
でジャッキ八ンドル⑥を取り付け 
ます。 

注意！ 

"AUF UP " の文字び見える方向で 
ジャッキ八ンドル⑥を取り付けな 
し^と、ジャッキ八ンドルを操作し 
たときに車びジャッキアップしま 
せん。 


A 


車び車載のジャッキだけで支えられ 
ているとさは、ミ夫して車の下に身体 
を入れないでください。ジャッキび 
外れると、挟まれて致命的なけびを 
するおそれびあります。ジャッキは 
車を一時的に持ち上げるとさだけに 
使用してください。 

注意！ 

ジャッキアップしているとさは、 
エンジンを始動したり、ドアや 
テール ゲートを開閉したり、パー 
キングブレーキを解除しないでく 
ださい。車び落下するおそれびあ 
ります。 
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万一のとを 


パンクしたとき （AM 巨 IENTE long) 



⑤ジャッキ八ンドル 


► ジャッキ八ンドル⑥を矢印の方向 
に繰り返し操作して、タイヤび地 
面から離れるまでジャッキアップ 
します。 



⑥ガイドボルト 


► 上側のホイールボルトを]本外し 
ます。 

► ホイールボルトを外したネジ穴に 
車載工具 （6-5) のガイドボルト 
⑥を取り付けます。 

► 残りのホイールボルトを外して、 
タイヤを取り外します。 


ま意！ 

-ホイールボルトに砂や泥を付け 
ないよラに注意して < ださい。 

. タイヤを地面に置くときは、ホ 
イールの外側を下にしないでく 
ださい。ホイールに傷び付くお 
それびあります。 

-ホイールを外したとさは、ホ 
イールの内側を十分に清掃し、 
点検をしてください。リムの凹 
みや巧びりは空気圧減少の原因 
になり、タイヤを損傷するおそ 
れびあります。 
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万一のとを 


応急用スペアタイヤの取り付け 



⑥ガイドボルト 


► ガイドボルト⑥に合わせて、応急 
用スペアタイヤを取り付けます。 

► 残りの4つのネジ穴にホイールボル 
卜を取り付け、軽く締め付けます。 


► ガイドボルト⑥を取り外し、己本 
目のホイールボルトを軽<締め付 
けます。 


ま意！ 

-ホイールボルトに損傷や鐘びあ 
るときは交換してください。 

• ホイール八ブのネジ山に傷び付 
いたときは、すぐに修理してく 
ださい。また、ネジ山には、ミ夫 
してオイルやグリスを塗布しな 
いでください。ボルトびゆるむ 
おそれびあります。 


警告 A 


ジャッキアップした状態で、ホイー 
ルボルトを強く締め付けないでくだ 
さい。締め付ける勢いで、ジャッキ 
び外れるおそれびあります。 


パンクしたとき （AMBIENTE long ) ■ 

► " A 目 DOWN " の文字び見える方 
向でジャッキ八ンドルを取り付け 
ます。 

ま意！ 

"AB DOWN " の文字び見える方向 
でジャッキ八ンドルを取り付けな 
し^と、ジャッキ八ンドルを操作し 
たとさに車び下びりません。 
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万一のとを 


パンクしたとき （ AM 巨 IENTE long ) 



⑤ジャッキ八ンドル 


► ジャッキ八ンドル⑥を矢印の方向 
に繰り返し操作して、ジャッキを 
下げて外します。 



①-⑥ホイールボルトの締め付け順序 


► ホイールボルトを図の順序で何度 
かに分けて締め付けます。 

ホイール（スチール）ボルトの締 
め付けトルクは、約] 8 kg-m 
( ISONm ) です。 

タイヤ交換後は、指定サービスエ場 
などでホイールボルトの締め付け 
トルクを確認してください。 

知識 

軽合金ホイールの締め付けトルク 
は、約1己 k 浸- m り己日 Nm ) です。 


注意！ 

-ホイールレンチを使用すると 
さ、ホイールレンチびホイール 
ボルトから外れるとけびをした 
り、ボルトを損傷することびあ 
ります。じ(下の点にま意してく 
ださい。 

0ホイールレンチを確実に差 
し込んでください。 

0足で踏んでまわさないでく 
ださい。 

◊両手で握り、ホイール側に 
押し付けるようにしなびら 
まわしてください。 

〇パイプを継ぎ足してまわすな 
ど、必要(上にホイールボル 
卜を締め付けないでください。 

• ホイールボルトは必ず規定の締 
め付けトルクで締め付けて<だ 
さい。締め付けトルクび不足し 
ているとボルトびゆるみ、車の 
コント□ールを失って事故につ 
なびるおそれびあります。 
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万一のとを 


r スペアタイヤの収納 



① タイヤ カバー 

② バルブ位置 

► 応急用スペアタイヤにタイヤカバ 
一①を取り付けます。 

ま意！ 

ホイールのバルブびタイヤカバー 
のバルブ位置③に合ラよラに、夕 
イヤカバーを取り付けてくださ 
し、。正しく取り付けないとバル 
ブやタイヤカノ く一を損傷するおそ 
れびあります。 



③ タイヤ ホルダー 

④ ワイヤー 


► 応急用スペアタイヤを車体後部の 
下に置さます。 

► タイヤホルダー③を斜めにしなび 
ら、ホイール中央の穴に入れて、 
下に落とします。 

► ワイヤー④を上に引き、タイヤホ 
ルタ'一③をホイールに装着します。 


パンクしたとき （AMBIENTE long) 
ま意！ 

応急用スペアタイヤを置<位置び 
手前すざたり、タイヤホルダーを 
完全に下ろしさっていないと、夕 
イヤホルダーをホイールに装着す 
ることびでさません。 


警告 A 


タイヤホルダーびホイールに確実 
に装着されていることを確認して 
ください。 

確実に装着されていないと応急用 6 

スペアタイヤび落下し、事故を起 
こすおそれびあります。 
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万一のとを 


パンクしたとき （AM 巨 IENTE long) 



④ アダプター 挿入 □ 

⑥スペアタイヤ取り外し/収納用アダ 


プ ター 

⑥ジャッキ八ンドル 


アダプター挿入□④にスペアタイ 
ヤ取り外し/収納用アダプター⑥ 
を差し込みます。 

スペアタイヤ取り外し/収納用ア 
ダプター⑥に 、" AUF UP " の文 
字び見える方向でジャッキ八ンド 
ル⑥を取り付けます。 

ジャッキ八ンドル⑥を時計回りに 
止まるまでまわします。 


応急用スペアタイヤび上びります。 

ジャッキ八ンドル、スペアタイヤ 
取り外し/収納用アダプターを取 
り外します。 


使用した工具などを収納します。 


A 


応急用スペアタイヤを収納したと 
さは、確実に装着されていること 
を確認してください。 

確実に装着されていないと応急用 
スペアタイヤび落下し、事故を起 
こすおそれびあります。 
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A 


• ホイールボルトは、ホイールに 
適合した純正品だけを使用して 
ください。純正品(外のホイー 
ルボルトを使用すると、ホイー 
ルび脱落して事故につなびるお 
それびあります。 

• 必ず規定の空気圧を守って<だ 
さし、。 

• 空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂するおそれびあります。 

• タイヤに空気を入れすざないで 
<ださい。空気を入れすざた夕 
イヤは、路上の破片や凹みなど 
により損傷を受けたりパンクし 
やす < なります。 


万一のとを 


パンクしたとき （AMBIENTE long ) ■ 


-どのよラな場合でわ、タイヤの 
許容速度を超えるよラな速度を 
出さないでください。許容速度 
を超えた速度で走ると、タイヤ 
びパンクして事故につなびるお 
それびあります。 

ま意！ 

-タイヤの空気圧を点検するとさ 
は、応急用スペアタイヤの空気 
圧わ点検してください。 

• タイヤに空気を入れてち空気圧 
び低下するよラなときは、タイ 
ヤのパンク、ホイールの損傷、 
タイヤノ（ルブからの空気漏れな 
どを点検してください。 

-ジャッキ、工具を使用した後は、 
必ず元の位置に収納して < だ 
さし、。 


知識 

タイヤび温まっているとさは、空 
気圧は約日. 3 k 浸/ cm 2 ほど高くなり 
ます。空気圧はタイヤび冷えてい 
るときに調整してください。規定 
の空気圧を記載したラベルは燃料 
給油ロフラップを開いた車体側に 
貼付してあります。空気圧ラベル 
の見かたについては （7-16) をご 
覧ください。 
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万一のとを 




けん引 


[フ□ントの取り付け位置 


注意！ 

-けん引はできるだけ避けてくだ 
さし、自走できなし" i ときは、専 
門業者に依頼して車両運搬車で 
移送してください。 

-やむを得ず他車にけん引しても 
らラとさは、じ(降に記載する説 
明に従ってください。 



①カバー 
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けん引フックを取り付ける 

► フ□ントバンパー下部の向かって 
左側にあるカバー①を反時計回り 
にまわして取り外します。 

► 車載工具 （6-4) から、けん引フ 
ックとホイールレンチを取り出し 
ます。 

► けん引フックを内部のネジ穴にね 
じ込み、止まるまで手で締め込み 
ます。 

► さらに、ホイールレンチの柄の部 
分をけん引フックのリング部分に 
差し込み、確実に締め付けます。 

けん引フックを取り外ず 

► ホイールレンチを車載工具から取り 
出し、ホイールレンチの柄の部分を 
フックのリング部分に入れて半持計 
回りにまわし、けん引フックをゆ 
るめます。 

► けん引フックを取り外します。 

► カバー①を取り付けます。 

► けん引フックとホイールレンチを 
車載工具に収納します。 















万一のとを 





AMBIENTE Ion 呂 


② U アけん引フック 


r けん引されるとさ_I 

► エンジンを始動し、セレクターレ 
バーを M に入れます。 

► エンジンを始動できないときは、 
エンジンスイッチを2の位置にし 
て、 ブレーキ ペダルを踏みなび 
らセレクターレバーを la に入れ 
ます。 


セレクタ~レバ~を la から動か 
せないとさは、 （4-14) をご覧く 
ださい。 


車体後部ち下にけん引フックびあり 
ます。 


ま意！ 

• フ□ントまたはリアをつり上 
げてけん引するときは、必ず 
エンジンスイッチを0の位置に 
してください。 ESP び作動し 
て接地しているタイヤにブ 
レーキびかかります。また、 
ブレーキシステムを損傷する 
おそれびあります。 

-一般道では 30 km/hLU 下の速度 
で、距離は己日 km じ(内に限り、 

けん引走行することびできま 
す。距離び己日 km を超えるとき 
は、必ず車両運搬車を利用して 6 

ください。トランスミッション 
を損傷するおそれびあります。 

-エンジンを停止した状態でけん 
引走行するときでも、エンジン 
スイッチからキーを抜かないで 
ください。ステア U ング□ック 
び作動し、ステア U ング操作び 
でさな < なります。 
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万一のとを 


けん引 
ま意！ 

• エンジンびかかっていないとさ 
は、ブレーキやステアリングの 
操作に、非常に大さな力び必要 
になります。 

-長い坂道、急な坂道を下るとさ 
はけん引を避け、車両運搬車を 
使用してください。 

• トランスミッシヨンを損傷して 
いるとさは、専門業者に作業を 
依頼して、ドライブシャフトを 
取り外してから、けん引を行 
なって < ださい。 

-けん引フックに大さな衝撃び加 
わるよ5なけん引をしないで< 
ださい。取り付け部び変形し、 
損傷するおそれびあります。 

-けん引されるときは、車速感応 
ドア□ックを解除してくださ 
し、。ホイールび回転すると車び 
自動的に施錠され、車外に閉め 
_ 出されるおそれびあります。 


• 車両運搬車に積載して車両を固 
定するときは、固定□ープをけ 
ん引フックかホイール、または 
ホイール U ムにかけてくださ 
し、ヴスペンションなどのメン 
ノ く一部にかけると車体を損傷す 
るおそれびあります。 

-けん引□ープを使用してけん引 
されるとさは、じ(下の点に注意 
してください。 

0ワイヤー□—プやチェーン 
を使用しないでくださし、。 
車を損傷するおそれびあり 
ます。 


0 □ープの長さは己 m じ(内と 
し、□ープの中央に白布 
(30 cm X 30 cmli (±) を付 
けて2台の車び□ープでつな 
びれていることを周囲に明 
示してくださし、 


〇□ープは両車とわできるだけ 
同じ側につないで < ださい。 

〇けん引フックじ(外には□一 
プをかけないで < ださい。 

〇□ープに無理な力や衝撃び 
かからないよラにして<だ 
さし、。 

◊走行中、□ープをたるませ 
ないよラに前車のブレーキ 
ランプにま意しなびら車間 
距離を調整してください。 
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万一のとを 


才ーバーヒートしたとき 


才ーバーヒートしたとき 


走行中、冷却水量/冷却水温度警告 
灯 S びホく点なしたとさは、オー 
バーヒートしているか、冷却水び減少 
しています。 

警告 A 


• エンジン ルームから 蒸気び出て 
いるときや冷却水び吹き出して 
いるとさは、ただちにエンジン 
を停止し、；令えるまで車から離 
れて < ださい。 

エンジンルームの中に漏れた液 
体び発火して火災び発生するお 
それびあります。 

-水温び下びるまで、絶対にボン 
ネッ トや U ヴーブタンクのキヤ ッ 
プを開かないで<ださい。高温 
の蒸気や熱湯び吹さ出して火傷 
をするおそれびあります。 


ま意！ 

•才ーバーヒートした状態で走行 
したり、冷却水び吹さ出してい 
る状態でエンジンをかけたまま 
にすると、エンジンを損傷する 
おそれびあります。 

-オーバーヒートしたとさは指定 
ヴービスエ場で必ず点検を受け 
てください。 


才ーバーヒートしたときの処置 

► ただちに安全な場所に停車します。 

► エンジンをアイドリング状態で冷 
却します。 

エンジンフアンび停止していると 
きや、冷却水び吹き出していると 
きは、エンジンを停止して冷却し 
てください。 

► エンジンび十分に冷えてから、冷 
却水量、冷却水漏れ、エンジンフ 
アンなどを点検します。 

► 冷却水び不足していたら補給しま 

す (7-6) 〇 6 

ま意！ 

冷却水は、エンジンび熱いとさに 
補給しないでください。エンジン 
を損傷するおそれびあります。 
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万一のとを 


バッテリーがあがったとき 


バッテリーびあびつたとき 


バッテ U —の電圧び低下し、エンジン 
の始動び困難なとさは、ブースター 
ケーつ') レを使用して他車のバッテ U — 
を電源として始動することびでさま 
す。容量の大さい太めのブースター 
な一つ、 レを使用してください。 

他車のノ（ッテ U — とブースターケーブ 
ルを接続するとさは、エンジンルーム 
内の向かってち側にある©端テと、メ 
インヒューズボックス内にある®端子 
にブースターケーブルを接続します。 

I 知識 

バッテリーあびりなどでリモコン 
操作で解錠でさないとさは、エ 
マージてンシーキーで 助手席ドア 
を解錠します（3-55)。 


A 


-作業を始める前に必ず次のペー 
ジの説明を読んで<ださい。説 
明を守らないと、電気装備を損 
傷したり、バッテリーび爆発し 
てけびをするおそれびあります。 

• 助手席シート下部にあるバッテ 
リーに、 直接 ブースターケーブル 
を接続しないでください。ショー 
卜して火災び発生するおそれびあ 
ります。 

• ブースターケーブルを使用して 
始動しているときは、バッテ 
U —をのぞさ込まないでくださ 
し、。爆発したときに、けびをす 
るおそれびあります。 

• ブースターケーブルを使用して 
始動するとさは、バッテ U —を 
傾けないでください。バッテ 
リーび爆発してけがをするおそ 
れびあります。 



エンジンスイッチび2の位置のとさ点 
灯し（点灯しないとさは警告灯び故障 
しています）、エンジン始動後に消灯 
します。 

消灯しなかったり、走行中に点灯した 
とさは、発電または充電系部品の異常 
か、 V ベルトび損傷しているおそれび 
あります。ただちに安全な場所に停車 
して点検してください。 
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万一のとを 



① 自車の®端テ 

② 自車の©端テ 

③ 救援車の®端テ 

④ 救援車の©端テ 

⑤ 救援車のバッテ IJ 一 


ブースターケーブルを接続し、 

エンジンを始動ずる 

► バッテリー電圧び同じ （]2 V ) で、 
バッテリー容量び同程度の救援車 
を用意します。 

► 自車と救援車び接触していないこ 
とを確認します。 

► 救援車のエンジンを停止して、パ 
ーキングブレーキを確実に効かせ 
ます。 

► 両車の電気装備をすべてオフにし 
ます（エンジンスイッチを0の位 
置にします）。 

► ボンネットを開さます。 


バッテリーがあびったとき 

► メインヒューズボックスのカバー 
を取り外します（6-36)。 

► 自車の©端テ①のカバーを外します。 

► 救援車のバッテリー⑥の®端子③ 

に赤色ブースターケーブルを接続 
します。 

► ホ色ブースターケーブルの反対側 
を自車の®端子①に接続します。 

► 救援車のエンジンを始動し、アイ 
ドリング状態にします。 

► 救援車のバッテ U —⑥の©端子④ 

に黒色ブースターケーブルを接続 
します。 6 

► 黒色ブースターケーブルの反対側 
を自車の©端子③に接続します。 

► 自車のエンジンを始動します。 
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万一のとを 


バッテリーがあがったとき 


A 


メインヒューズボックスの中にエ 
具を置いたり、工具を落とさない 
でください。メインヒューズボッ 
クスの中にはバッテリーの®端子び 
あり、ショートして乂災び発生す 
るおそれびあります。 


注意！ 

電気回路を守るため、エンジンび 
始動したら、ただちにシートヒー 
ターや U アデフォッガーなどの電 
気装備を作動させてください。た 
だし、ライトは点灯させないでく 
ださい。 


ブースターケーブルを取り外ず 

► 自車の©端子③から黒色ブースタ 
ーケーブルを取り外します。 

► 救援車のバッテリー⑥の©端子④ 
から黒色ブースターケーブルを取 
り外します。 

► 自車の®端子①から赤色ブースタ 
ーケーブルを取り外します。 

► 救援車のバッテリー⑥の®端テ③ 
からホ色ブースターケーブルを取 
り外します。 

► 自車の®端子①にカバーを取り付 
けます。 

► メインヒューズボックスのカバー 
を取り付けます。 


知識 

放電したバッテ U —液は、約 
一]日むで凍結します。凍結して 
いるとさは、乂気を近づけずに 
バッテリー全体を暖め（己日むじ ( 
下）、バッテリー液を解凍してか 
らエンジンを始動してください。 
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万一のとを 


ま意！ 

-救援車により接続方法び異なる 
ことびあります。接続前に救援 
車の取扱説明書ちお読み<だ 
さし、 

-急速充電器などを接続してエン 
ジンを始動しないでください。 
車の電気装備を損傷します。 

-エンジンや触媒装置の損傷を避 
けるため、じ(下の点にま意して 
ください。 

〇「押しびけ」や下り勾配を 
利用してエンジンを始動し 
ないで <ださい。 

〇エンジンび暖まっていると 
さは、 ブースター ケーブル 
でエンジンを始動しないで 
ください。 

〇エンジン始動を2〜3回試み 
てわ始動でさないとさは、時 
間をおいてから、再度始動し 
てください。それでち始動し 
ないとさは指定サービスエ場 
に連絡してください。 


-ブースターケーブルは、十分な 
容量（太さ）のケーブルを使用 
してください。 

〇ケーブル部分や絶縁部分び 
損傷しているものは使用し 
ないで <ださい。 

〇ケーブルびラジェター冷却 
フアンや回転べルトに巻さ 
込まれないよラにしてくだ 
さい。 

• ブースターケーブルを使用して 
始動でさたとさわ、安全のため 
指定サービスエ場で点検を受け 
てください。 


バッテリーがあがったとき 


6 
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万一のとさ 


I I III 


ーズの 交換 


ランプ類び点灯しなかったり、電気装 
備び作動しないとさは、ヒューズび切 
れている可能性びあります。 

ま意！ 

ヒューズを点検したり、交換する 
とさは、すべての電装品をオフに 
して、セレクターレバーを la に 
入れ、エンジンスイッチからキー 
を抜いてください。 

ヒューズの配置と種類については （8- 
7) をご覧ください。 


r メインヒューズボックス 



メインヒューズボックス 

① ノブ 

② カバー 


メインヒューズボックスはエンジン 
ルーム内の向かってち側にあります 

(7-3) 〇 

メインヒューズボックスを開< 

► ボンネットを開さます。 

► メインヒューズボックスの4ヶ所 
のノブ①をそれぞれ矢印の方向に 
スライドします。 

► カバー③を手前に引きなびら取り 
外します。 


A 


メインヒューズボックスの中にエ 
具を置いたり、工具を落とさない 
でください。メインヒューズボッ 
クスの中にはバッテリーの®端子び 
あり、ショートして火災び発生す 
るおそれびあります。 
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① ク u ップ 

② カバー 



③補助ヒューズボックス 


万一のとを 


ヒューズの交換 H 

補助ヒューズボックスは助手席シート 
下部にあります。 

補助ヒューズボックスを開く 

► クリップ①のツメを立てて、反時 
計回りにまわします。 

► カバー ③を開きます。 
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万一のとさ 


I I III 


r ヒュ ーyC を乂換ずる_I 

► キーを抜くか、エンジンスイッチ 
を0の位置にします。 

► すべての電気装備を停止します。 

► ヒューズー覧 （8-6) を参考に点 
灯しないランプや作動しない電気 
装備に該当するヒューズを確認し 
ます。 

► ヒューズリムーバーを使用して、該 
当するヒューズを取り外します。 

► ヒューズを点検して、線部び切 
れている（溶断）ときは同じ電流 
値（色）のヒューズと交換します。 


《ヒューズ U ムーバーは装備されないことびあ 
0ます。 
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ま意！ 

• 規格や容量の異なるヒューズを 
使用したり、ヒューズの改造し 
ないで < ださい。 

• 切れたヒューズを修理して使用 
したり、針金などで代用しない 
でください。乂災び発生するお 
それびあります。 

. 自動車電話やテレビなど、電気 
を使用するアクセヴ U —を使用 
するとさは、指定サービスエ場 
に相談してください。 

-じ(下のよラなときは、ただちに 
指定ヴービスエ場で点検を受け 
てください。 

〇ヒューズを交換してわすぐ 
に切れたり、装備び作動し 
ないとさ 

◊ヒューズに異常はないび、 
電気装備び作動しないとさ 






万一のとを 


電球の交換 


電球び切れてランプび点灯しないとさ 
は、同規格*同容量の電球と交換して 
ください。 

方向指示巧（ドアミラー）、八イマウ 
ントブレーキランプは LED の交換にな 
るため、必ず指定サービスエ場で交換 
作業を行なって<ださい。その他の電 
球の交換ち、指定ヴービスエ場で交換 
作業を行なラことをおすすめします。 

やむを得ずユーヴー自身で交換すると 
さは、(下の注意を守って該当箇所の 
電球を交換してください。 

電球一覧は （8-己） をご覧ください。 


マルチフアンクシヨンディスプレイの 
故障/警告メッセージ 


マルチフアンクシヨンディスプレイに 
ランプに関する故障/警告メッセー 
ジび表示されたときは （9-18) をご 
覧ください。 

すみやかに電球を交換してください。 

注意！ 

-指定(外の電球を使用しないで 
ください。過熱してレンズを損 
傷したり、故障の原因になるこ 
とびあります。 

-ランプび熱くなっているとさ 
は、電球に触れたり、電球を取 
り外さないでください。ランプ 
には圧力のかかったガスび封入 
されているので、破裂するおそ 
れびあります。 

-落下したり、衝撃び加わった電 
球を使用しないでください。破 
損するおそれびあります。 


電球の交換 ■ 

-ランプを交換するときは、手袋 
などを着用し、直接手で電球に 
触れないよラにしてください。 

ランプは高温になるため、電球 
の表面に油などび付着すると切 
れやす<なります。電球に触れ 
たとさは、薄めた中性洗剤を含 
ませた柔らかい布で電球をよく 
拭いてください。 


知識 

八イマウントブレーキランプは、 
すべての LED び切れたとさにマル _ 

チフアンクシヨンディスプレイに 
故障/警告メッセージび表示され 
ます。 
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点検と整備 




メンテナンス 


車の性能を十分に発揮させ、安全かつ 
快適に運転していただくためには、指 
定ヴービスエ場で点検整備を受ける必 
要びあります。指定サービスエ場では 
(下のよラな点検を行ないます。 

• ダイムラー•クライスラー社指定の 
点検整備 

ダイムラー • クライスラー社の指示 
による点検整備項目びあります。 
これらはメンテナンスインジケー 
ターの表示に応じて実施します。 

•] 年および 2 年点検整備 

] 年、 2 年点検整備は、車検時を含 
め、法律で定められ実施するわの 
です。次の点検時期を示すステッ 
カーがフ□ントウインドウに貼付 
してあります。 


メンテナンスインジケーター 

メーカー指定点検整備の時期を知らせ 
る目安として、メンテナンスインジケー 
夕一 (3-110) び装備されています。 


整備手帳 

車には整備手帳び備えてあります。点 
検整備で実施された作業は整備手帳で 
確認してください。 


日常点検 

長距離走行前や洗車時、燃料補給時な 
ど、お客様び日常、車をご使用される 
中で、お客様ご自身の判断で実施して 
いただく点検です。 

点検項目は整備手帳に記載されてい 
ます。 

点検を実施したとさに異常び発見され 
た場合は、すみやかに指定サービスエ 
場で点検を受けてください。 


詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 
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名称 

ぺージ 

① 

ウォツシヤー液 
リヴーブタンク 

7-1 2 

③ 

冷却水リヴーブタンク 

7-5 

③ 

ブレーキ液 
リヴーブタンク 

7-10 

④ 

エンジンオイル 
レベルゲージ 

7-8 

⑥ 

エンジンオイル 
フィラーキャップ 

7-8 

⑥ 

メインヒューズボックス 

8-6 



エンジンルーム 

エンジンルーム内の点検 

エンジンルーム内の各部を点検をする 
とさは下の事項を厳守してください。 


警告 A 


• イグニッションシステムに手を 
触れないでください。高電圧び 
発生しているため、感電するお 
それがあります。 

• エンジンスイッチからキーを抜 
いても、冷却水の温度び高いと 
さはエンジンファンが自動的に 
回転することびあります。エン 
ジンファンの回転部には身体や 
物を近づけないでください。 
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エンジン ルーム 

エンジンルーム内の手入れ 

手作業で拭いてください。乂傷や感電 
をしないよラに注意してください。 

エンジンルームには多<の電気装備び 
あり、水分や湿気を嫌います。水をか 
けたり、スチーム洗浄をしないでくだ 
さし、。 

環境 9 


環境保護のため、オイル*液類を 
廃棄するとさは、指定サービスェ 
場に相談してください。 


注意！ 

-ェンジンや補器類の熱や動さに 
十分注意してください。乂傷や 
けびをするおそれびあります。 

• ラジェターに手を触れないでく 
ださい。火傷やけびをするおそ 
れびあります。 

-作業は安全な場所を選んで行 
なって < ださい。 

-適切な工具を使用してください。 

-部品や工具をェンジンルーム内 
に置かないでください。中に落 
とすおそれびあります。 

-油脂類（オイルなど）やフルー 
ド類（ブレーキ液、ウォッ 
シャー液、冷却水など）は、十 
分を意して取り扱ってください。 
万一、目に入った場合は、ただ 
ちに清潔な水で十分に洗い、医 
師の診断を受けてください。 


-油脂類やフルード類び皮膚に付 
着したときは、すぐに石けんを 
使用して洗い流してください。 
放置すると皮膚障害を起こすお 
それびあります。 

-油脂類やフルード類の容器は、 
子供の手び届くところや火気の 
近くに保管しないでください。 


Vベルト 

自動調整式なので、調整の必要はあり 
ません。 

亀裂や損傷びないか点検して < ださい。 
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① 冷却水 IJ ヴーブタンク 

② レベルインジケーター上限 ( MAX ) 

③ レベルインジケーター下限 （ MIN ) 

冷却水は U ヴーブタンク①で点検と補 
給を行ないます。 


冷却水 


IBBI 冷却水量表示口 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、数秒後に消灯します。 

エンジン始動後に点灯したときは、 
冷却水量び減少しています。冷却水 
を補給してください。詳しくは （9- 
13) をご覧ください。 


冷却水量/ 

冷却水温度警告口 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告灯び故 
障しています）、数秒後に消灯します。 

走行中、赤色に点灯したとさは、オー 
バーヒートしているか、冷却水量び減 
かしています。ただちに安全な場所に 
停車し、エンジンを停止して;令却水び 
冷えてから冷却水量を確認してくださ 
い。冷却水び不足している場合はリ 
ヴーブタンクに補給してください。詳 
しくは （7-6) をご覧ください。 


I 冷却水の量を点検ずる_ I 

► 水平な場所に停車します。 

► 冷却水び冷えていることを確認し 
ます。 

► 冷却水の液面びレベルインジケータ 
一の上限 ( MAX ) ③と下限 ( MIN ) 
③の間にあれば適量です。 

水温び高いときは約]己 mm ほど高 
くなります。 

警告 A 


• 冷却水の水温び高いとさは、絶 
対にリヴーブタンクのキャップ 
を開かないで<ださい。高温の 
蒸気や熱湯び噴さ出して、火傷 
をするおそれびあります。 

• 不凍液をエンジンルーム内にこ 
ぼさないでください。不凍液び 
熱くなったエンジンに付着する 
と、発乂して乂傷をするおそれ 
があります。 
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r 冷却水を補給ずる_1 

冷却水び不足している場合は、冷却水 
び冷えているときにリヴーブタンクに 
補給します。 

► U ヴーブタンク①のキャップを反 
時計回りにゆっくりと約2回転まで 
まわして、圧力を抜さます。 

► 圧力び抜けたら、キャップをさら 
に反時計回りにまわして取り外し 
ます。 

► 液面の高さにま意して冷却水を補 
給します。 

通常は軟水（水道水）に純正の不 
凍液を湿ぜて使用します。 

車を使用する地域（最低気温）に 
よって濃度を変えます。 


不凍液の濃度 

凍結温度 

不凍液湿合率 

-37 °C 

約己日％ 

一4己む 

約己己％ 


注意！ 

-冷却水の補給は、冷却水び冷え 
てから行なってくださし、。 

-冷却水には必ず不凍液を湿ぜて 
<ださい。不凍液には防鐘の効 
果もあります。 

• 不凍液の濃度は己日％から己己％ 
の間にしてください。濃度を 
己己％じ(上にすると、冷却性能 
び低下します。 

-指定(外の不凍液や不適当な水 
を使用しないでください。鐘や 
腐食などの原因になります。 

-不凍液は塗装面を損傷させま 
す。ボディに付着したときは、 
すぐに水で洗い流してください。 


-冷却水の減りかたび著しいとさ 
は、指定サービスエ場で点検を 
受けてください。 

• マルチフアンクシヨンデイプレ 
イに冷却水に関する警告メッ 
セージび表示されたとさは、 
オーバーヒー トしてエンジンを 
損傷するおそれびあります。た 
だちに指定サービスエ場で点検 
を受けてください。 


冷却水の交換時期 

冷却水は時間の経過ととわに劣化しま 
すので、整備手帳に従い定期的に交換 
してください。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 
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ンジンオイル 


運転する前に必ずエンジンオイルの量 
を点検してください。 


エンジンオイル量警告な 

エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告なび故 
障しています）、数秒後に消灯します。 
消灯しなかったり走行中に点滅または 
点灯したとさは、エンジンオイル量び 
規定じ(下になっています。すみやかに 
点検し、不足しているとさは補給して 
ください。 

知識 

エンジンオイル量の警告は、はじめ 
にエンジンオイル量警告灯び点滅し 
ます。その後さらにオイル量び不足 
すると警告灯び点灯に変わり、警告 
音び鳴ります。 


I I III 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
でエンジンオイルの量を点検ずる 

マルチフアンクシヨンディスプレイで 
エンジンオイルの量を点検することび 
でさます。 

詳しくは （3-113) をご覧ください。 
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I I III 


エンジンオイルレベルゲージで 
エンジンオイルの量を点検ずる 



① エンジンオイルレベルゲージ 

② エンジンオイルフィラーキャップ 

► 水平な場所に停車します。 

► エンジンを始動して、エンジンオ 
イルを温めます。 

► エンジンを停止して、約己分待ち 
ます。 

► エンジンオイルレベルゲージ①を 
抜さ取り、されいに拭いて差し込 
みます。 



③ エンジンオイルレベル上限 ( max ) 

④ エンジンオイルレベル下限 ( min ) 

► 再度エンジンオイルレベルゲージ 
を抜さ取り、付着したエンジンオ 
イルでエンジンオイル量と巧れ具 
合を点検します。エンジンオイル 
量はエンジンオイルレベルゲージ 
の上限 ( max ) ③と下限 ( min ) 
④の間にあれば正常です。 

► エンジンオイルび下限(下のとさ 
は、エンジンオイルを補給します。 


r エンジンオイルを補給ずる_ I 

► エンジンオイルフィラーキャップ 
③を取り外します。 

► 指定のエンジンオイルを規定の量 
まで補給します。 

► エンジンオイルフイラーキャップ 
③を取り付けます。 


警告 A 


エンジンオイルをエンジンルーム内 
にこぼさないで < ださい。エンジン 
オイルび熱くなったエンジンに付着 
すると、発火して火傷をするおそれ 
びあります。 

知識 

エンジンオイルレベル上限③と下 
限④の間は約2リットルです。 
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注意！ 

• 必ず指定のエンジンオイルを使 
用してください。指定(外のエ 
ンジンオイルを使用して故障び 
発生した場合は、保証び適用さ 
れないことびあります。 

-種類の異なるエンジンオイルを 
混ぜないでください。エンジン 
オイルの特性び発揮されません。 

• エンジンオイルびエンジンルー 
ム内に付着したとさは完全に拭 
き取ってください。 

-エンジンオイル量び多すざると 
故障の原因になります。 

• エンジンオイルの減りかたび著し 
いとさは、ただちに指定ヴービス 
工場で点検を受けてください。 

• エンジンオイルに添加剤などを 
使用しないでください。エンジ 
ンを損、傷するおそれびあります。 


使用ずるエンジンオイル 

指定のエンジンオイルを使用してくだ 
さい。詳しくは指定サービスエ場にお 
たずねください。 

グレードと粘度は下図を参考にして、 
使用する場所の外気温度に合わせて選 
択してください。 



エンジンオイル 

エンジンオイル交換の時期 

エンジンオイルおよびフィルターは定 
期的に交換することをおすすめします。 
交換時期はメンテナンスインジケー 
ターを目安としてください。 

ただし、交換時期は車の使用状況に 
よって異なりますので、詳しくは指定 
サービスエ場におたずねください。 

知識 

慣らし運転中のエンジンオイル消 
費量は多少増加することびありま 
す。また、頻繁にエンジン回転数 
を上げて走行すると、エンジンオ 
イル消費量は増加します。 
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① ブレーキ液 u ヴーブタンク 

② レベルインジケーター上限 ( MAX ) 

③ レベルインジケーター下限 （ MIN ) 


[ブレーキ液の量を点検ずる 


[ブレーキ液の交換 


► ブレーキ液 U ヴーブタンク①のレ 
ベルインジケーターで点検します。 

ブレーキ液の液面びレベルインジ 
ケーターの上限 ( MAX ) ③と下限 
( MIN ) ③の間にあれば正常です。 


定期的に指定サービスエ場で交換をし 
てください。詳しくは指定サービスエ 
場におたずねください。 


(CD) BRAKE 


ブレーキ警告な 


エンジンスイッチを2の位置にすると 
点灯し（点灯しないとさは警告なび故 
障しています）、数秒後に消灯します。 


走行中に点灯する場合は、ブレーキ液 
の量び不足してし"'ます。 


すみやかに安全な場所に停車し、指定 
ヴービスエ場に連絡してください。 
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A 


• 必ず指定のブレーキ液を使用し 
てください。指定(外のブレー 
キ液を使用したり、他の銘柄を 
湿ぜると、ブレーキの効さ具合や 
ブレーキシステムに悪影響を与 
え、安全なブレーキ操作びでさ 
な < なるおそれびあります。 

• ブレーキ 液の補給は、エンジン 
が冷えてから行なつてください。 
また、上限 ( MAX ) を超えない 
よラに補給してください。 

あふれたブレーキ液び熱< なつ 
たエンジンや排気管などに付着 
すると、発火して火傷をするおそ 
れびあります。 


• マルチフアンクシヨンデイスプ 
レイにブレーキに関する警告 
メッセージび表示されたり、ブ 
レーキ警告灯 （7-10) び点灯 
したとさは、むやみにブレーキ 
液を補給しないでください。補 
給によつて故障び解消すること 
はありません。 


安全な場所に停車して、指定ヴー 
ビスエ場に連絡してください。 

注意！ 

-ブレーキ液の減りかたび著しい 
とさは、指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 

• ブレーキ液の補給や交換は、指 
定ヴービスエ場で行なつてくだ 
さし、 

-補給のとさは、ゴミや水び U 
ヴーブタンクの中に入らないよ 
ラにしてください。たとえ小さ 
なゴ S でち、 ブレーキび 効かな 
<なるおそれびあります。 


ノレーキ;が 

-補給はエンジンび冷えてから行 
なってください。排気系部品など 
にブレーキ液び付着すると、火災 
び発生するおそれびあります。 

-レベルインジケーターの上限 
( MAX ) を超えて補給すると、 

走行中に漏れて塗装面を損傷す 
るおそれびあります。ボディに 
付着したとさは、すみやかに水 
で洗い流してください。 

-ブレーキ液は使用している間に 
大気中の湿気を吸収して劣化し 
ます。劣化した状態で長期間使 
用すると、苛酷な条件下では 
ベーノ く一 □ ックび発生するおそ 
れびあります。 _ 


ベーパー□ック：長い下り坂や急な下 
り坂などでブレーキペダルを踏み続け 
ると、ブレーキ液び沸騰してブレーキ 
パイプ内に気泡び発生し、ブレーキぺ 
ダルを踏んでちブレーキび効かな<な 
る現象のことです。 
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■ ウオツシヤー液 



①ウオッシャー液 IJ ヴーブタンク 


r ウォッシャー液を補給ずる_ ] 

► リヴーブタンク①のキャップを開 
さます。 

► ウォッシャー液を補給します。 

使用ずるウォッシャー液 

純正の専用ウォッシャー液を水に混ぜ 
て使用します（8-12)。 

知識 


A 


ウォッシャー液は可燃性です。乂気 
を近づけたり、近くで喫煙をしない 
で < ださい。 

また、エンジンが熱くなっていると 
きには補給しないでください。 


ウォッシャー液には夏用と冬用 
の2種類びあります。夏用には 
油膜の付着を防ぐ効果びあり、 
冬用には凍結温度を下げる効果 
びあります。 

フ□ントウインドウと テール 
ゲートウインドウのウオツ 
シャー液は兼用です。 


注意！ 

• ウォッシャー液は、リヴーブタ 
ンクに補給する前に別の容器で 
適切な湿合比に湿ぜてください。 

-粗悪なウォッシャー液や石けん 
水を使用すると、塗装面を損傷 
するおそれびあります。 

• ウォッシャー液び出なくなった 
ときは、ウォッシャーの操作を 
しなし'^でくださし、ウォッシャー 
ポンプを損傷するおそれびあり 
ます。 
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点検と整備 


タイヤとホイール 


タイヤとホイールは必ず純正品および 
承認されている製品を使用してくださ 
い。詳しくは指定サービスエ場におた 
ずねください。 


タイヤの点検 

► タイヤ空気圧ゲージを使用するか、 
タイヤ接地部のたわみ状態（別冊 
「整備手帳」参照）を見て、空気圧 
び適当であるか点検します。 

► タイヤに大さな傷びないか、くざ 
や石などびささったり、かみ込ん 
でいないか点検します。 

► タイヤび偏摩耗を起こしたり極端 
にすり減っていないか点検します。 

ス U ップヴイン（別冊「整備手帳」 
参照）び出ているときは、新しい 
タイヤに交換してください。 


A 


• タイヤの摩耗には十分に注意し、 
ス U ップヴイン（別冊「整備手 
帳」参照）が現われたら、すぐ 
に交換してください。タイヤの 
溝の深さび 3 mm じ(下になると 
著しく滑りやすくなり、事故を 
起こすおそれびあります。 

• 必ず規定の空気圧を守って<だ 
さい。燃料給油フラップを開い 
た車体側に、タイヤ空気圧ラべ 
ル (7-16) が貼付されています。 

• 空気圧の低いタイヤで走行しな 
いでください。タイヤび過熱し 
て破裂したり、乂災を起こすお 
それびあります。 


タイヤとホイール^^! 

• ホイールボルトは、ホイールに 
適合した純正品だけを使用して 
ください。純正(外のホイール 
ボルトを使用すると、ホイール 
び脱落して事故を起こすおそれ 
びあります。 

-再生タイヤを装着した場合、安 
全性の保証はでさません。 
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点検と整備 


タイヤとホイール 
注意！ 

• タイヤに空気を入れても、すぐ 
に空気圧び低下するとさは、パ 
ンクやホイールの損傷、タイヤ 
バルブからの空気漏れなどのお 
それびあります。ただちに点検 
を受けてください。 

-タイヤのトレッドびひどくすり 
減ったり、傷びついているとさ 
は交換してください。 

-ホイールやタイヤの選択を誤る 
と、車全体のバランスに影響し、 
安全性に支障をさたすおそれび 
あります。 

-回転方向び指定されているタイ 
ヤは、タイヤの側面に記された 
回転方向の矢印などの指示に 
従って装着してください。 

-路面の段差などを乗り越えると 
さは、速度を落とし、注意して 
走行してください。タイヤやホ 
イールを損傷するおそれびあり 
ます。 

* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


• 装着するタイヤは、指定のサイ 
ズで4輪とち同じ銘柄のわのに 
してください。 


サイズや銘柄び異なるタイヤを 
組み合わせて装着すると、操縦 
性や安定性に悪影響をおよぼ 
し、事故を起こすおそれびあり 
ます。 


-純正品または指定品(外のタイ 
ヤやホイールを装着すると、道 
路運送車両法違反になることび 
あります。 


- ] 本だけ新品のタイヤを装着す 
るときは、前輪に装着してくだ 
さし、 

-タイヤの空気圧を点検するとさ 
は、応急用スペアタイヤ*の空 
気圧わ点検してください。 

. 摩耗具合にかかわらず、6年 
上経過したタイヤは新品のタイ 
ヤと交換してください。 

応急用スペアタイヤ * も同様に 
交換してください。 


知識 

-新品のタイヤを装着したときは、 
走行距離び約]日日 km を超える 
までは速度を控えて運転するこ 
とをおすすめします。 

-タイヤび温まっているとさ、空 
気圧は約日. 3 k 浸/ cm 2 ほど高くな 
ります。空気圧はタイヤび冷え 
ているときに調整してくださし、。 


I 景境 9 


定期的にタイヤの空気圧を点検して 
ください。タイヤの空気圧び低いと、 
燃料消費量び増加します。 
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点検と整備 


タイヤとホイール ■ 


タイヤ□ーテーシヨン 



タイヤ□ーテーシヨンのち法 


タイヤの摩耗具合は、走行距離や運転 
方法、路面状況によって大さく異なり 
ます。 

己，0 日日〜]日， 0 日日 km を目安に摩耗具 
合を点検し、偏摩耗の兆候びはっさり 
した時点でタイヤ□ーテーシヨンを行 
なって < ださい。 

タイヤ□ーテーシヨンを巧なう 

► 前後のタイヤ位置を入れ替えます。 


知識 

• タイヤ□ーテーシヨンを適切に 
実施すると、タイヤの摩耗を均 
一化することびでさます。この 
結果、タイヤの寿命を延ばすこ 
とびでさます。 

• タイヤを入れ替えた後に空気圧 
を調整してください。 

空気圧は、燃料給油ロフラップ 
を開いた車体側に貼付してある 
タイヤ空気圧ラベルで確認して 
ください。 
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点検と整備 


タイヤとホイール 


タイヤ空気圧ラベル 



①タイヤ空気圧ラベル 


タイヤ空気圧ラベル①は燃料給油ロフ 
ラップを開いた車体側に貼付してあり 
ます。 


知識 

タイヤ空気圧、および車両に貼付 
されるタイヤ空気圧ラベルは予告 
なく変更されることびあります。 
必ずタイヤ空気圧ラベルを確認し 
て、空気圧を調整してください。 

《タイヤ空気圧ラベルは車種により異なることびあ 
ります。 

* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 



タイヤ空気圧ラベル 

タイヤ空気圧ラベルはシンボル表記に 
なつています。 

タイヤサイズや乗車人数、荷物の量に 
応じて、前輪と後輪、応急用スペアタ 
イヤ * の空気圧を調整してください。 



タイヤ空気圧ラベル（耐荷重]日 2 H のタイヤび 
装着されている車両） 


耐荷重1日 2 H じ(上のタイヤを装着した 
とさは、上記の空気圧ラベルの空気圧 
に調整してください。 

また、耐荷重1日]下のタイヤを装 
着したとさは、左記のラベルを参照し 
てください。 


単位は 「 bar （ = kg / cm う」と 「 psi 」 
で表示しています。 
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点検と整備 




こ ij — 


バッテリー取り扱いの一般のな注意 

バッテリーを取り扱ラとさはじ(下の点 
に十分を意してください。 

警告 A 


-バッテリーを取り扱ラときは、 
傾けたり横倒しにしないでくだ 
さい。バッテリー液び漏れるお 
それびあります。 

• バッテ U —液び目に入ると失日月 
する恐れびあります。パッテ 
リーを取り扱ラとさは、保護眼 
鏡を着用してください。 

-バッテ U —液び皮膚に付着する 
と火傷を起こします。ただちに 
清潔な水で十分に洗い流し、医 
師の診断を受けてください。 

-バッテ U —液が衣服や塗装面な 
どに付着すると、腐食び起こり 
ます。ただちに多量の流水で洗 
い流してください。 

-火気を近づけないで<ださい。 


バッて U —ケース側面部の液量 
表示が 「 min 」 じ(下のとさは、エ 
ンジンを始動したりバッテリー 
を充電しないでください。液量 
不足のまま充電すると、劣化を 
早めたり爆発するおそれびあり 
ます。ただちに点検を受けてく 
ださい。 

接続するときは、極性(プラス©、 
マイナス©)を間違えないよラ 
に注意してください。バッテ 
リー端子をショートさせると、 
バッテ U —び爆発するおそれび 
あります。 

バッテ U —の上に金属製の物を 
載せないでください。バッテ 
リーびショートし、可燃性のガ 
スに発火して爆発するおそれび 
あります。 

静電気の発生しやすいところに 
バッテ U —を近づけないでくだ 
さい。発乂して爆発するおそれ 
びあります。 


ま意！ 

-エンジンびかかっているとさ 
は、バッテリー端子をゆるめた 
り、外さないでください。 

-定期的にバッテリーの点検を行 
なってください。バッテリー液 
び減っているときはバッテリー 
液を補給してください。 

. 車を長期間使用しないとさや、 
短距離、短時間の走行び多いと 
きは、通常よりも頻繁にバッテ 
U —液量などを点検してくだ 
さい。 

-バッテリー端子の接続をゆるめ 
たり、外すときは、エンジンス 
イ ッチから キーを 抜さ、すべての 
電気装置をオフにしてください。 

-充電機を使用してバッテリーを 
充電するとさは車から取り外し 
てください。 

-バッテ U —端子の取り付けボル 
卜は確実に締め付けてくださし、。 

-バッテリー端子を取り外すと、 
ラジオのプ U セットメモ U —な 
ど、記憶（メモリー）び消去さ 
れます。 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 


寒冷時の取り扱い 


寒冷時には、通常とは異なった取り扱 
いが必要です。必ず(下の注意事項を 
守ってください。 

冷却水/バッテリー 

指定ヴービスエ場で、冷却水の不凍液 
の濃度び適正であること、バッテリー 
の液量や充電状態に不足びないことを 
点検してください。 


エンジンオイル 

車を使用する場所の外気温に合わせた 
グレードと粘度のエンジンオイルを使 
用してください。 


ウォッシャー液 

ウォッシャー液には夏用と冬用の2種 
類びあります。冬用の純正ウオッシャー 
液を使用してください。 


ウィンタータイヤ/スノーチェーン 

積雪地域では、ウィンタータイヤ、ス 
ノーチェーンび必要です （7-21 、22)。 

スノーチェーンは、ダイムラー•クラ 
イスラー社の指定品を使用してくださ 
い。取り扱いについては、スノーチェー 
ンに添付されている取扱説明書に従つ 
てください。 


冬季の手入れ 

凍結防止剤びまかれた道路を走行した 
ときは、早めに下回りの洗車をしてく 
ださい。凍結防止剤び付着したまま放 
置すると、腐食の原因になります。 

凍結防止用の塩類をま < 地方の場合、 
少なくとち1年に一度ボディ下回りの防 
鐘処理をすることをおすすめします。 


積雪 

ボディやウインドウに雪び積もったと 
さはすベて取り除いてください。走行 
中に雪び落ちて視界を妨げるおそれび 
あります。 
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点検と整備 


ドアや テールゲー トの凍結 

ドアやテールゲートび凍結している 

とさは、じ(下のよラな方法で走行す 

る前に解凍するか、氷を取り除いて 

ください。 

-氷を取り除くときは、樹脂製のへ 
ラなどを使用し、ボディやウインド 
ウを傷つけないよラに注意してく 
ださい。 

-ドアやテールゲートび凍結して開 
かないとさは、開口部周囲(しめる 
ま湯をかけ、解凍してから開いて 
<ださい。また、キーシリンダーに 
はめるま湯びかからないよラにし 
てください。 

• 再凍結を防止するため、余分な水 
分はされいに拭さ取ってください。 

-凍結したまま無理にドアやテール 
ゲートを開こラとすると、周囲の防 
水シールを損傷するおそれびあり 
ます。 


ボディ下部の着氷 

-走行前にボディ下部やフェンダー 
の内側を点検してください。ブ 
レーキ関連部品やステアリング関 
連部品、ヴスペンションなどに雪 
や氷塊び付着していたり、凍結し 
てし^ると、ボディを損傷したり、 
車のコント□ールを失って事故を 
起こすおそれびあります。 

また、フェンダーの内側に雪が詰 
まって固まっていると、ボディを 
損傷したり、車のコント□ールを 
失って事故を起こすおそれびあり 
ます。 


-雪や氷塊び付着しているときは、 
めるま湯をかけるなどして、部品 
やボディを損傷しないよラにま意 
しなびら、雪や氷塊を取り除いて 
ください。 


寒冷時の取り扱い U 

-走行中にわ、はね上げた雪や水し 
ぶきび凍結し、氷となってボディ 
下部やフてンダーの内側に付着し 
ます。休憩時わこまめに点検し、 

雪や氷塊が付着しているときは、大 
きくなる前に取り除いてください。 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 


ワイパーなどの凍結 

ワイパーやドアミラー、ウインドウ、 
スライディングルーフ*などび凍結し 
ているとさに、無理に動かすとモー 
ターを 損傷するおそれびあります。 

周囲にめるま湯をかけるなどして、必 
ず解凍してから操作してください。 

また、ドアミラーは手で動かさないで 
ください。 


秉車前に 

靴底などについた雪や氷を取り除いて 
から乗車してください。ペダルを操作 
するとさに滑ったり、車内の湿度び高 
くなってウインドウの内側び曇りやす 
くなります。 


雪道を走巧ずるとき 

雪道や凍結路面ではタイヤび非常に滑 
りやすくなっています。十分な車間距 
離を確保し、いつわより控えめな速度 
で慎重に走行してください。 

安全な走行と操縦性を確保するため、 
(下の注意事項を守ってください。 

-ウィンタータイヤまたはスノー 
チェーンを必ず使用してください。 

• 急八ンドル、急ブレーキ、急加速 
などを避けてください。 

. シフトダウンによる急激なエンジン 
ブレーキは効かせないで<ださい。 

-ブレーキに付着した雪や水滴び凍 
結し、ブレーキの効さび悪くなる 
ことびあります。 

このよラなとさは、後続車にま意 
しなびら低速で走行し、ブレーキ 
の効さび回復するまでブレーキぺ 
ダルを数回軽く踏んでください。 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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点検と整備 


雪道で動けないとさ 

雪道で動けなくなったとさは、マフラー 
(排気ガスの出口）と車の周囲から雪 
を取り除いてください。排気ガスび車 
内に侵入してくるおそれびあります。 

警告 A 


マフラーなどが雪に埋われた状態 
でエンジンをかけていると、排気ガ 
スび車内に入り一酸化炭素中毒を 
起こしたり、中毒死するおそれびあ 
ります。 


駐車ずるとを 

寒冷時や積雪地帯での駐車時は(下の 

点に注意してください。 

-パーキングブレーキび凍結するお 
それびある場合は、パーキングブ 
レーキを使用せず、セレクターレ 
バーを la に入れ、確実に輪止め 
をしてください。 

-できるだけ風下や建物の壁、日光 
の当たる方向にエンジンルームを 
向けて駐車し、エンジンび冷えす 
ざないよラにして < ださい。 

. 軒下や樹木の陰には駐車しないで 
ください。雪やつららび落ちてさ 
てボディを損傷するおそれびあり 
ます。 

• エンジンを毛布でカバーしたり、 
フ□ントグリルの内側にダンボー 
ルや新聞紙などを挟まないで<だ 
さい。放置したままエンジンを始 
動すると、乂災や故障の原因にな 
ります。 


寒冷時の取り扱い 

ウィンタータイヤ 

雪道や凍結路を走行するとさは、ウィ 
ンタータイヤの装着をおすすめします。 

装着するウィンタータイヤは、指定の 
サイズで4輪とわ同じ銘柄のものにし 

てください（8-13)。 
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点検と整備 


寒冷時の取り扱い 
注意！ 

-回転方向び指定されているウィン 
タータイヤは、タイヤの側面に記 
された回転方向の矢印などの指示 
I し 従って装着してください。 

-ウィンタータイヤの装着時に、 
応急用スペアタイヤを装着す 
ると、車両安定性や制動力び 
大さ<低下するのでを意して 
ください。 

スペアタイヤは応急的に使用し、 
でさるだけ早くウィンタータイ 
ヤに戻してください。 

-ウィンタータイヤの溝の深さび 
4mm じ(下になると著しく滑り 
やす<なり、事故につなびるお 
それびあります。 

-ス U ップヴイン（別冊「整備手 
帳」参照）び現われたら、ウィ 
ンタータイヤをすぐに交換して 
ください。 

• ウィンタータイヤを外した後は、 
I タイヤ/ホイールを乾燥した冷 
■ 暗所で保管してください。 


スノーチェーン 


ウィンタータイヤでわ走行び困難なと 

さは、スノーチェーンを装着してくだ 

さし、。 

• スノーチェーンは、ダイムラー- 
クライスラー社の指定品を使用し 
てください。取り扱いについては、 
スノーチェーンに添付されている 
取扱説明書に従ってください。 

• スノーチェーンは必ず後輪に装着 
してください。 

• スノーチェーン装着時は約3日 km/h 
liTF の速度で走行してください。 

• スノーチェーン装着時は ASR の機 
能を解除したほラび走行しやすい場 
合びあります。 

-必要のなくなったとさは、すみや 
かにスノーチェーンを外してくだ 
さい。 


※ウィンタータイヤ、スノーチェーン 
について、詳しくは指定サービスェ 
場におたずねください。 


注意！ 

-スノーチェーンは必ず指定品を 
装着してください。指定品(外 
のスノーチェーンを装着する 
と、タイヤから外れたり、車体 
に接触するおそれびあります。 

• スノーチェーンの脱着は、周囲 
の交通を妨げない、安全で平坦 
な場所で行なってください。路 
面に雪や凍結がなくなったとさ 
は、スノーチェーンを外してく 
ださい。 
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点検と整備 


曰常の手入れ 


定期的に手入れをすることで、いつま 
でも車を美しく保つことびできます。 

日常の手入れには、ダイムラー*クラ 
イスラー社び指定する用品のみを使用 
してください。 

詳しくは指定ヴービスエ場におたずね 
ください。 


A 


• 一部の合成クリーナーなどには、 
揮発性有機溶剤や可燃性物質が 
含まれているおそれがあります。 
カーケア用品を使用するときは、 
必ず添付の取り扱い上の注意を 
読み、指示に従ってください。 

• 車内で カーケア 用品を使用する 
とさはドアやウインドウを開さ、 
十分に換気してください。有機 
溶剤による中毒を起こしたり、 
静電気び可燃性ガスに引乂して 
乂災を起こすおそれびあります。 

• 車の手入れをするとさに、ガソ 
U ンやシンナーなどを使用しな 
いでください。中毒を起こした 
り、気化ガスに引火して火災を 
起こすおそれびあります。 

-カーケア用品は、子供の手び届 
くところや火気の近くに置いた 
り保管しないでください。 


日常の手入れ 

• 走行後は、ボディに付着したほこ 
りを毛ばたさなどで払い落として 
ください。 

-少なくとも月に]度は洗車してく 
ださい。 

-飛び石により塗装面を損傷すると、 

鐘の原因になります。早めに補修 
を行なってくださし、。 

-保管や駐車は、風通しの良い車庫や 
屋根のある場所をおすすめします。 

-泥や虫の死びい、鳥のふん、樹液、 

油脂類、およびガソ U ンなどび付 
着したとさは、すみやかに拭さ 
取ってください。特に、鳥のふん 
は塗装面を損傷しやすいので、で 
さるだけ早く水で洗い流してくだ 7 

さし、。 

• 凍結防止剤び散布してある道路を 
走行したとさは、すみやかに洗車 
し、ボディ下側やフェンダー内を 
洗い流してください。 
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点検と整備 


曰常の手入れ 


-直射日光び強く当たる場所や走行 
直後でボンネットび熱<なってい 
るよラなとさに、塗装面の手入れ 
をすると、塗装面を損傷するおそ 
れびあります。 

• 誤って傷を付けたり、誤った手入 
れにより鐘などび発生したときは、 
早めに指定ヴービスエ場で補修す 
ることをおすすめします。 

車内 

• ウインドウに、極細の熱線やアン 
テナ線びプ U ントされている車種 
びあります。ガラス面の内側を清 
掃するとさは、柔らかい布を使用 
して、熱線やアンテナ線に沿って 
拭さ取り、傷を付けないよラに注 
意してください。 

-遮光フィルムなどを貼り付けると 
ラジオなどの電波の受信性能び低 
下するおそれびあります。詳しく 
は指定サービスエ場におたずねく 
ださい。 


洗車時の注意 

洗車をするとさは、じ(下の点に注意し 
てください。 

. 洗車をするときはマフラーにを意 
してください。マフラー後端に触 
れて火傷をしたり、けびをするお 
それびあります。 

-水び凍るよラな寒いとさや直射日光 
び強く当たる場所、走行直後でボン 
ネットび熱くなっているよラなとさ 
は洗車をしないでください。 

• 走行直後は、ブレーキディスクやホ 
イールに直接水などをかけないでく 
ださい。ブレーキディスクび熱いと 
さに急激に冷やすと、ディスクを損 
傷するおそれびあります。 

• へッドランプを含むランプ類は樹 
脂製レンズです。流水または水と 
カーシヤンプーを混ぜた洗浄液で 
洗い流してください。有機溶剤や 
強アルカ U 洗剤などを使用したり、 
強くこすると細かい傷を付けるお 
それがあります。 


洗車 

► ボディ全体に低圧で水をかけ、ほ 
こりなどを洗い流します。 

► 水に カーシヤンプーな どを混ぜた 
洗浄液を用意し、車全体にかけま 
す。外気取り入れ口付近では少量 
にし、ダクト内に洗浄液び残らな 
いよラに注意して < ださい。 

► スポンジやセーム皮などを使用し 
て、十分な量の水で洗し" i 流します。 

► 洗車後は、すみやかに水滴を拭さ 
取ります。 
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-虫の死びいなどは、洗車前に取り 
除いて < ださい。 

• コールタール やアスファルトの巧れ 
は、乾いてしまラと落としにくくな 
るので、早めに処理してください。 


点検と整備 


II I M ■ 


高圧式スプレーガンの使用 

• 高圧式スプレーガンのノズルは、 
車から十分離して使用してくださ 
し、。水圧び高すざると、塗装面を 
損傷するおそれびあります。 

• 高圧式スプレーガンのノズルをウ 
インドウガラス接合面やボディパ 
ネルの継ぎ目部分などに近づけな 
いでください。水圧び高いため、 
車内に水び侵入したり、防水シー 
ルや塗装面を損傷するおそれびあ 
ります。 

• 高圧式スプレーガンのノズルを夕 
イヤに向けないでください。水圧 
び高いため、タイヤを損傷するお 
それびあります。 


自動洗車機の使用 

自動洗車機で洗車するとさは(下の点 

にを意して < ださい。 

-車の巧れびひどいとさは、自動洗 
車機で洗車する前に水洗いをして 
ください。 

. 自動洗車機び車のサイズに合って 
いることを確認してください。 

-洗車前にドアミラーを格納してく 
ださい。 

• 回転ブラシの硬さによっては、細 
かな傷び付さ、塗装面の光ミ尺び失 
われたり、劣化を早めるおそれび 
あります。 
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•ビス データ 


純正部品/純正アクセサリー 


純正部品/純正アクセサリー 


ダイムラー*クライスラー社では、点 
検や整備に必要な純正部品を豊富に用 
意しています。 

純正部品は厳格な基準により品質管 
理されております。点検や整備、修 
理のとさは必ず純正部品を使用して 
ください。 

アクセヴ U —についてち、ダイムラー- 
クライスラー社またはダイムラー•ク 
ライスラー曰本株式会社び指定する製 
品だけを使用してください。 


A 


どんな場合でち、ブレーキ関連部品 
などの重要保安部品や走行系統に使 
用する部品に、純正部品(外の部品 
を使用しないで < ださい。事故や故 
障の原因になります。 


知識 

純正部品(外の部品を使用したと 
さは、該当箇所だけでなく関連個 
所に不具合び生じてち、保証を適 
用でさないことびあります。 


注意！ 

• エアバッグ、シートベルトテン 
シヨナ ー、 インストルメントパ 
ネル、センターコンソール、目 
ピラーのフ□アパネル付近の周 
囲には、エアバッグやシートべ 
ルトテンシヨナーのセンサー類 
び取り付けられています。これ 
らの部位にオーディオなどを追 
加装備したり、修理や板金など 
を行なラと、エアバッグやシー 
トベルトテンシヨナーの作動に 
悪影響を与えることびありま 
す。詳しくは指定サービスエ場 
におたずねください。 


-車載無線機など電装アクセヴ 
リーを装着するとさは指定ヴー 
ビスエ場に相談してください。 
装着方法などび適切でないと、 
車の電子制御部品に悪影響を与 
えることびあります。また電気 
配線を間違えると、火災や故障 
の原因になります。 

-ウインドウに透日月な吸盤を貼り 
付けないで<ださい。透明な吸 
盤びレンズとして作用して、乂 
災び発生するおそれびあります。 


環境 9 


ダイムラー*クライスラー社では、 
資源の有効利用を促進するため 、 U 
サイクル部品を積極的に導入してい 
ます。 
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トービスデータ 


ビークルプレート 


ビークルプレート 


純正部品をま文するとさに車台番号あ 
るいはエンジン番号び必要になること 
びあります。車台番号やエンジン番号 
は図の箇所に記されています。 


[ビーク J レ^レートの1立置 



② 車台番号 

③ エンジン番号 



① ニューカー プ レー ト 


助手席側の目ピラー下部に、車の車台 
番号を記載したニューカープレート① 
び貼付してあります。 
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トービスデータ 


ビークルプレート 



②車台番号 


エンジンルーム上部にあるフィルター 
カバーの下に、車の車台番号③び巧刻 
してあります。 


8-4 


三式再:瓣三， 


③エンジン番号 


エンジン番号③はエンジンち側後部に 
巧刻してあります。 








































トービスデータ 




ランプ 

ワット数（規格） 

① 

方向指示灯（ドアミラー） 

LED 

③ 

へッドランプ（下向き） 

己己 W (H7) 

③ 

方向指示灯（フ□ント） 

21W (黄色） 

④ 

へッドランプ（上向き） 

己己 W (H7) 

⑥ 

車幅灯 

5W 

⑥ 

フォグランプ 

己已 W (H7) 

⑦ 

八イマウントブレーキランプ 

LED 

⑧ 

ブレーキランプ/ 

テールランプ、パーキングランプ 

21 / 5W 

⑨ 

方向指示灯（リア） 

21 W (黄色） 

⑩ 

バックランプ 

21W 

⑩ 

U アフォグランプ 

21 W 

⑩ 

ライセンスランプ 

5W 





《車種や仕様によりライセンスランプの位置び異なる場合びありまず。 
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トービスデータ 


ヒュースー覧 



メインヒューズボックスはエンジンルー 
ムの助手席側に、補助ヒューズボック 
スは助手席シートの下部にあります。 
詳しくは （6-36) をご覧ください。 


A 


メインヒューズボックスの中にエ 
具を置いたり、工具を落とさない 
でください。メインヒューズボッ 
クスの中にはバッテリーの®端子び 
あり、ショートして火災び発生す 
るおそれびあります。 


[メインヒューズボックス 



① メインヒューズブ□ック 

② ヒューズ F 4 

③ ヒューズ F 曰 

④ ヒューズ F 1 

⑥ヒューズブ□ック F 34 
⑥ヒューズブ□ック F 3 己 
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トービスデータ 


ヒュー X — 


メインヒューズブ□ック、ヒューズ F 1、 ヒューズ F 4、 ヒューズ F 己 
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トービスデータ 


ヒュースー覧 


ヒューズ番号/アンペア数/装置名 
1 30 A :ワイパー モーター 

2 ] 己 A :ホーン 

3 已 A :ブレーキランプ 

4 7.己 A :シートヒーター 

已已 A :診断用ソケット、ヘッドランプス 
イッチ、インストルメントパネル 
(表示巧、ランプ、方向指示灯） 
エンジンコント□—ルユニット 
U ァ ワィ パー 
ターミナル 87(1) 

ターミナル 87(2) 

ターミナル 87(3) 

ターミナル3日 Z エンジン 
U アデフォッガー 

イグ ニッシ ヨン □ック /インストル 
メントパネル 
14 7.己 A : ブレーキ システム 
1已己 A :へッドランプ照射角度調整* 


7 30 A 
8 10 A 
9 15 A 
10 10 A 
11 7.己 A 

12 30 A 

13 7.己 A 


16 2己 A 

17 ] 己 A 

18 ] 己 A 


スターター 
燃料ポンプ 

ライター/グ□ーブボックスライト 


19 5 A 


ラジオ 


20 ] 己 A 


イグニツシヨンコイル 


21 7.已 A 
22 

23 10 A 

24 
2已 
26 


オートマチックトランスミッション 

コント□ールモジュール 

未使用 

エアバッグコント□ールモジュール 

未使用 

未使用 

未使用 


27 

28 10 A 

29 

30 


:未使用 

:トランスミッションコント□—ルモ 
ジュール 
:未使用 
:未使用 


31 

32 己 A 
33 1 0 A 


34 
3已 

36 10 A 

37 7.曰 A 

38 

39 

40 

41 

F 122 己 A 

F 4 60 A 
巧 40 A 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 


未使用 

携帯電話接続/ V に S ソケット 

エアバッグコント□ールモジユー 

ル、チャイルドセーフティシート検 

知センサー 

未使用 

未使用 

ランバーサポート* 

バニティミラー 

未使用 

未使用 

未使用 

未使用 

ターミナル3日エレクト U カルシス 
テム、オルタネーター 
:エアコンディショナーフアン 
:セカンドエアポンプ 
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•ビスデータ 


ヒュースー覧 


ヒューズブ□ック F 34 



ヒューズ番号/アンペア数/装置名 

21 己 A :ヘッドランプスイッチ、コント □— 

ルパネル上部 

22 :未使用 

23 10A ： ルーム ランプ 

24 7 .已 A :オーバーへッドコント□ールパネル 
またはスライデイング/チルテイングサン 


ヒューズブ□ック F 3 己 


2 己 A 

ルーフ* 

25 2 己 A 

スライディングルーフ* 

26 

未使用 

27 7 .已 A 

U アエアコンディショナー 

28 

未使用 

29 

未使用 

30 30A 

シートヒーターコント□ール* 

31 

未使用 

32 

未使用 

33 10A 

診断用ソケット 

34 

未使用 

35 

未使用 

36 

未使用 

37 

未使用 

38 20A 

ステア U ングコラム□ック 

39 40A 

フ□ント送風フアン 

40 2 已 A 

A 巨 S コント□ールモジュール 

41 40 A 

A 巨 S コント□ールモジュール 

42 ] 己 A 

ラジオ/マルチフアンクションコン 


S □—ラー 



* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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トー ビス データ 


ヒュースー覧 


ヒューズ番号/アンペア数/装置名 


21 15A 

22 ] 己 A 

23 

24 

25 30A 

26 30A 

27 

28 

29 30A 

30 40A 

31 

32 

33 7 .己 A 

34 己 A 

35 

36 

37 己 A 

38 

39 

40 ] 已 A 

41 

42 


ヴードシート左1 2V 電源ソケット 
ヴードシートち1 2V 電源ソケット 
未使用 
未使用 

フ□ントパワーシート(運転席）* 

フ□ントパワーシート(助手席）* 

未使用 

未使用 

U ア送風ファン 

エアサスペンションシステム* 

未使用 

未使用 

オプション 

携帯電話コント □ ールモジュール/ 
Vに S+TV ブースター 


未使用 

未使用 

U アエアコンディショナー 

未使用 

未使用 

ラゲツジルーム内] 2V 電源ソケツ 
卜、 U アラ仆 
未使用 
未使用 


[補助ヒューズボックス 



* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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ヒューズ番号/アンペア数/装置名 


12己 A 

2 2己 A 

3 

4 
已 
6 

7 

8 
9 


ドアコント□ールユニット(左) 
ドアコント□—ルユニット(ち) 
未使用 
未使用 
未使用 
未使用 
未使用 
未使用 
未使用 


F 巨 80A 


SAM-SR 巨 




































サービスデータ 


I I II I ■ 


オイル-液類 


必ずダイムラー*クライスラー社の純 
正品または指定品のみを使用して<だ 
さし、 


ま意！ 

オイル*液類の漏れを見つけたり、 
何らかの異常を感じたとさは、指 
定サービスエ場で点検を受けてく 
ださい。 


容量(ぶ） 指定品目 備考 


■エンジンォィル^^^^" 

約10 .日 

承認オイル 

オイルフィルター分を含む 

才ートマチック 
トランスミッションオイル 

約 7.8 

承認オイル 

工場を入時 

パワーステアリングオイル 

— 

純正ノ くワーステア U ングオイル 

専用オイル 

ブレーキ液 

— 

純正 ブレーキ 液 

DOT 4規格 


8 


※記載の内容は、取扱説明書作成時のちので、予告なく変更されることびありまず。 
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トービスデータ 


オイル-液類 


指定品目 馬 



約 7已.日 

無鉛プレミアムガソリン 

警告灯点灯時の残量 
約 9.日 jg 

冷却水 

約] 日.0 

純正不凍液 

水に純正不凍液を混ぜて使用 
濃度 1 しま意 (7-B) 

ウォッシャー液 

約 4.日 

純正ウインドウウォッシャー液 
冬用、夏用 

水と純正ウォッシャー液を 
湿ぜて使用 

バッテリー 

— 

12 V /9 已 Ah 、] 日日 Ah 

助手席シート下 

エアコン冷媒 

— 

R 134 a 

R -1 2 を使用しないこと 


注意！ 

-必ず取扱説明書に記載の指定 
燃料を使用してください。指 
定燃料は無鉛プレミアムガソ 
リンです。 


-指定 li (外の燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用す 
ると、燃料系部品の腐食や損傷 
などによりエンジンび故障した 
り、火災び発生するおそれびあ 
ります。 


-指定(外の燃料（高濃度アル 
コール含有燃料など）を使用し 
て故障び発生した場合は、保証 
の適用外となりますので、ご了 
承ください。 
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サービスデータ 


タイヤとホイール ■ 


タイヤとホイール 


標準タイヤ 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ ホイール材質 

オフセット 

225 / 60R1 6 

6.己 」X ] 6 軽合金/スチール 

60mm 


応急用スペアタイヤ* 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ ホイール材質 

オフセット 

205 / 65R1 6 

6.5J X 16 スチール 

60mm 


ウィンタータイヤ 


タイヤサイズ 

ホイールサイズ ホイール材質 

オフセット 

20 己/ 6 已 R] 6 M+S 

6.己 」X ] 6 軽合金 

60mm 


8 

必ず純正品または承認されているタイヤを使用してください。 

詳しくは指定サービスエ場におたずねください。 


※記載の内容は、取扱説明書作成時のをので、予告なく変更されることびあります。 
* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります。 
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トービスデータ 


積載荷物の制限重量 


積載荷物の制限重量 


ルーフレール積載荷物の制限重量 


※ルーフキヤ1」アなどの重量を含まれます。 
《 TREND にはルーフレールは装備されていません。 


TREND 

150kg 
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AMB に NTE 

AMBIENTE Ion 呂 

100kg 

100kg 








トラブルの原因とタオ応 
表示好/警告'灯 


9-2 

9-8 


9. こんなとをは 


故障/警告メッセージ 


9-14 


9-1 




こんなとさは 


トラブルの原因と巧応 


トラブルの原因と巧応 


ロイツチやボタンの表示'灯/警告'灯] 


トラブル 

考えられる原因および症犬 

巧応 

U モコンの施錠ボタンを押しても方向指示 
灯び点滅しない。 

ドアまたはテールゲートび完全に閉じてい 
なし、 

► ドアまたはテールゲートを完全に閉じて 
から施錠してください。 

U モコン操作で施錠でさない。 

セントラル□ッキングシステムび故障して 
いる。 

► 車内から□ックノブを押し、最後にェ 
マージェンシーキーで助手席ドアを施錠 
して < ださい。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

シートヒータースイッチの表示灯び点滅し 
ている。 

バッテ U —の電圧び低下しているため、自 
動的にシートヒーターび停止している。 

► 電圧び回復すると、シートヒーターは自 
動的に作動を開始します。 

U アデフォッガースイッチの表示灯び点滅 
している。 

バッテ U —の電圧び低下しているため、自 
動的に U アデフォッガーび停止している。 

► 電圧び回復すると、 U アデフォッガーの 
スイッチを入れることびでさます。 

助手席エアバッグオフ表示灯び点灯して 
いる。 

助手席にセンサー付さ純正チヤイルドセー 
フティシートび装着されているため、助手 
席エアバッグの機能び解除されている。 



助手席にセンサー付さ純正チヤイルドセー 
フティシートび装着されていない場合は、チ 
ヤイルドセーフティシート検知システムび 
故障してし^る。 

► チャイルドセーフティシートをセカンド 
シートまたはヴードシート（左側席を除 
く）に装着してください。 

► 指定サービスエ場でチャイルドセーフテ 
ィシート検知システムの点検を受けてく 
ださい。 


9-2 







こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 ■ 


1警告音 1 

トラブル 

考えられる原因および症状 

巧応 

盗難防止警報び突然作動した。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとさ 
に、助手席ドアをエマージェンシーキーで 
解錠して開いた。 

盗難防止警報システム*び待機状態のとさ 
に、車内からドア、またはテールゲートを 
開いたか、ボンネットの□ックを解除した。 

► キーの巧!または ra を押してください。 

または、 

► エンジンスイッチにキーを差し込んでく 
ださい。 

警告音び鳴った。 

パーキングブレーキを解除しないで走行し 
てし''る。 

► パーキングブレーキを解除してください。 


車がランプを点灯したままドアを開いた。 

► ランプスイッチを0の位置にしてください。 


9 


* オプシヨンまたは仕様により装備び異なります 


9-3 






こんなとさは 


トラブルの原因と巧応 


胃故のとき 


トラブル 

考えられる原因および症犬 


巧応 

事故を起こした。 

車から燃料び漏れている。 

► 

状況を問わず、エンジンを始動しないで 
<ださい。 




漏れた燃料に引乂したり、爆発するおそ 
れびあります。 



► 

最寄りの指定ヴービスエ場に連絡して< 
ださい。 


損傷の程度び分からない。 

► 

最寄りの指定ヴービスエ場に連絡して< 
ださい。 


9-4 






こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 ■ 


1エンジン 1 


トラブル 

考えられる原因および症状 

タオ応 

エンジンび始動しない。 

バッテ U —電圧び低下している。 

エンジンの制御システムに異常びある。 

燃料供給に異常びある。 

► エンジンを始動する前に、エンジンスイ 
ッチを0の位置にしてください。 

► 始動操作を繰り返してください。ただし 
エンジン始動を長時間続けると、バッテ 

U 一びあびるおそれびあります。 

► ブースターケーブルを使用して始動して 
ください(目-32)。 

► 何度始動を試みてもエンジンび始動しな 
い場合は、指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 

エンジンの回転び滑らかでなく、ミスファ 
イアも起きている。 

未燃焼の燃料び触媒に流れ込み、触媒び損 
傷している。 

イグニッシヨンコイルび損傷している。 

エンジンの電気システムに異常びある可能 
性びある。 

指定!^ソがの燃料を使用している。 

► アクセルペダルを踏み過ざないよラに 
走行し、最寄りの指定サービスエ場で点 
検を受けてください。 
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こんなとさは 


トラブルの原因と巧応 


[ワイ パー 


トラブル 

考え S れる原因および症犬 

巧応 

ワイパーの動さび妨害されている。 

ウインドウに障害になる物び付着している 
ため、ワイパーモーターび停止している。 

► 安全のため、エンジンスイッチからキー 
を抜さます。 

► 障害物を取り除さます。 

► ワイパーを再び作動させます。 

ワイパーび作動しない。 


► コンビネーションスイッチをまわして、 
別のモードを選択してくださし H 4-23)。 



► 指定サービスエ場でワイパーの点検を受 
けて < ださい。 




エンジンスイツチびまわせない。 

キーを長時間0の位置に差し込んでいた。 

► エンジンスイッチからキーを抜さ、再度 
差し込んでください。 


バッテ U —電圧び低下している。 

► バッテ U —を点検し、必要であれば充電 
して < ださい。 

► 場合によっては、ブースターケーブルを 
使用して始動して < ださい。 


9-6 










こんなとをは 


トラブルの原因と巧応 ■ 


トラブル 

考え S れる原因および症状 

対応 

U モコン操作で解錠/施錠でさない。 

キーの電池び消耗している。 

► キーの電池を点検し、必要であれば交換 
してください (3-1 2)。 


キーび故障している。 

► エマージェンシーキーで助手席ドアを解 
錠/施錠してください。 

► 指定サービスエ場でキーの点検を受けて 
<ださい。 

キーを紛失した。 


► ただちに指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

► ただちに自動車保険会社へキー紛失の事 
実を報告して < ださい。 

► 新しし''キーの入手につし"'ては、指定ヴー 
ビスエ場におたずねください。 

► 必要であればキーシ U ンダーち交換して 
<ださい。 

キーのボタンを巧してち表示巧び点灯し 

キーの電池び消耗している。 

► キーの電池を交換してください (3- 12)。 

なし^。 


電池は指定ヴービスエ場で入手でさます。 


9-7 





こんなとさは 


■ ■ill II 


表示な/警告な 


表示な/警告打 考えられる原因および症状 

走行中に黄色の ESP 表示巧び点な ASR の機能び解除されている。 

する。 


走行中に黄色の ESP 表示灯び点滅 タイヤびグ U ップを失いかけているか車び 

する。 横滑りしているため、 ASR、ESP などび作 

動している。 


(©) 


エンジンびかかっているときに黄 
色の AB S 警告灯び点灯する。 


A 巨 S び故障して解除されている。 


A 巨 S とともに巨 AS、ASR、ESP も解除さ 
れている。 


巧応 


► ASR オフスイッチを押して、 ASR を待機 
状態にしてください。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してく 
ださい。 

► 路面と天候の状態に合わせて運転してく 
ださい。 

► 発進するとさにアクセルペダルを必要 iU 
上に踏み込まないでください。 

► 走行中はアクセルペダルをゆるめてくだ 
さい。 

► ASR の機能を解除しないでください(雪 
道などでの走行を除く）。 

► 十分ま意して走行してくださし、 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡して 
<ださい。 


バッテ U — の電圧び低下しているため、 
A 巨 S の機能び解除され、ブレーキ特性び変 
化する可能性びある。 


► 必要であれば、オルタネーターとバッテ 
U —を点検してください。 

バッテ U —電圧び回復すると A 巨 S は作動 
します。 


9-8 







こんなとをは 


I I II 11 ■ 



表示打/警告'灯 

考えられる原因および症状 

巧応 


エンジンびかかっているとさに 
黄色の日 AS / ESP 警告巧び点灯 
する。 

バッテ U —電圧び低下しているため、目 AS 
や ESP の機能び解除されている。 

ブレーキペダルを踏むのに大さな力び必要 
になり、通常時よりも深く（奥に）強く踏 
み込まなければならなくなる。 

► 必要であれば、オルタネーターとバッテ U 
一を点検してください。 

バッテ U —電圧び回復すると巨 AS や ESP 

は作動します。 



巨 AS 、 ASR 、 ESP (こ異常わくをる。 

► 指定サービスエ場で巨 AS や ESP の点検 
を受けて < ださい。 


走行中にホ色のエアバッグシステ 
ム警告灯び点なまたは点滅する。 

乗員保護システムに異常びある。エアバッ 
グやシートベルトテン シヨ ナーび不意に作 
動したり、事故のときに作動しない可能性 
びある。 

► 十分ま意して走行し、最寄りの指定ヴ 
ービスエ場で点検を受けてください。 



パーキングブレーキを解除せずに走行して 
いる。 

► パーキングブレーキを解除してください。 

1 (©)PARK 

1走打中(しホ色のノ V —キタクブレ 


■ ーモを术 IX 」ひ点5」ずな。 
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こんなとさは 


■ ■ill II 


(©) BRAKE 


表示打/警告打 

エンジンびかかっているとさ 
に赤色のブレーキ警告灯び点灯 


する。 


エンジンの始動後、または走行中 
に黄色のブレ-キパッド摩耗警告 
灯び点なする。 

wg ^ エンジンびかかっているとさにホ 
色の冷却水量/冷却水温度警告灯 
び点なする。 


考えられる原因および症犬 


制動力を前後輪に配分するシステムび故障 
している。 

バッテ U —の電圧び低下しているため、制 
動力を前後輪に配分するシステムび作動し 
ていない。 

IJ ヴーブ タンクのブ レーキ 液量び不足して 
いる。 

ブレーキシステムに異常びある。 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達している。 
ブレーキ特性び変化する可能性びある。 


;令却水量び不足している。 


この警告灯び頻繁に点灯する場合は、；令却 
システムに漏れびある可能性びある。 

冷却水量び適切な場合、；令却ファンび故障 
している可能性びある。 


巧応 

► 走行しなし^でください。 

► ただちに指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

► ブレーキ液を補給しないでください。 
ブレーキ液を補給してち問題は解消し 
ません。 


► すみやかに指定 サービス エ場で ブレーキ 
パッドを交換してください。 

► エンジンを停止してください。 

► エンジンび;令えてから;令却水を補給して 
<ださい。 

► 指定サービスエ場で冷却システムの点検 
を受けてください。 

► エンジンなどに大さな負担をかけたり 
(山間部の走行など）、停止/発進を繰り 
返さないでください。 
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こんなとをは 


I I II 11 ■ 


表示打/警告'灯 

考えられる原因および症状 

巧応 

EBI エンジンの始動後、または走行中 
に黄色のエンジンオイル量警告灯 
び点滅する。 

エンジンオイル量び不足している。 

► エンジンオイル量を点検し、必要であれ 
ば補給してください。 

► エンジンオイルび漏れている場合は、す 
みやかに指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

EBI エンジンの始動後、または走行中 
に黄色のエンジンオイル量警告灯 
び点灯し、マルチファンクシヨ 
ンディスプレイに" Iンシ''ンオイル 

2.日リツタ-ツイカシテクタ''サイ"と表示さ 
れ、警告音ち鳴る。 

エンジンオイル量び限界まで下びっている。 

► ただちに安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止してください。 

► エンジンオイルび漏れている場合は、す 
みやかに指定サービスエ場で点検を受け 
て < ださい。 

► エンジンオイルび漏れていない場合は、 
オイル量を点検し、エンジンオイルを約 

2U ットル補給してください。 


エンジンオイル量び正常の場合は、エンジン 
オイ レ量計測システムのセンヴーび故障して 
いる。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

走行中に赤色の;令却水量/ ;令却水 
温度警告なび点灯する。 

冷却水温度び約] 2己でを超えている。 

► すみやかに停車し、エンジンを停止して 
;令やしてください。 
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こんなとさは 


表示好/警告な 


表示な/警告打 

考えられる原因および症犬 


巧応 

ISI 

エンジンびかかっているとさに黄 
色のエンジン警告巧び点灯する。 

燃料タンクび空になっているため、エンジ 
ンびエマージェンシーモードになっている。 

► 

燃料を補給した後にエンジン始動操作を 

3〜4回繰り返してください。 
エマージェンシーモードび解除されます。 



び故障している可能性びある。 

• 燃料噴射システム 
• イグニッションシステム 
• 排気システム 

► 

すみやかに指定サービスエ場で点検を受 
けて < ださい。 

エンジンの始動後、マルチフアンクシヨン 
ディスプレイに故障表示(例： LA :]6) び点 
巧する。 

メーターノ くネルの表示巧や警告巧の電球び切 
れている。またはシステムび故障している。 

► 

► 

十分ま意して走行してくださし、 

ただちに指定サービスエ場に連絡してく 
ださい。 

方向指示灯び通常より早く点滅する。 

方向指示巧のランプび切れている。 

► 

ランプを交換してください。 

团 

八イビーム表示灯び点灯する。 

八イビームび点巧している。 

► 

対向車びあるとさや市街地を走行すると 
きは、ヘッドランプを下向きにしてくだ 
さし、 

〇 

エンジンの始動後、電装品ボツ 
クス;令却用フアン警告灯び点灯 
する。 

電装品ボックス内の冷却ファンび故障して 
いる。 

► 

► 

エンジンスイッチを 0 の位置に戻した後、 
エンジンを再始動してください。 

警告灯び消灯しない場合は、指定ヴービ 
スエ場に連絡してください。 
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こんなとをは 


I I II 11 ■ 


表示打/警告'灯 

考えられる原因および症状 

巧応 


I エンジンを始動すると、赤色のシ 

I ートベルト警告灯び点灯する。 

シートベルトの装着を促している。 

► シートベルトを着用してください。 

ち 

I エンジンびかかっているとさにホ 

I をのホ 雷警告 のがを打する。 

V ベルトび損傷している。 

► V ベルトを交換してください。 


電気系統び故障している。 

► 走行しなし^でくださし、 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

エンジンびかかっているとさに黄 
色の燃料残量警告巧び点なする。 

燃料の残量び少な < なっている。 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで燃料補給し 
て < ださい。 

ipa 走行中に赤色の ENR 表示巧び点な 

■ ™ ■ する。 

ENR び故障している。 

► 指定サービスエ場で ENR の点検を受けて 
<ださい。 

ipa 走行中に赤色の ENR 表示灯び点滅 

■ ™ ■ する。 

走行中の車高び高すざるか低すざる状態に 
なってし''る。 

► ENR により車高び調整されると、表示な 
は消灯します。 

WSSM エンジンの始動後、；令却水量警告 
口び点灯する。 

;令却水量び不足している。 

► ;令却水を補給してください。 

► ;令却水を通常よりち頻繁に補給している 
場合は、指定サービスエ場で;令却システ 
ムの点検を受けてください。 
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こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考えられる原因および症状 

巧応 

ABS 

シテイノ ] ウシ''ョウテ''テンケン！ 

テ''ィス T レイ ] ショウ： 

A 巨 S または A 日 S 表示び故障している。 

► 十分ま意して走行してください。 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡してください。 

ESP 

シテイノ ] ウシ''ョウテ''テンケン！ 

故障により ESP の機能び解除されて 
いる。 

► 十分ま意して走行してください。 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡してください。 


シテイノ ] ウシ''ョウテ''テンケン！ 

テ''ィス T レイ ] ショウ： 

ESP または ESP 表示わ'く故障している。 



ショウテ、、巧セン！ 

システムの故障または電圧び低下し 
たり、バッテ U —の接続び断たれた 
ため、 ESP び作動していない。 


目 AS 

アレ-キアシスト 
ショウデ、巧セン！ 

システムの故障または電圧び低下し 
たり、バッテ U —の接続び断たれた 
ため、日 AS び作動していない。 

► 十分注意して走行してください。 

► すみやかに指定ヴービスエ場に連絡してください。 

フ'、レ-キアシスト 

シテイノ ] ウシ''ョウテ''テンケン！ 

故障により巨 AS び解除されている。 


シテイノ ] ウシ''ョウテ''テンケン！ 

テ''ィス T レイ ] ショウ： 

巨 AS または巨 AS 表示び故障している。 


SRS 

SRS システム 

シテイノ ] ウシ''ョウテ''テンケン！ 

乗員保護システムに異常びある。エア 
バッグやシートベルトテンシヨナーび 
不意に作動したり、事故のとさに作動 
しない可能'性びある。 

► 十分ま意して走行してください。 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡してください。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ U 


ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 

タオ応 

LA :23 

メーターノ くネルの表示なや警告灯の電 
球び切れている。またはシステムび故 
障している。 

► 十分ま意して走行してください。 

► ただちに指定サービスエ場に連絡してください。 


A 巨 S A 巨 S び故障して作動していない。 

シテイノ ] ウシ''ヨウテ''テンケン！ 

► 十分ま意して走行してくださし、 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡してください。 

■(猶 ） 


iMl 

テ''ンアツテイカ バッテ U —の電圧び低下している。 

r ノグンスタ-卜！ 

► エンジンを始動して、バッテ U —を充電してくだ 
さい。 


テ'' ンアツテイカ バッテ U —の電圧び低下しているた 

テ'''ノソウヒンヲオフこシテクタ''サイ！ め、電気装備への電力の供給び不足 

してし''る。 

► 必要のない電気装備を停止してください。 

バッテ U —電圧び回復すると、電気装備は使用で 
さます。 


A " ッテリ-/オルタネ-夕 下の原因によりバッテ U —び充電 

シテイノ ] ウシ'' ヨウテ'' テンケン！ されていない。 

• オルタネーターの故障 
• V ベルトの損傷 

► ただちに停車して、 V ベルトを点検してください。 

V ベルトび切れているとさ 

► 走行しなし''でくださし、 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトび切れていないとを 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けて<だ 
さい。 


電気系統に異常びある。 

► ただちに最寄りの指定サービスエ場で点検を受けて 
<ださい。 
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こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 

考えられる原因および症状 

巧応 

因 

r レ-キ A 。 ッド 

シテイノ ] ウシ''ヨウテ''テンケン！ 

ブレーキパッドの摩耗び限界に達し 
ている。 

ブレーキ特性び変化する可有剖をびある。 

► すみやかに指定サービスエ場でブレーキパッドを 
交換してください。 

画 

フ''レ-キオイル 

シテイノ ] ウシ''ヨウテ''テンケン！ 

U ヴーブタンクのブレーキ液量び不 
足している。 

► 安全を確認し、ただちに停車してください。 

► 走行しないでください。 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

► ブレーキ液を補給しないでください。ブレーキ液 
を補給しても問題は解消しません。 

画 

E 巨 V 

制動力を前後輪に配分するシステム 
び故障している。 

► ただちに指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 



ブレーキ特性び変化して、ブレーキ 
時に後輪び早めに□ックすることび 
ある。 



A °- キングフ''レ-キヲ 
カイシ''ヨシテクタ''サイ！ 

パーキングブレーキを解除せずに走 
行している。 

► パーキングブレーキを解除してください。 


シ-卜へ。ルトシステム 

シテイノ ] ウシ''ヨウテ''テンケン！ 

シートベルトび故障している。 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡してください。 


ウンテンセキシ-卜へ、、ルト 
シ-卜へ''ルト3シテクタ''サイ！ 

運転席の乗員びシートベルトを着用 
していない。 

► 運転席のシートベルトを着用してください。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ U 


ディスプレイ表示 考え S れる原因および症状 

タオ応 


レイ軒クスイ ；令却水の温度び高すざる。 

テイシャシテ、 r ノシ''ン 3 テイシ！ 

► 走行しないでください。 

► メッセージび消えない場合は、エンジンを始動し 
ないでください。エンジンを損傷するおそれびあ 

0 ます。 


Vベルトび損傷している可能性びある。 

► ただちに停車して、Vベルトを点検してください。 

V ベルトが切れているとさ 

► 走行しなし^でくださし、 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 

V ベルトび切れていないとを 

► ただちに指定サービスエ場で点検を受けて<だ 
さい。 


レイ軒クスイ ラジェターの;令却ファンび故障して 

シテイノ ] ウシ''ョウテ''テンケン！ いる。 

► すみやかに指定サービスエ場で点検を受けて< 
ださい。 

| g | 

レイ軒クスイ ；令却水量び不足している。 

レへ''ル 3 テンケンシテクタ''サイ！ 

► ;令却水を補給してください。 

► 通常よりち頻繁に;令却水を補給している場合は、 
指定ヴービスエ場で点検を受けてください。 


キ-ヲ ] ウカンシテクタ''サイ キーび故障している。 

シテイノ ] ウシ''ョウテ''テンケン！ 

► 指定サービスエ場に連絡してください。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ 



ディスプレイ表示 


ヒタ''リ□-ピ-ム 

ラン T 3テンケンシテクタ''サイ！ 1) 

ランフ。センサ 

シテイノ ] ウシ''ヨウテ''テンケン！ 


テイノ ] ウシ''ヨウテ''テンケン！ 
ス T レイ ] ショウ： 


ドアカ'' アイテイの！ 


考えられる原因および症状 

左へッドランプ(□ービーム)の電球び 
切れている。 

ランプセンサーび故障している。自動 
的にランプび点灯する。 


マルチフアンクシヨンディスプレイ 
に表示されないシステム故障びある。 
またはタコメーターび故障している 
可能性びある。 


ドアび完全に閑じていない状態で走 
行している。 


巧応 

► すみやかに電球を交換してください。 

► 各種設定の "ラン了 "のへッドランプ点灯モード設定 
画面で、 '7 こュアル"に切り替えてください (3- 124)。 

► ランプスイッチでランプを点な/消なしてくだ 
さい。 

► すみやかに指定サービスエ場に連絡してください。 


ドアを閉じて < ださい。 


1) この例じ(外のメッセージを表示されます。車外ランプのいずれかに異常び発生すると、その箇所と対応び表示されます。 
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こんなとをは 


故障/警告メッセージ U 


ディスプレイ表示 


r ノグンオイルレへ。ル 
テイシャシテ、 I ンシ、、ンヲテイシ! 


I ングンオイル 

シテイノ ] ウシ''ヨウテ''テンケン! 


I ングンオイル 

1.日リツタ-ジイカシテクタ''サイ 

I ングンオイルレへ、、ル 
オイルヲヌイテクタ''サイ 


考え S れる原因および症犬 

タオ応 

ディスプレイ表示び故障している。 

► オイルレベルゲージを使用して、エンジンオイル 
量を点検してください。 

エンジンオイル量び不足しているか、 
エンジンオイルび漏れているため、エ 
ンジンを損傷するおそれびある。 

► ただちに安全な場所に停車してください。 

► エンジンを停止してください。 

► 指定サービスエ場まで車をけん引してください。 

エンジンオイル量び限界まで不足し 
ている。 

► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給 (7- 
7、 8) してください。 

► 通常より頻繁にエンジンオイルを補給している場 
合は、指定サービスエ場で、エンジンからオイル 
び漏れていないか点検を受けて<ださい。 

エンジンオイルに水び混じっている。 

► エンジンオイルを点検してください。 

エンジンオイ J レ量び不足している。 

► エンジンオイル量を点検し、必要であれば補給 (7- 
7、 8) してください。 

エンジンオイル量び多すざる。エン 
ジンや王元触媒コンバーターを損傷 
するおそれびある。 

► エンジンオイルを抜いてください。 

オイルを廃棄するとさは規則に従ってください。 
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こんなとさは 


故障/警告メッセージ 


ディスプレイ表示 考えられる原因および症状 

巧応 


I ンシ''ンオイルレ/ V 'ル エンジンオイル量計測システムび故 

シテイノ ] ウシ''ョウテ''テンケン！ 障している。 

► 指定サービスエ場で点検を受けてください。 


I ンシ''ンオイルレ/ V 'ルソクテイ A エンジンびかかっているとさに、エ 

I ンシ''ン テイシチ2ウノミ カノウ！ ンジンオイル量を点検しよラとして 

いる。 

► エンジンを停止してから点検を行なってください。 

〇 

ネンリョウホキュウ 燃料の残量び非常に少なくなっている。 

わゥュシテクダ、サイ！ 

► 最寄りのガソ U ンスタンドで燃料補給してくだ 
さい。 


ウォッ外 I キ ウォッシャー液量び不足している。 

レへ''ルヲテンケンシテクタ''サイ！ 

► ウォッシャー液を補給してください。 
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こんなとをは 


ま意！ 

• メーターパネルやディスプレイ 
び故障した場合はメッセージは 
表示されません。このとさは指 
定ヴービスエ場に連絡してくだ 
さし、。 

-表示される故障や不具合は、一 
部の限られた装備についてであ 
り、また表示される内容ち限ら 
れています。この故障表示の機 
能は運転者を支援する装置で 
す。発生した故障に対処して車 
の安全性を確保する責任は運転 
者にあります。 


知識 

故障/警告メッセージによっては 
警告音び鳴ることびあります。 

※記載の故障/警告メッセージは、取扱説 
日月書作成時点のちのでず。マルチファンク 
シヨンディスプレイに表示されるメッセー 
ジの表記などは、予告な<変更-追加され 
ることびあります。 


故障/警告メッセージ U 
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さ < いん 


10-2 


. さ <ぃん 
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さ < いん 



アシストグリップ . 己-29 

雨降りや濃露時の運転 .1-1 1 

インストルメントパネル .3-2 

ウォッシャー液 .7-12 

ウォッシャー液を補給ずる .7-12 

エアコンディシ ョナー . 己-2 

ディスプレイ/コント□ールパネル •••5-3 

通常の使いち （ AUTO モード） .5-4 

送風温度の調整 .5-4 

エアコンディショナーの停止 . 己-曰 

送風量の調整 . 5-已 

送風口の選択 .5-6 

送風口の調整 .5-7 

AC OFF モード .5-8 

内気循環モード .5-8 

余熱ヒーター .5-1 1 

デフ□スターモード .5-12 

除湿モード . 已 -13 

U アデフォッガー . 已 -1 3 

U アエアコンディショナー .5-14 

エンジンオイル .7-7 


マルチフアンクシヨンディスプレイで 
エンジンオイルの量を点検する ••■7-7 
エンジンオイルレベルゲージで 

エンジンオイルの量を点検する ••■7-8 


エンジンオイルを補給ずる .7-8 

エンジンスイッチ .4-2 

ステア U ング□ック .4-2 

エンジンの始動と停止 .4-4 

エンジンを始動するとさ .4-4 

エンジンを始動できないとき .4-5 

エンジンを停止ずるとき .4-5 

エンジンルーム .7-3 

オイル•液類 .8-1 1 

才ートマチック車の運転 .4-9 

才ートマチック車の取り扱い .1-12 

才ートマチックトランスミッション…午巨 

シフト位置表示 .4-6 

セレクターレバー .4-6 

ティップシフト .4-7 

才ーバーヒートしたとき .6-3 1 

懐中電巧（非常信号用具） . 巨-3 

カップホルダー . 己-28 

寒を時の取り扱い .7-18 

キー .3-5 

リモコン機能 .3-6 

リモコン機能び働かないとき .3-7 

リモコン機能の設定を切り替える ••■3-8 


□ケイターライティング .3-9 

エマー ジェンシ ーキー .3-9 

リモコン操作でドアウインドウと 
ベンチ レー シヨンウインドウ、 
スライディング>1レーフを開閉ずる 3-10 

リモコンの電池交換 .3-12 

救急セット .6-3 

グ□—ブボックス . 己-2已 

携帯電話の接続 .5-26 

けん引 .6-28 

フ□ントの取り付け位置 .6-28 

リアの取り付け位置 .6-29 

けん引されるとき .6-29 

故障/警告メッセージ . 目-14 

コー ト フック . 已 -29 

子供を乗せるとき .1- 已 

ル物入れ . 已 -27 

センターコンソール上部のル物入れ曰-27 

こんなことにも注意 .1-14 

ヴー 1*^ シート .3-36 

ヴードシートを調整ずる .3-37 

へッドレストを調整ずる .3-40 

ヴードシートを折りたたむ .3-41 
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さ < いん 


折りたたんだヴードシートを 

元の位置に戻ず .3-43 

ヴードシートを取り外す .3-44 

ヴードシートを取り付ける .3-45 

サンバイザー . 己-21 

バニテイミラー .5-21 

事故•故障のとき . 巨-2 

事故び起きたとき .6-2 

路上で故障したとき .6-2 

車び動かなくなったとき .6-2 

非常信号用具 .6-3 

救急セット .6-3 

停止表示板 .6-3 

車載工具 .6-4 

パンクしたとさ 

(TREND / AMBIENTE ) .6-7 

パンクしたとさ 

(AMBIENTE long ) .6-1 6 

けん弓 1.6-28 

才ーノ くーヒートしたとき .6-31 

バッテリーびあびったとき .6-32 

ヒューズの交換 .6-36 

電球の交換 .6-39 

シートベルト .2-3 

シートベルトの着用 .2-4 

フ□ントシートベルトの高さ調整…2-己 
シートベルトテンシヨナー .2-7 


ベルトフォースリミッター .2-7 

シートヒータ. .3-24 

車載工具 . 6-4、己 

車速感応ドア□ック .3-62 

すべてのドアとテールゲートの 

設定/解除 .3-63 

スライディングドアとテールゲートの 
設定/解除 .3-63 

ジャッキ . 巨-4、6 

12 V 電源ソケット .3-74 

純正部品/純正アクセサリー .8-2 

ステアリング .3-94 

スライディングルーフ .3-83 

ブラインド .3-83 

フ□ントスライディングルーフ…… 3-84 
リアスライディングルーフ 

(前席からの操作） .3-8 已 

リアスライディングルーフ 

(後席からの操作） .3-86 

スイツチで開閉でさないとさ 


(フ□ントスライディングルーフ） 

.3-88 

スイツチで開閉でさないとさ 
(リアスライディングルーフ） 
.3-89 

セカンドシート .3-2 巨 


セカンドシートを調整ずる .3-27 

へッドレストを調整ずる .3-30 

セカンドシートを折りたたむ .3-31 

折りたたんだセカンドシートを 

元に戻ず .3-33 

セカンドシートを取り外ず .3-34 

セカンドシートを取り付ける .3-3 己 

セカンドシート/ヴードシートの配置 3-48 
セカンド/ヴードシート配置の例 •••3-49 

積載荷物の制限重量 .8-14 

走行ずるとを .1-7 

走行"ずる前に .1-2 

走行中に異常を感じた5 .1-9 

タイヤとホイール .7-1 3、 8-1 3 

タイヤローテーシヨン .7- 1已 

タイヤ空気圧ラベル . 7-16 

標準タイヤ . 8-13 

応急用スペアタイヤ . 8-13 

ウィンタータイヤ . 8-13 

スノーチェーン .7-22 

正しい運乾姿勢 .2-2 

チャイルドセーフテイシート .2-15 


純正チヤイルドセーフティシート •••2-1 目 
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さ < いん 


チヤイルドセーフティシート 

検知システム .2-17 

助手席エアバツグオフ表示灯 .2-18 

ISO - FIX 対応チヤイルドセーフティ 

シート固定装置 .2-19 

駐停車するとき .1-10 


定期点検 


•(別冊） 


停止表示板 


6-3 


テールゲート .3-57 

テールゲートを開閉する .3-57 

テールゲートを解錠/施錠する •••3-58 
チヤイルドプルーフ□ツク 

(テールゲート） .3-59 


電球一覧 .8-5 

電球の交換 . 巨-39 


ドア .3-50 

フ□ントドアを開閉する .3-50 


スライディングドアを開閉する…… 3-51 
フロントドアを解錠/施錠する…3-曰3 
スライディングドアを解錠/施錠ずる 

.3-54 

U モコン操作で解錠/施錠する…3-曰曰 
エマージェンシーキーで運転席ドアを 


解錠/施錠ずる .3-55 

チヤイルドプルーフ□ツク 

(スライディングドア） .3-56 


ドアミラー .3-92 

ドアミラーの角度調整 .3-92 

ドアミラーの格納/展開 .3-93 

ドア□ックスイッチ .3-60 

すべてのドアとテールゲートの 

施錠/解錠 .3-60 

スライディングドアとテールゲートの 
施錠/解錠 .3-61 

盗難防止警報システム .3-100 

トラブルの原因と対応 . 9-2 

ナビ ゲーシヨン . （別冊） 

慣5し運転 .1-6 

日常の手入れ .7-23 

燃料 .8-12 

燃料給油 □.3-98 


J\ 


於皿 .5-22 

灰皿（センターコンソール） .5-22 

灰皿（ヴードシート左ち） .5-23 

パーキングブレーキ .4-28 

パーキング□ックの解除 .4-14 


バッテリー .7-17 

バッテリーびあびったとき . 目-32 

エンジン始動の方法 .6-33 

パヮーゥインドゥ .3-78 

フ□ントドアウインドウスイッチ… 3-78 
ベンチレーシヨンウインドウスイッチ 

.3-80 

セーフティスイッチ .3-82 

パンクしたとき 

(TREND / AMBIENTE). 巨-7 

タイヤリペアキットを取り出す…… 6-8 

パンクしたタイヤを修理する . 6-10 

電動エアポンプで空気を入れる…… 6-12 

パンクしたとき 

(AMBIENTE Ion 呂） .6-16 

応急用スペアタイヤを取り出す…… 6-17 

タイヤを交換する . 6-19 

応急用スペアタイヤの取り付け…… 6-23 
スペアタイヤの収納 . 目-2已 

ビークルプレート .8-3 

ビークルプレートの位置 .8-3 

非常信号用具 .6-3 

非常点滅好 .4-22 

ヒューズー覧 .8-6 

メインヒューズボックス .8-6 

補助 ヒュ ーズボ ッ クス . 8-10 
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さ < いん 


ヒューズの交換 .6-36 

メインヒューズボックス .6-36 

補助 ヒュ ーズボ ッ クス .6-37 

ヒュ ーズを交換する .6-38 

表示好/警告 I 灯 . 9-8 

フ□ントシート .3-20 

フ□ントシートの調整 .3-21 

へッドレストを調整ずる .3-22 

アームレスト .3-23 

ブレーキ .4-29 

ブレーキ液 .7-10 

ブレーキ液の量を点検ずる .7-10 

ブレーキ液の交換 .7-10 

方向指示 .4-21 

ボンネット .3-95 



マルチフアンクシヨンディスプレイ… 3-10 巨 

ステア U ングスイッチ . 3-106 

メイン画面一覧 . 3-107 

車両情報 . 3-108 

才ーディオ . 3-1] 5 、 （別冊） 

ナビゲーシ ヨン . 3-1 ] 目、（別冊） 

故障表示 . 3-1 16 

备種設定 . 3-1 18 

インストウルメントパネル . 3-1 20 


ランプ . 3-123 

シャリョウ . 3-126 

トリップコンピユーター . 3-128 

電話 . 3-1 31、 巧 I 」冊） 

メーター .3-102 

U セットボタン . 3-103 

ディスプレイボタン . 3-103 

メーター照度調節ボタン . 3-103 

燃料残量警告な . 3-103 

燃料計 . 3-103 

スピードメーター .3-104 

マルチファンクシヨンディスプレイ 

.3-104 

タコメーター .3-104 

表示灯と警告灯 . 3-105 

メモリー付フ□ントパワーシート…… 3-14 

フ□ントシートの調整 . 3-1 已 

アーム レスト . 3-17 

ランノくーヴポートの調整 . 3-18 

メモリー機能 . 3-19 

メンテナンス .7-2 

ライター . 己-24 

ラゲッジルーム .3-64 

ラゲ ツジ ルームランプ . 3-64 


ラゲッジネット . 3-64 

セーフティネット . 3-65 

荷物固定用リング . 3-69 

脱着式荷物固定用リング . 3-69 

ラゲッジ ルー ム カバー . 3-71 

荷物を積むとき . 3-73 

ランプ .4-1 已 

ランプスイッチ . 4-15 

へッ ドランプ . 4-15 

フォグランプ . 4-17 

パーキングランプ . 4-17 

へッドランプ照射角度 

調整ダイヤル . 4-18 

へッドランプ下向き/ 

上向きの切り替え . 4-19 

車外ランプ消灯遅延機能 . 4-20 

リアエアコンディショナー .5-14 

U アエアコンディショナーの作動/停止 

.5-14 

IJ アエアコンディショナーの 

コント□—ルパネル . 己- 14 

送風量を調整する . 5-15 

送風温度を調整する . 5-15 

ルーフ送風口の調整 . 5-16 

ルームミラー .3-91 

ルームランプ . 己-17 

フ□ントルームランプ . 5-17 
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フ□ントルームランプの 

点灯モードの切り替え .5-17 

フ□ントルームランプの 

手動点灯/消灯 .5-18 

フ□ントリーデイングランプの 

点灯/消な . 己-18 

リアルームランプ/ 

ラゲツジルームランプ .5-18 


U アルームランプ/ラゲツジルーム 
ランプの点なモードの切り替え… 5-1 9 
U アルームランプ/ラゲツジルーム 


ランプの手動点な/消灯 

(前席からの操作） .5-20 

U アルームランプの手動点な/消な 
(後席からの操作） .5-20 

冷却水 .7-5 

冷却水の量を点検する .7-5 

冷却水を補給する .7-6 



ワイパー/ウォッシャー .4-23 

フ□ントワイパー .4-23 

リアワイパー .4-26 
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英字 


ABS .4-31 

ASR オフスイッチ .4-36 

BAS .4-33 

ENR .3-75 

ENR スイッチ .3-7 己 

手動調整モード .3-76 

自動調整停止モード .3-77 

ENR の解除 .3-77 

ESP ⑩ .4-34 

SRS エアバッグ .2-9 





























" ESP ®" はダイムラー•クライスラー（株）の登録商標です。 

《この取扱説明書の内容は、2日日6年3月現在のものです。 


対象モデル 


VIANO 3.2 TREND 
VIANO 3.2 AMBIENTE 
VIANO 3.2 AMBIENTE long 
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